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荒瀬はるか、容赦なし！
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第一章　少女、二人





　幽ゆう霊れい、吸血鬼、鬼や悪魔……、人々に知られながらも御お伽とぎ噺ばなしや怪談の中に閉じ込められた生き物たち。そんな『化け物』たちはこの世界に実在する。

　信じるか信じないは自由だし、気づくか気づかないも自由だ。だけど、たとえみんながどう考えようと、確かにそれは存在する。



　真新しい制服。初めて買った定期券と定期入れ。登校初日にあわせて整えたヘアスタイルと、手に入れたばかりの靴くつ。

　何もかもが新しく、新鮮な気分のはずなのに、ぼくの気持ちは沈んでいた。

　化け物たちのせいだ。

　地下鉄の駅特有の匂においを伴った暖気が顔面に命中し、ぼくはちょっとくらくらとする。この感覚は化け物たちと出会った時の感覚に似ている。こんな日常の中で、恐るべき非日常を連想するなんて、ぼくも相当追いつめられているらしい。

　地下鉄の駅から地上に出ると、眩まぶしいくらいの春の陽光がぼくを迎えた。光り輝く道路は、これから三年間通学することになるであろう道のり。同じ学生服を着た生徒たちが、ぼくの横を通っていく。ぼくもその流れに乗って学校へと向かった。

　桜の花びらが舞い散る。みんなの頬ほおも桜色に染まっているように見える。楽しそうな一団の横を、ぼくは目立たないようにひっそりと歩く。同年代の男子からすれば、ぼくは背の低い部類に入る。ちょっと背の高い女の子なら、ぼくの身長を抜いてしまう。しかも、ぼくはオーラとか存在感みたいなものが皆無らしいから、ぼくがちょこちょこと歩いていると、群れをなすシマウマみたいに、行列にまぎれて個を特定出来なくなるそうだ。きっと、暗殺者がどこかでぼくを狙ねらっていても見つけることなんて出来ない。ぼくは目立たない、どこにでもいる高校生なのだ。少なくとも見た目は。

　正門から校内に入る。校舎の窓からは、何人かの先輩たちが顔を出し、登校してきた新入生たちを見下ろしていた。ぼくはなぜかちょっと緊張して、ますます目立たないように背を丸める。

　正門から続くメインストリートには多くの生徒たちが、緊張と期待の入り混じった顔で歩いていた。

　私立僥ぎよう倖こう学園。ここが今日からぼくの母校となる学校だ。

　生徒玄関の前に人だかりが出来ていた。新入生のクラス分けが書かれた紙が掲示されているようだった。ぼくは跳ねて、人だかりの外から掲示を確認する。

「四組」

　ぼくは自分のクラスの番号を小さく呟つぶやく。

　いよいよ今日から高校生活が始まる。そんな実感がふつふつと湧わいてきた。

　ここから、新しい生活が始まるんだ。心機一転、頑張るぞ！

　電車の中では気分が乗りきらなかったが、今は少しだけ高こう揚よう感があった。今まで上う手まくいかなかったことだって、もしかしたら高校に入学すれば上手くいくかもしれない。そうやって、無理やり自分を元気づけた。

　生徒玄関から校舎に入ろうとした時、ぼくの目に一人の人物が留まった。人だかりの隙すき間まを縫ぬうように、その人物の姿がまっすぐぼくの目に飛び込んできた。

　距離にしておよそ十メートル先。

　ちょっと離れていたけど、その人がとんでもなく美人であることは分かった。

　すらりとした足、しまった腰、大きな胸。ウェーブのかかったセミロングの髪。モデルさんみたいな体型の少女は、物もの憂うげな表情をしているように見える。

　彼女がこちらを見る。ぼくと目が合う。

　息が止まる。

　こんなに離れているのに、足が震えるくらいに緊張した。

　ちょっと彼女の瞳ひとみが大きくなる。驚おどろいているようだった。まっすぐにこちらを見たその顔は整っていて、小さく開いた口も可愛かわいかった。

　そのまま彼女は、ぼくが入ろうとした校舎とは別の、木造の建物の中に入っていってしまった。

　ひときわ強い風が吹き、ふわっと桜の花がぼくの目の前を通る。ガヤガヤとした周りの喧けん騒そうも、全く耳に入らない。

　心臓がフル稼か働どうで動く。

　さっきの少女の顔が脳裏から全く離れようとしない。今までに味わったことのない緊張感が体を支配していた。

　……一ひと目め惚ぼれ？　自分自身が自分自身に問う。

　いや、それはない。きっと、違う。もちろん、見た目はすっごく可愛かわいいのは認めるけど、それだけで人のことを好きになることなんて……ないと思うんだけどなぁ。

　とにかく、綺き麗れいな人だった。

　単純な感想だけど、それ以上の言葉をぼくは思いつかなかった。

　計算しつくされた芸術品みたいにバランスがとれていて、今まで見たどんな女の子よりも美しかった。高校ってすごい！　中学の頃ころだって、クラスに可愛い子はいたが、そんなのとは比にならない。

　あの人が入った建物は何なのだろう？　不意に湧わいた疑問の答えはすぐに思いついた。今は使われていない旧校舎だ。歴史のある学校だから、古い木造の校舎があるものの、耐久性の問題などから現在では使用されていないらしい。そのうち取り壊されるという話も、入学説明会の時に聞いた気がする。

　あの女の子は、そんな校舎の中に何しに行ったのだろうか。

　気になった。気になった理由に、少女が宇宙的なレベルで可愛かったことが関係しているということは否定しない。だけど、それだけじゃなくて、その少女がぼくを見て驚おどろいたような顔をしたことが気になったのだ。

　もしかして知り合い？　だけど、ぼくには全く見覚えがない。あれだけ可愛い子に会ったことがあるなら覚えているはずだ。

　ぼくの足は自然と旧校舎に向かっていた。少女が入っていった入口にたどり着き、錆さびた鉄の引き戸を開ける。

　ギギギという音を立て、ドアは開いた。校舎の中は外と違って薄暗く、なんだか空気もこもっているような感じがする。

　嫌な感じだ。この感覚は化け物がいる時の感覚。先ほどの入学式をひかえた明るい春の午前中の世界から、一気に陰いん鬱うつで妖あやしい世界へと入ってしまった。

「すみませーん」

　ぼくは声を出してみた。誰だれか人がいるのを確認して安心したかったのだ。だけど、ぼくの声は木製の壁や床にこだまし、虚むなしく薄うす闇やみの中に拡散した。

　こういうの、苦手なんだよな……。もちろん、引き返すという選せん択たく肢しはあった。しかし、いくら薄気味悪いところとはいえ、朝っぱらから男子高校生が暗いとこが怖こわいなんて情けない。ゆっくりと奥へと進む。

「あ、いた」

　長い廊下の先に、さっきの少女の後ろ姿。ぼくは彼女の方へと近づく。

　少女は振り返り、こちらに気がついた。再び目が合う。やはり、少女は驚おどろいている。

「あの……」

　ぼくが声をかけようとすると、彼女は走って逃げだそうとした。

「あ」

　逃げだそうとした少女が転んだ。かなり豪快に。

　転んだまま、彼女は動かない。ぼくは心配になり、彼女へと駆け寄った。それを見た少女は立ち上がろうとしたが、再びつるっと足を滑すべらせて転ぶ。

「うぎゅ」

　遅れて、間の抜けた悲鳴が彼女から漏もれる。何なのだ、この人は。

「あの……」

　ぼくは彼女の傍かたわらに立ち、手を差し伸べる。少女は子犬みたいな目でぼくを見つめていた。……可愛かわいい。近くで見ると、ますますその造形美が分かる。ぼくが差し出した手は緊張でわずかに震えていた。

「あ、ありがとうございます」

　少女はそっとぼくの手を握る。その手はぞっとするほど冷たかった。

　彼女は立ち上がり、そして恥ずかしそうに下を向いた。

「あの、どこかでお会いしたことありましたっけ？」

　ぼくは意を決して尋ねてみる。立ち上がった彼女は、ぼくとそんなに背の高さが変わらない。

「え！　え！　えー！」

　彼女はなぜか三回も驚く。そして、頭に手を当て、必死に悩みだした。

「ちょっと、待ってください。今から一生懸命思い出しますから……」

「いや、もしかしたらっていう話ですから……」

　ぼくはあまりにも真剣に困っている彼女を見て、なんだか自分が悪いことをしているような気になってきた。

「えっと……」

　彼女は脳からひねり出された言葉を慎重に発音する。

「もしかして、三年前にコンビニに商品を忘れたまま店を出ちゃった時、走って届けに来てくれた人ですか？」

「確実に違うと思います」

「そうですかー。あの時、お礼のセリフを噛かんじゃったんで、そのことを恨うらんでやってきたのかと思いました」

　そんなに度量の小さい人間はいないだろう。

「あれ、あの時の人って女の人だっけ……。そもそも、そんなことって本当にあったっけ……。ま、いいか」

　そう言って少女は朗ほがらかに笑う。

「ごめんなさい。どこかで会ったことがあるというのは、多分ぼくの勘違いです。さっきこの校舎の前で目が合った時に驚おどろいたように見えたので、もしかしたら知り合いの人なのかなって思って……」

「ああ、そういうことだったんだね」

　少女はちょっと悲しそうに微笑ほほえむ。

「あんまり、わたしに気づく人がいないから、目が合ったことにちょっと驚いたの」

　こんなに美人なのに目立たない？　ぼくはあらためて彼女を見直したが、どう見たってクラスの話題になるくらいの美女だ。

「新入生ですか？」

「んーん」

　彼女は首を振り、自分の顔の横にピースサインをつくる。

「二年生になる予定でした」

　なる予定だった？　ちょっと頭が弱くて留年でもしたのだろうか。初対面の人にこんなことを言うのは忍びないが、その可能性は否定出来ない。

「そうなんですね。ぼくは新入生です」

「名前は？」

「山やま伏ぶし竜たつ弥やっていいます」

「竜弥君だね」

　名前に君付け。女の子にそんな風に呼ばれたのは初めてだ。なんだか照れくさい。

「私は五百蔵いおろい幽実香ゆみか」

「いおろい？」

「五百に蔵でいおろい。変わった名字でしょ」

　確かに珍しい名字だ。頭でその字面を想像すると、どこかでその名前を見たことがある気がした。名前にも聞き覚えがある。

「学校の先生もみんな読めないんだよね」

　そう言って、彼女は微笑む。そんな笑顔を見ていたら、ぼくも自然に頬ほおが緩んでいた。

　ちょっといい雰囲気だ。自分でそう思った。

　この人はいい人そうだ。最初に幽実香ゆみかさんを見たときの緊張感は少し消えていた。それは、きっと彼女の朗ほがらかな人柄のためだろう。確かに、幽実香さんはちょっと世間とずれている感じがするけど、悪い人じゃなさそうだ。

　それにしても可愛かわいいな……。そんなことを考えながら、幽実香さんを見ていたぼくは近くにただならぬ殺気を感じた。背中に冷たいものが走る。

「見つけましたよ」

　感情を全く感じさせない、冷徹な一言。背後から聞こえたその声に驚おどろいたぼくは、慌てて振り返った。

　そこには一人の眼鏡めがねをかけた少女がいた。ショートヘアの髪をふわりと揺らす、制服姿の少女。小柄で中性的な顔立ちをしているが、声は可愛らしい。まるで血が通っていないような白い肌は、校舎の薄暗さの中で冷たい光を反射していた。

「あわわわ……」

　幽実香さんが体を震わせている。少女は眼鏡の奥から鋭い眼光を発する。

「鬼ごっこは終わりにしませんか？」

　小柄な少女が一歩ずつ近づくたびに、幽実香さんの体の震えは激しくなる。

「こ、殺されるぅ！」

　そう言って、幽実香さんは逃げ出した。

「殺せないですよ」

　小柄な少女は妖あやしく微笑ほほえむ。

　漫画やドラマや映画などで蓄積してきた経験則がこう呟つぶやく。

　小柄な少女が悪者で、逃げ出したグラビアアイドル風の女の子が哀あわれな被害者だ。

「ちょっと、待てよ！　何しているんだ！」

　ぼくは少女の前に立ちはだかった。少女は黙ってぼくを睨にらむ。そいつはぼくよりも背が低いし、明らかに貧弱な体型をしているのに、態度だけは大きく、また睨んだ視線も氷みたいに冷たかった。

「邪魔をしないでください。わたしは彼女を適切に『処理』する必要があります」

　処理だと？　まさか、殺すつもりなのか？　眼鏡の少女を見ていると、なんだかシリアルキラーであるように思えてきた。

「この人は、一体……」

　逃げる幽実香さんのほうをむいた時、ぼくは信じられないものを見た。廊下の突き当たりの壁にぶつかりそうになった瞬間、幽実香さんの姿が消えたのである。まるでＳＦ映画のワンシーンのように、忽こつ然ぜんと姿を消し去った。

「そんな！」

　これじゃ、まるで幽実香さんは……。

「逃がしましたね」

　小柄な少女が小さく呟く。ぼくを上から下まで一通り見た後、感情を感じさせない冷たい声で言う。腕を組み、肩幅に足を開いて偉そうにしているが、体が小さいのでどこか滑こつ稽けいにも見える。

「ここは一般の生徒は立ち入り禁止ですよ」

　つっけんどんな言い方に、ぼくはちょっとむっとした。

「そう言うお前だって入っているだろ」

　ぼくは思わず言い返す。改めて見ると、この子も可愛かわいらしいのだが、幽実香ゆみかさんに比べると圧倒的に愛想がない。

「わたしは許可を得ていますので」

　さらりと少女はのたまう。そして、ラミネートされたカードを示した。そこには、旧校舎入館証と印字されていた。

　荒あら瀬せはるか。少女の名前も入っていた。

「何者なんだよ」

「僥ぎよう倖こう学園一年三組出席番号一番。荒瀬はるかです」

　あまりに的確に答えられると、ぼくもちょっと困ってしまう。はるかはぼくに、お前は誰だれだ、とでも言いたげな視線を向ける。



    

  
    
      



    

  
    
      「ぼくは新入生で、クラスは……」

　えっと何組だったっけ。

「名前は？」

「あ、えっと、名前は山やま伏ぶし竜たつ弥や」

　その名前を聞き、はるかの動きが止まる。

「……そうか、だから幽ゆう霊れいが見えたんですね」

　幽霊！

　幽実香ゆみかさんの消失の様子が脳裏に浮かび上がる。あれは人間業じゃない。それを見て、幽霊だと思ったとしても不思議じゃない。

　ということは、彼女は化け物だ。

　だけどここで幽実香さんが幽霊だと、化け物だと認めるわけにはいかない。

　ぼくは、『仕事柄』認めるわけにはいかないんだ。

「ば、ばかなことを言うなよ！」

　ぼくは引きつりながら笑う。幽霊の存在を知られてはいけない。化け物のことがばれてはいけない。

　はるかは慌てる僕を見ながら冷ややかに言う。

「隠す必要はありません」

　ぼくは固まる。どう返事をすればいいのか分からなかった。

　遠くでチャイムが聞こえた。

　ぼくはその場から逃げるようにして駆け出す。

　入学式の日。旧校舎。運命の出会い。ぼくにとって、最悪の高校生活の幕開けとなった。





「化け物を狩る練習をそろそろしないとな」

「化け物ってなに？」

　それは遠い記憶。ぼくがまだ幼稚園に通っていた頃ころのこと。

　盆ぼん栽さいが趣味で、いつも盆栽をいじっていた父さんの仕事は、盆栽を育てることだとぼくは思い込んでいた。そんなぼくに、ある日父さんが突然自分の仕事のことを話しだした。

「この世界にいる悪い奴やつらだ」

　父さんはいつも恐ろしい。ぼくは名前で呼んでもらった記憶がないし、そもそも会話もあまりした記憶がない。基本的に家にはいなかったし、家にいても盆栽の手入ればかりでぼくに構うことはなかったからだ。

　その時の父さんは普段とは違っていた。もちろん、怖こわいことは怖いんだけど、威厳というか、子どもでも感じることが出来るような風格があった。

「あれだ。あれが、化け物だ」

　父さんが家の庭のほうを指差す。

　月光に照らされ、そこには異形の生物がいた。

　足が六本。いずれも赤い毛に覆われている。

　首は二本。ワニのような巨大な口をした凶悪な面構えをしている。

「怖こわいよ！」

　幼稚園児だった当時のぼくは泣き喚わめいた。というか今のぼくでも泣きそうになっているかもしれない。

「ああいうのがこの世界にはいる。普段は隠れている奴やつもいるし、我々のように一部の才能のある人間にしか見えないものもいる」

　化け物が甲かん高だかい鳴き声を出す。餌えさを欲しがっているように聞こえた。

「魔獣系中型種のニクロムという化け物だ」

　父さんはぼくに紙切れを持たせる。

「これは武器だ。これで、あいつを倒せ」

　倒す？

　そんなのは無理だ。ぼくは首がねじ切れるほど横に振る。だが、父さんはぼくの言うことを全く聞こうとしない。

「お前の姉さんは出来たぞ」

　それでもぼくは首を振る。当時からぼくは姉さんが普通じゃないことを知っていた。

「早く行け！」

　ぼくは投げ飛ばされるように、化け物の目の前に放ほうり出された。

　三白眼の化け物と目が合う。鼻び腔こうから白い煙を噴出し、化け物は口を僅わずかに開けた。暗い黄色に汚れた鋭い牙きばと赤黒い口内が見えた。

　それぞれの口から、長い舌が伸びてくる。それは蛇のようにうねり、獲え物ものを探しているようだった。

　ぼくは逃げることすら出来ず、その場で腰を抜かして震えていた。

　ズシャリ、ズシャリと化け物は近づいてくる。長い爪つめは地面をえぐり、体毛の一本一本はミミズのように動き回る。

「と、父さん！　助けて！　怖いよ！」

　ぼくが持っていた勇気を全すべて振り絞って出来た行動はそれだけだった。泣きながら、言葉にならない動物めいた悲鳴をあげるだけだ。

「……情けない奴だ」

　父さんはぼくを蹴け散ちらすようにぼくの前に出た。そして、口から不思議な言葉を紡つむぎだした。

「神をも焼き殺すカグツチの焔ほむら」

　化け物は目の前に現れた父さんに飛びかかった。

「憐あわれな愚者を焚ふん刑けいに」

　父さんは全すべての言葉を言い終えた。

　ぼくは目の前の様子を全て目に焼きつけていた。

　六本の足で地面を蹴けり、弾丸のように化け物が父さんに食いかかる。しかし、化け物の牙きばが父さんの喉のどに食い込むよりもはるかに速く、化け物の体の下から突然炎が巻き上がった。

　炎は一瞬で化け物を焼き尽くす。断末魔の叫び声をあげ、化け物はみるみると消えていった。

　残ったのは直立不動の父さんと、化け物の灰だけだった。

「わが一族の仕事は、この化け物どもを殲せん滅めつすることだ」

　化け物ども……。

　魔獣、人じん狼ろう、吸血鬼、悪霊、悪鬼……。この世界にいる知られざる生物。

「一人前の退魔師になるために、まずは千匹の化け物を狩れ」

　父さんはぼくのほうを見ずに言った。

　ぼくは、山やま伏ぶし家という一族に生まれただけで、恐ろしい運命を背負ってしまったのだった。





「大丈夫か？」

　突然声をかけられ、ぼくはびくっと体を震わせる。

　朝の学校。初めて座る自分の席。ぼくはそこで夢を見るように、昔のことを思い出していた。思えば、あの時のことが衝撃的すぎて、ぼくは過度に化け物を怖こわがるようになってしまったんだ。

　あの幽ゆう霊れい、幽実香ゆみかさんと出会ったおかげで、頭の中はますます化け物のことでいっぱいになってしまっていた。

「具合悪そうだぞ」

「大丈夫だよ、ありがとう」

　ぼくは声をかけてきてくれた少年に言う。それと、ほとんど同じタイミングで教室のドアが開いた。そして、若い男の教師が入ってくる。彼はジャージ姿だった。声をかけてくれた少年は自分の席の方に戻る。

「おはよう、みんな！」

　大きな声で、ジャージ姿の教師が挨あい拶さつをする。生徒たちが若干遅れて、おはようございます、と返した。

「おいおい！　元気がないぞ！　もっと明るく、元気よく！」

　そう言って豪快に笑うと、教師は大きく息を吸う。教室中の気体を全すべて吸いきるぐらいの勢いで吸引した後、窓ガラスにひびが入るほど大きな声を出す。

「おはよう！」

　やはり戸惑う生徒たち。何人かの生徒は耳をふさいでいた。

「どうやら、このクラスは元気が足りないらしいな。でも大丈夫だ！」

　そう言って、教師は黒板にでかでかと文字を並べた。

　大おお曽そ根ね元げん気き。

「今日からこのクラスの担任は元気の塊、元気先生だ！　みんな、朝飯食べてこいよ！」

　がはは、と豪快に笑い、元気先生は元気よく名簿で出欠を確認し始めた。それが一通り終わると、元気先生はジャージのままネクタイを首に巻いた。それで彼の正装は完成らしい。その間、生徒たちは本当にただただ静かに黙っていた。別に、このクラスのみんなが本当に元気がないわけじゃないと思う。ただ、何というか、あんな勢いの後だったために気き後おくれしてしまっていたのだ。

「元気があれば何でも出来る！　元気があれば世界は平和！　みんな、この後は元気に入学式だ！」

　全員、ぞろぞろ廊下に出る。そのころになると、ようやくみんな言葉を思い出し、お互いに小声で様々なことを話し始めた。主に、先生の異常性についてだったが。

　入学式は講堂で行われる予定だった。移動中、他ほかのクラスの先生を見たが、みんな普通だった。ぼくたちのクラスの生徒たちは、明らかに外れくじを引いたようだ。

「あの先生、大丈夫かな？」

　移動中、ぼくの隣を歩いていた男子生徒が、ぼくに声をかけてくる。それは、さっきぼくを心配してくれた男子生徒だった。

　身長はぼくよりもずっと高い。外国人みたいに鼻が高く、目鼻もはっきりしている。髪は少し長くて耳にかかっているが、ふわふわと軽そうで、その柔和な表情も手伝って優しそうな印象を与える。

「心配だね」

　ぼくは思った通りのことを口にした。

「山やま伏ぶし君だったよね」

　彼はぼくの名前をもう覚えていたらしい。ぼくは必死で彼の名前を思い出す。えっと、さっき名簿で名前を呼ばれていたんだけどな……。

「俺おれは片かた山やま庄しよう司じ。よろしく」

　そう言って、彼は笑った。かっこいいな、こいつ。

「片かた山やま君は何中学出身なの？」

「ああ、俺おれは庄しよう司じでいいよ。そっちの方が呼ばれ慣れてるから」

　漫画の登場人物みたいなことをさらりと言う人だ。

「えっと、じゃあぼくのことも竜たつ弥やでいいよ。あんまり呼ばれ慣れてないけど、ぼくだけ苗みよう字じで呼ぶのは変だよね」

「そうかもな。えっと、俺の出身校はここだよ。僥ぎよう倖こうの中等部に通ってたんだ。竜弥は？」

「ぼくは、保ほ呂ろ中学」

「保呂？　どこのあたり？」

「北ほく東とう区の山外れの方」

　へぇ、と庄司が言う。

「結構、遠いところから来てるんだな。大変じゃないか？」

「地下鉄の乗り換えがないから、そうでもないよ。まぁ、地下鉄の駅まではバスなんだけどね」

　そんな話をしているうちに、ぼくらは講堂前の廊下に出た。ここは一年生の教室がある棟と、他ほかの学年の教室がある棟との合流地点だった。そのため、一年生だけではなく、他の学年の生徒も多く集まっている。今日は、講堂で入学式と始業式が合同で行われるのだ。

　さっき、旧校舎で出会った女はいないだろうな。ぼくはちょっとドキドキして周りを見回す。どの生徒が何組か分からないので、奴やつがいるらしい三組の集団がここにいるかは分からない。

　今け朝さ会った女。あいつは幽ゆう霊れいを見ていた。その話題を出されたら困るし、幽霊の噂うわさが校内にたっても困る。

　危ないことや面倒なことからは極力逃げるべし。君子危うきに近寄らず、がぼくの人生の第一訓だった。

「どうしたんだよ」

　ぼくが周りを警戒しながら歩いているのに、庄司が気づいた。

「いや、ちょっとね」

「腹でも痛いのか？」

　庄司が心配そうに言ってくれる。初めてのクラスで、どんな友達が出来るか緊張していたが、庄司は悪い奴じゃないみたいだ。

「大丈夫だよ」

　ぼくは彼に心配をかけまいと、出来るだけ元気そうに言う。本当に体調が悪いわけではないので、その作戦は成功したらしく、庄司もそれ以上は何も言わなかった。

「あ！　たっちゃん！」

　人ごみの中から、声が聞こえた。

　ぼくはどきりとして、辺りを見回す。周りには知らない生徒たちばかり。だが、その声は確かに聞き覚えがある。

「どいて！　どきなさい！　どかないと、怪け我がするわよ！」

　物騒な内容の声がどんどんとこちらに近づいてくる。

　そして、いきなり目の前から人がいなくなったと思った瞬間、ポニーテールの女子生徒がぼくに飛びついてきた。

「うわわ！」

「たぁぁぁっちゃぁぁぁん！」

　女子生徒はぼくの首に腕を回し、すりすりと頬ほおをすりつけた。

「心配したわよ。本当に一人で来られるのかどうか……」

　……しまった。完全に油断していた。

　三年生はもう既に講堂に入っていると思っていた。

「朝言ったでしょ、地下鉄くらい一人で乗れるって」

　周りの視線が痛い。明らかに、みんなぼくたちに注目している。

「それだけじゃなくて、教室から講堂まで一人で来られるのか心配だったのよ」

「いい加減にしてよ、姉さん！」

　そう言って、ぼくは姉さんを無理やり引き離す。いかにも文句を言いたそうな顔でバカ姉がようやくぼくから離れた。

　山やま伏ぶし椛もみじ。それが、この女の名前だった。そして、どんな運命のいたずらか、ぼくと彼女の関係は姉弟。そういう間柄だった。

「ぼくだってもう高校生なんだよ！　それくらい出来るよ」

　そう言うと、姉さんは目をうるませて泣きそうになる。

「たっちゃんが心配で、わたしは先週から何も手につかなかったのに……。そんな言い方ないじゃないの……」

　姉さんの目からは涙がこぼれ始める。ここだけ見られたら、完全にぼくがひどいことをして泣かせたみたいだ。

　姉さんは厄やつ介かいなことに美人だ。美人というのは、被害者に回れば多くの人々の同情を集める。今回のように、明らかにぼくの言っていることの方が正しい場合だって、姉さんが泣いていればぼくに問題があるように見えてしまう。

「わわわ！　姉さん、こんなところで泣いちゃだめだよ」

　ぼくは慌てて姉さんを慰めにかかる。姉さんはこんなことじゃ絶対に泣かない。ぼくを困らせるためにわざとやっているんだ。

「たっちゃんがいじめるから……。ひぐ、ひぐ」

「いじめてないでしょ！」

　姉さんはちょっと異常なところがある。いや、本当はこの人の異常っぷりは数限りなくあるんだけど、その中で特にぼくが迷惑を受けているのが、異常な心配性。そして、それはぼくにのみ向けられている。

「大丈夫ですか？」

　そんな嘘うそ泣き姉に優しい声がかけられた。その声の主を確認し、ぼくはぎょっとする。爽さわやかな笑顔でハンカチを優しく差し出す男。それは、先ほどまでぼくと仲良く話していた片かた山やま庄しよう司じその人だった。

　この状況で、この男はなんて男前なことが出来るんだろうか。いや、本当は嘘泣きなんだけどね。

「あなたのような美しい人が目から悲しみの雨を降らせれば、せっかくの桜たちも散ってしまいますよ」

　うわぁ……。

「あなたは？」

　姉さんは庄司をいぶかしそうに見る。

「弟さんの親友です」

　……ん？

　いつの間に親友になったんだっけ。



    

  
    
      



    

  
    
      「親友……」

　姉さんは庄しよう司じをじっくりと眺める。

「よかった、最初の友達は女の子じゃないんだね」

　何の心配をしていたんだ、このバカ姉は。

「ありがと、親友君。でも、大丈夫よ。嘘うそ泣きだから」

　姉さんはすっと立ち上がり、ぼくに笑いかける。どうやら、姉さんはぼくがどんな人と仲良くなっているのかを確かめたかっただけのようだ。そして、庄司はその審査に合格したのだろう。

「それじゃあ、たっちゃん転んだりしないように気をつけてね」

　そう言うと、姉さんはぼくの頭をくしゃくしゃと撫なでてから講堂の中に入っていった。

「美しい」

　庄司が呟つぶやく。

「まぁ、見た目はね……」

「あんな美しい人の弟と知り合えるなんて、俺おれはなんてラッキーなんだ」

　……なんだか、嫌な予感がする。

　庄司はぎゅっと俺の手を取ると、真面目まじめな顔で言った。

「竜たつ弥や！　今日から俺とお前は親友だ！　そして、将来的にお前は俺の弟だ！」

「あほか！」

　高校生活最初の友人は大バカ者でした。





　その日は入学式が終わると、各科目の簡単なオリエンテーションがあるだけだった。新入生はそれでおしまい。明日からは部活動の見学も出来るから、元気に見学するんだぞ、と元げん気き先生が元気に言っていた。だけど、ぼくは部活動に入るつもりはない。運動音おん痴ちだし、興味のある文化部だってない。それに、ぼくにはやりたくないけどやらなくちゃいけないことがある。部活なんてやっている暇はないんだ。

　みんながどんな部活に入ろうか、と期待に胸を膨らませながら廊下を歩いている。ぼくはその横を、黙って静かに歩いた。

「山やま伏ぶし竜弥君。止まりなさい」

　いきなり声をかけられ振り返ると、そこには小柄な眼鏡めがねの少女がいた。

　今け朝さの女だ。

「な、なんだよ」

「勧誘に来ました」

「勧誘？」

　川の中にささった杭くいのように、周りの人たちの波に押されながらもぼくとはるかだけはそこで止まっていた。

「何の？」

「部活動です」

　とても勧誘しにきたようには見えない。出来そこないのアンドロイドみたいに、顔の筋肉を口の周り以外は一切使わず語るはるかを、ぼくはいぶかしげに見つめる。

「お前が、ぼくを勧誘しにきたの？」

「わたしが、あなたを勧誘しにきました」

「でも、お前だって一年生だろ？」

　一年生が一年生を勧誘するのは変だ。

「いえ、わたしは中等部から在籍していますので、すでに籍を置いている部活があるんです」

　ああ、そういうことか。ぼくの納得した顔を見て、はるかはずいっとぼくに寄ってくる。思わず、ぼくは一歩下がる。はるかは上目遣いにこちらを見つめるので、ぼくは恥ずかしくなって思わず彼女から目をそらした。

「勧誘の話の前に、一つ訊ききたいことがあります」

「な、なんだよ」

「今け朝さの幽ゆう霊れいの件です」

　ぼくの体がびくっと震える。

　どうしよう。どうしよう。やっぱり、幽霊だと思っているんだ。

「そ、そんなのいるわけないじゃないか。あはは。変な子だな、君は。それじゃあ、ぼくは急ぐから帰るね」

　ぼくはぎこちなく笑ってから、廊下をすぐに歩き出す。しかし、後ろからはるかはついてきた。

「律りち儀ぎに秘密を守っているんですね」

　無視だ。この女の言葉は無視するんだ。ぼくが何も言わなければ、たとえこいつが幽霊の存在に気づいたとしても、ぼくは悪くないぞ。

「あの幽霊、いや化け物は処理しなくていいんですか？」

　シカトだ、シカト。ぼくは空気だ。そして、奴やつも空気だ。

「『退魔師』の名門である山やま伏ぶし家の御子息ともなると、あのような下級霊には興味がないというわけですか」

　ぼくの足が止まる。適当に早歩きで歩いていたら、いつの間にか知らない場所に来ていた。周りに生徒は誰だれもいない。ぼくと、ぼくについてきたはるかだけがそこにいた。

「なんで、そんなことを知っているんだ？」

　ぼくは振り返る。後ろには、さっきと同じ顔のはるかがいた。彼女は小首を傾かしげ、ちょっと肩をすくめた。

「退魔師のことですか？」

「ぼくは退魔師なんか知らないぞ」

　知らない。知らないったら知らない。化け物のことも、退魔師のことも、誰だれにも言ってはいけない。ぼくは初めて化け物を見てから、ずっとそうやって教育されてきた。

　化け物のことが世間に知られれば、人々が怖こわがる。そう説明されてきた。だから、ぼくはずっと言いつけ通りに秘密を守ってきたのだ。

「この世界に溢あふれる化け物どもを狩り、この世界の平和を陰から守る職業。それが退魔師です。知らないことはないと思いますが？」

　はるかの目はブラックホールみたいに真っ黒で、そこを見ていると吸い込まれそうになる。

「ど、どうして、そのことを……」

「隠さなくてもいいですよ。わたしも退魔師なんです」

　ぼくは彼女の顔をじっと見る。嘘うそをついているようには見えないが、本当のことを言っているようにも見えない。ただ、口が動いて言葉を紡つむいだだけだ。そこから、彼女の真意を読みとることは到底出来なかった。

　退魔師は特殊な仕事だ。化け物が世間から隠されている以上、それを狩る退魔師だって当然世間からは隠れた秘密の仕事となる。そんな稀け有うな仕事をしている人間が、偶然にも出会うことなんてあるのだろうか。

「今年の入学者の中に山やま伏ぶし家の長男がいるという話は、裏の筋から聞いていたのですが、こんな形でお会い出来るとは思いませんでした。名門の山伏家は退魔師の間では非常に有名ですよ」

　はるかはそこで初めて微笑ほほえんだ。プラスチックみたいだった頬ほおが少し赤くなり、ガラス球みたいだった眼球が少し潤んでいる。

　か、可愛かわいい。今まで死人みたいな顔しかしてなかったけど、笑うと結構可愛いぞ。

「そうかなぁ」

　照れながら言う。家のことをほめられたことと、はるかの予想外の笑顔のダブルパンチで、ぼくの顔は僅わずかに赤くなっていた。

　うちの家はそれなりに有名な退魔師の家系だ。政府の偉い人たちがよくやってくるし、父さんは仕事で世界中を飛び回っている。はるかの言う通り、確かに名門なのだ。まぁ、それはうちの家族全体の評価なのだが。

「山伏家の長男に会えて、本当に光栄です。すごく嬉うれしいです」

　はるかはにこにこしている。

「本当にそう思っているのかよ」

　ぼくはちょっと嬉うれしくなって、にやけながら尋ねる。

「地球のどの言語をもってしても、この喜びを正確に表すことが出来ないほどに、わたしの心は狂喜乱舞しています。本当にお会い出来てよかった」

　さすがにそれは言いすぎだと思うが、それでもやっぱり嬉しい。

「ぼく以外にも高校生で退魔師をやっている人がいたんだな。まぁ、ぼくは見習いだけど」

「退魔師に年齢は関係ありません」

　はるかはそう言うが、実際はそうでもない。化け物狩りはとても危険な仕事だ。場合によっては命を落とすことだってある。子どもがおいそれと手出し出来るものじゃない。

　ぼくだって、本当はそんな危険な仕事をしたいわけじゃない。

　山やま伏ぶし家。名門の看板がぼくを無理やりその道に進ませるだけで、本当は化け物狩りみたいな怖こわいことはしたくない。

「これで、わたしが幽ゆう霊れいの話をしても平気になりましたか？」

　はるかに問われ、ぼくは頷うなずく。幽霊のことを知られた時は、関かかわりを持たないようにしようと決めたけど、相手も同じ退魔師ならば別だ。実際にこいつが本当に退魔師かどうかは分からないけど、この女の正体が何であったにしても、すでに退魔師のことも化け物のことも知っているのだから、ぼくが秘密を守る理由もない。

「最初は退魔師じゃない人が幽霊のことを知ったと思って焦ったよ」

「『退魔師の秘密』ですね」

「ああ。何も知らない人が、化け物のことを知ったら驚おどろいてパニックになるだろうからな」

　本当はぼくだって一生知らずに生きていきたかった。

「……まぁ、そうですね」

　はるかはちょっと間を置き、違う話題を繰り出した。

「そこで質問なのですが、わたしがあの幽霊を始末しようとした時、邪魔をしたのはなぜなのですか？」

　はるかはまた首を傾かしげて、じっとぼくを見つめる。ぼくは目をそらした。

　あの子が幽霊だと気づかなかったとは言えない。

「え、えっとね、ほら、どういう危険があるのかまだ分からないし、もしかしたらすごく強力な化け物であるという可能性も……」

「つまり、下級霊であるとすぐに見抜けなかったんですね」

　ぼくの弁解はあっさりと切り捨てられた。その通りすぎて、返す言葉がありません。

「その点は納得しました。でも、慎重なことは退魔師の大事な資質だと思います」

　はるかはそう言って笑顔で頷いた。よかった。ぼくの評価はあまり下がっていないようだ。

「あと、さっきの話なんですが……」

「ああ、部活のこと？」

「そうです。『化学・物理部』っていう文化部なんですが、興味ありませんか？」

　化学・物理部。きっと、理科の実験とかをやる部活なんだろうな、と想像は出来た。だけど、残念ながらぼくにはそういったことに興味がなかった。それに、ぼくには部活動に参加する時間なんかない。

「申し訳ないけど……」

「そんなに頻ひん繁ぱんに集まる部活でもないですし、ぜひお願いします。これ、入部届です」

　そう言って、はるかは一枚の紙を取り出した。綺き麗れいに折りたたまれ、名前、という氏名記入欄らんだけが見える。他ほかにもいろいろな言葉が書いてあるようなのだが、折りたたまれて隠れ、そこは見えなかった。

　ちょっと怪しい。いや、かなり怪しい。

「仮の入部届です。軽い気持ちでサインしてください。名前を書くだけでいいんです。手の運動だと思って、さらさらぁっと」

　なんだか、詐さ欺ぎの手口みたいな言い方だ。

　はるかはじっとこちらを見ている。そして、胸の辺りにぐいぐいと紙を押しつけてくる。

「ほら、さらさらぁっと。さらさらぁっと」

　催眠術をかけるように、はるかは何度も同じ言葉を繰り返す。

　まぁ、名前を書くくらいいいか。別に、ここにサインしたところで、化学・物理部が気に入らなければ幽ゆう霊れい部員になるだけだ。先ほど、はるかに言われた言葉でぼくは少しだけ調子に乗っていた。それが、ぼくの手を軽くしたのだろう。

「分かったよ」

　ぼくはカバンからペンを取り出し、はるかが押しつけてきた紙にサインをした。

「だけど、本当に部活に参加するかどうかは分からないよ。一応、これは仮登録だと思っておいてよ」

　ぼくはペンをしまいながら言った。よく考えずにサインをしたけど、これで絶対に部活に参加すると思われても困る。

「ぼくは忙しいから、本当に入部したとしても時々顔を出すくらいだからね」

「死にますよ？」

　冷酷な音が鼓膜を振動させる。はるかはさっきまでの笑顔など微み塵じんも残さない、まるでビスクドールみたいな無表情の作り物めいた顔をしていた。

「え？」

　何を言っているのか分からない。

「わたしが化学・物理部の部長です。部員は部長の手であり足であり奴隷です」

　はるかの口からは、当然のことを話すように言葉が出てくる。手足？　奴隷？

「それは、どういう……」

「事実です」

　はるかは目を細め、手を腰に当てる。小柄なはるかが尊大ぶるようすは少しおかしく、可愛かわいらしくもあるのだが、その表情は氷のように冷たかった。

「今年は早速大収穫ですね。とんでもないダメ息子で有名とはいえ、あの山やま伏ぶし家の人間を部員に出来たんですから」

「ダメ息子だと！」

　かっとなって思わず大きな声が出てしまう。

「本当にそういう噂うわさですよ。化け物が怖こわくて仕方ない、情けない退魔師見習いが山伏家にいると」

　こいつ、入部届を書かせるために、ぼくをうまくのせていたんだな。ぼくは悔しくなって言い返そうと思ったが、反論の文句が出てこない。

　悔しいけど、はるかの言う通りだ。

　ぼくは山伏家の落ちこぼれ。一族の恥さらしだ。

　何か言い返そうと思ったが、何も出てこない。そんなぼくにはるかは追い討ちをかけてくる。

「山伏家の粗大ゴミ、名門が生んだ遅れすぎてやってこないルーキー、なんちゃって退魔師、名門が生んだ奇跡（笑）、口くち癖ぐせはお父さんのすねはとてもおいしいです、などなどあなたの噂はたくさんありますよ。まぁ、いくつかは今わたしが考えたんですけど」

　本性を現したはるかはぐさぐさとぼくの心に言葉のナイフをつきたててくる。

「うるさい！　ぼくは化学・物理部になんか絶対行かないぞ！」

　それだけ言うと、返事も聞かずにぼくは走ってその場を立ち去った。というか、逃げ出した。そんな自分がやっぱり情けなく、無性に腹が立った。





　ぼくはどかどかと大おお股またで地下鉄の駅へと向かった。登校初日なのだから当たり前なのだが、朝から色々な初対面の人に出会った。

　そのほとんどが変な奴やつだ。

　自称退魔師の腹の立つ変な女。幽ゆう霊れい。ぼくの姉さんを狙ねらうために、まずはぼくの親友の座を狙う男。みんなどこか変な人ばかりだ。

　それじゃあ、ぼくは普通の人間なのか？

　ぼく自身は極めて平凡な人間だ。だけど、残念ながらぼくに流れている血は平凡じゃない。そのプレッシャーがぼくを万まん力りきみたいにぎりぎりと締めつける。

　朝の嫌な気持ちが帰ってきた。化け物のことを思い出す。一人前の退魔師になるための自分の使命も……。そのことを思い出すと、先ほどまでの燃えるような怒りも鎮火してしまった。

　目的の駅で降り、バスに乗って自宅を目指す。ぼくの家は小高い山の上にある。バスから降り、歩くこと数分。塀に囲まれた純和風の家屋。それが、名門山やま伏ぶし家の屋敷だった。仰ぎよう々ぎようしい門をくぐり、庭を通って玄関に到着する。小さく、ただいま、と呟つぶやいてぼくは家に入った。家族や使用人に会う前に自分の部屋目指して駆けのぼる。ぼくの部屋は二階だ。

　電気もつけずにベッドに腰かけ、ぼくは小さくため息をついた。

「浮かない顔ね」

　いきなり声をかけられ、ぼくはびくっと体を震わす。

　部屋は薄暗いが、誰だれもいるようには見えない。

　……ん？　ぼくは壁を凝視する。

　心なしか、壁がいつもより手前側にでっぱっている気がする。普通ならそんなことはあり得ない。だけど、この家ならあり得る。

「姉さん、勝手に部屋に入ってこないでよ」

　壁は何も言わない。

「姉さんがぼくを無視するなら、ぼくも姉さんを無視するよ」

　壁ががたがたと揺れ、ばたんと倒れた。ベニヤでつくられた偽にせの壁の裏から姉さんが出てきた。

「てへ、ばれちゃった♪」

「てへ、じゃないよ！　どうしてそんなところにいたの！」

「だって、もしもたっちゃんが女の子に押し倒されそうになったら、わたしが守ってあげなくちゃだめでしょ。だから、こうやって勝手に入って見張ってるの」

　どんな状況だよ、それ。というか、その女の子より、姉さんのほうがずっと怖こわいよ。

「それとも、盗撮とか盗聴がいい？」

　この人は冗談じゃなくて、本当にやりそうだから恐ろしい。

「もう出てってよ」

「元気なさそうね」

「元気なのは担任の先生だけで十分だよ、本当に」

「あの先生、躁そう鬱うつの気があるから、時々すっごいテンション低いわよ」

　そうなのか。まぁ、あのテンションの高さは病的だからな。時々テンション下げないと、色々なバランスが取れないのかもしれない。

「何でそんなに落ち込んでるの？　学校で嫌なことでもあった？」

「違うよ」

　そんなことじゃない。まぁ、本当は嫌なこともあったけど、それだけじゃない。

「約束守れなかったから」

　ぼくは約束を守れなかった。いつも破り続けている。それが、朝からずっと頭の中に居座り、ぼくの気持ちを重くしていたのだ。

「お父様との約束？」

「うん。『入学式の日までに千匹の魔物を狩る』……また、約束破っちゃった」

「前の約束は中学卒業まで、だっけ？」

「その前は中学三年の二学期が終わるまで。いつも、約束を破ってる」

「あと何匹狩ればトータル千匹になるの？」

　ぼくは姉さんの顔を見ずに、下を向いた。膝ひざ小僧がふらふらと頼りなく揺れている。

「残り千匹」

　悲しくなるくらい優しい間。

「相変わらず、まだ一匹も狩ってないんだね」

　姉さんはため息をつく。

「まぁ、きっと高校二年生までにはいけるよ」

「あと一年じゃ無理だよ。一日三匹くらい狩り続ける計算でしょ？」

　無理だ。そんなの無理に決まってる。

　……無理なことは確かだけど、それを無理だと言いきっている自分がひどく卑ひ小しように思えた。

「わたしからお父様に話してみようか？」

「なんて？」

「千匹は多すぎますって」

「でも姉さんは、小六の時には達成したんでしょ？」

　少し、嫌味っぽい言い方になってしまった。だけど、姉さんは少しも気にする素振りを見せない。

「たっちゃんは優しいから」

　違う。ただ、怖こわがりなだけだ。ぼくは化け物たちが怖いんだ。だから、狩れないし戦えない。

「いいよ。千匹狩らないと家は継げない。一人前の退魔師としても認められない。それがこの家のルールなんだから」

　山やま伏ぶし家は由緒正しき退魔師の家系。その家を背負って退魔師稼業で生きるためには、千匹の魔物を狩らなくちゃいけない。ぼくの達成率は〇パーセント。絶望的だった。

　朝から晩まで魔物のことを考えている。そりゃ、登校中も下校中も憂ゆう鬱うつになるよ。

「学校で友達は出来た？」

　姉さんは話題を変える。ぼくが嫌な顔をしていたのを見たのだろう。

「うん。変な奴やつだけど」

「今日、一緒に講堂に来ていた人？」

　自称親友の庄しよう司じ。あいつは変な奴だが、嫌な奴ではなさそうだった。

「他ほかには誰だれか面白い子いた？」

　面白い子か……。

　ぼくの頭にはるかが浮かんだ。

　自称退魔師のとんでもなく無愛想な女。見方によっては面白いのかもしれないけれど、あまり愉快な奴じゃないな。

「別に、それくらいだよ」

　ぼくがそう言うと姉さんは、そう、と短く言って部屋から出ていった。ドアが閉められると、部屋は真っ暗になった。

　ベッドに横になり、天井を見上げた。

　せっかく色々なことが新しく始まる日なのに、やっぱり心の中は昔から引きずっている問題がずっしりと重りみたいに居座っている。

「はぁ」

　深いため息が吐き出される。そのまま悩みまで出ていってほしい。

「姉さん、いい加減にしてよ」

　天井の板がずらされ、姉さんが顔を出す。

「てへ、ばれちゃった♪」

　本当に、平凡な世界に逃避したい。



    

  
    
      
第二章　謎なぞの部活動





「化学・物理部？」

　庄しよう司じは素すっ頓とん狂きような声をあげる。朝礼が始まる前の時間に、ぼくは庄司と話をしていた。話題は昨日の謎の女が入部を勧めてきた、というか、半ば無理やり入部させられた部活についてだった。行くつもりはあまりなかったが、一応どんな部活なのかは気になる。

「中学の時から僥ぎよう倖こうにいる庄司なら、何か知っていると思ってさ」

　とりあえず、ぼくがその部活に入部したということは伏せておいた。そちらの方が、忌き憚たんない意見が聞けると思ったからだ。

「それ、お前！　『悪魔』の部活だぞ」

　朝の気持ちいい光がさす教室に響く不穏な言葉。

「悪魔？」

　ぼくは聞き返す。

「ああ、部長のあだ名だよ。他ほかにも絶対零度人間とか、蒼そう氷ひようの魔女とか色々あるんだよ」

　すぐに冷徹な少女の顔が浮かび上がった。

　悪魔か……。ちょっと言いすぎという気もするが、確かにあの無表情から繰り出される暴言には、悪魔的な雰囲気もある。

「物騒な雰囲気だな……。ところで、化学・物理部ってどこで活動しているの？　やっぱり化学室とか？」

「違うよ。あんな危ない奴やつに、薬品の置かれている部屋を使わせたら大変だろ」

　庄司はそれをあっさりと否定する。化学・物理部とは、いったいどんな風に認識されている部活なんだ？

「それじゃあ、部室とかでやっているのかな？」

「まぁ、そうだろうな。だけどあの部活だけ、部室棟に部室がないんだよ」

「部室棟？」

　ああ、と言って庄司は説明をしてくれる。

「部室棟はこの校舎のすぐ隣にある、あれだよ」

　庄司が指差した先には、二階建ての建物が見えた。その建物もこの校舎同様に建て直されたばかりらしく、真新しい外観をしている。

「去年から、全すべての部活の部室はあの部室棟に移されたんだ。化学・物理部も最初は同じように移動したんだけどな、半年もしないうちに、周りの部室を使っている部活からクレームが出てさ」

　クレームか。あの女は愛想がなさそうだったから、周りとの折り合いは悪かったのだろう。しかし、それだけの理由で部室棟を使わせてもらえていないのか。

「何かルール違反でもしたの？」

　庄しよう司じは首を振る。

「いや、そういうことじゃない。夕方頃ごろ、聞こえてくるんだってよ」

「聞こえてくる？」

「明らかに日本の在来種じゃない、獣の鳴き声が」

　……なんじゃそりゃ。ぼくはあきれ顔で庄司を見る。

「お前、信じてないだろ！」

「信じるも何も……。つまりあの部長がペットを部室に連れ込んでたってことか？」

「違う！　実は、俺おれも一度だけ聞いたことがあるんだが、ありゃあ可愛かわいいペットを、つい持ちこんじゃった、なんてレベルじゃないぞ！　生物兵器として開発していたミュータントが完成しましたって感じなんだ」

「なんだよ、それ」

「本当なんだって。それだけじゃない。異臭、騒音、振動……。とにかく、部室棟で何か問題が起こったら、まず間違いなく化ばけ物もの部のせいだったんだよ」

「バケモノ部？」

　ぼくの呟つぶやきを正確に聞きとった庄司は、ノートを取り出して字を書いてみせた。

「化学・物理部を略して、化物部。ほとんどの奴やつらがそう呼んでるぞ」

　化け物なんてひどい言い方だ。だが、先ほどの話が全すべて本当ならば、確かに化物部と呼ばれても仕方ない気がする。

「もともと、生徒が一人だけしかいなくても、その生徒の個性を尊重して、部活動は廃部にしないっていうのが学校の方針だ。だから、廃部は免まぬがれたんだけど、化物部はあまりにも問題を起こしすぎた」

「だから、部室移動？」

「そういうこと。今は……」

　そう言って、庄司は廊下側の窓を指す。さっきの部室棟の反対側だ。そこからは、おんぼろの旧校舎が見えた。

「旧校舎に移動だ」

「でも、旧校舎は耐震問題で使えないんじゃ……」

「そこら辺はよく分からないんだけど、部分的には使っていい場所もあるんじゃないか？　なんにせよ、これで俺たちは一安心というわけになった」

　なんだか、とんでもない部活に片足を突っ込んでしまったな。

「ところで、庄司は何か部活をやってるの？」

　庄司は背も高いし、運動神経もよさそうだ。きっと、運動部系の部活に入っているに違いない。もしくは、軽音部でバンドを組んでいるっていうのもありそうだ。

「ああ、俺おれは中学の時から『ＯＤＣ』っていうクラブに入っている」

　ＯＤＣ？

「それはどういう部活なの？」

「オカルト大好きっ子クラブ」

　……よく分からなかった。

「ごめん。もう一回教えて」

「だから、オカルト大好きっ子クラブ！　略してＯＤＣ」

「うん。よく分かった」

　ぼくの、話題から一歩身を引いたのが分かったのか、庄しよう司じはちょっと前のめりになって、早口に説明をする。

「おい！　何か俺のことを誤解していないか？」

「きっと、誤解なんかしていないよ。極めて正しく、庄司のことを理解しているよ」

　こいつは、やっぱりちょっとおかしい奴やつだったんだ。

「勘違いするなよ！　俺は別に陰謀論や宇宙人の侵略を本気で信じているわけじゃない！

　ただ、少しだけ、ほんの少しだけ、そういうのが事実だったら面白いなって思うだけだ！」

　こういう時、必死になればなるほど怪しく見えるから不思議だ。

「そういうの、好きなんだね」

　ぼくは冷ややかに微笑ほほえむ。庄司はそんなぼくを憎らしげに睨にらんだ。

　この世界には幽ゆう霊れいがいる。おぞましい化け物たちがいる。

　その事実は別として、庄司みたいな人間が社会からどういう扱いを受けるかは知っている。

「おい、竜たつ弥やぁ。俺たち親友じゃないか」

「まだ、出会って二日目だろ！」

　庄司はちょっとしょげたような表情をする。それを見て、ぼくは少しだけ悪いことをした気になった。まぁ、確かに変な趣味ではあるかもしれないが、人の内心に干渉出来るほどぼくは高こう尚しような人間じゃない。

「そんなこと言うなよ。時間なんて関係ないじゃないか」

　庄司は淋さびしそうに言う。趣味はちょっとマイナーだけど、庄司は気分悪そうにしていたぼくを心配してくれたし、さっきだって色々なことを教えてくれた。親友というのは言いすぎだけど、いい友達になれそうじゃないか。

　謝ろうかな。ぼくは口を開くが、それより先に庄司が喋しやべった。

「俺がお前の親友じゃないんだったら、俺はどうやってお前の姉ちゃんに接近すればいいんだ！」

「でや！」

　ぼくは思わず庄しよう司じの頭に拳げん骨こつを落とす。やっぱり、こいつはダメな奴やつだ。

「さぁ、みんな！　持ち場に戻れぇい！　元気に朝礼を始めるぞ！」

　ジャージ姿の元げん気き先生が引き戸を蹴けり飛ばして入ってくる。ぼくは庄司から離れて、自分の席に戻る。庄司はまだ何か言い続けていたが、とりあえず無視した。

「今日も元気に一日のスタートだ！」





　初日の授業はつつがなく終了した。どの授業もほとんどがオリエンテーション的な内容に終始したし、授業内容にふれる教師も、ほとんどが簡単な範囲だけを扱った。本日一番の衝撃が、元気先生が数学の教師だったことだ。どう考えても、体育の教師にしか見えない。

「さぁ、みんな！　今日から一週間が何の日か分かってるかな？」

　終礼の時間、びっくりするくらい大きな声で元気先生がみんなに問いかける。

「ははは！　みんなもう忘れたのかい？　今日から部活動の見学が出来るんだぞ！」

　もちろん、教室のほとんどの生徒がちゃんと覚えていた。だけど、元気先生の質問に答えるのに、必要なだけの元気を誰だれも持っていなかったのだ。

「ということで、今週はみんな色々な部活に顔を出してみるといい！　解散だ！」

　終礼が終わり、生徒たちはバラバラに教室から出ていく。ほとんどの生徒が、部活見学に行くつもりらしかった。

　化ばけ物もの部か。

　昨日のことが頭をかすめる。

　入部届は書いたものの、行くかどうかはぼくが決めることだ。そもそも、部活になんてもともと参加する気はない。

　帰ろう。庄司の話もあるし、そんな分けのわからない部活に顔を出す必要もないだろう。そう決めて校舎から出たとき、何気なく旧校舎の方に目を向けた。

　この場所で、昨日幽実香ゆみかさんを見たんだったな。そう思い出すと、旧校舎から目を離せなかった。

　真っ暗な旧校舎の窓に、わずかに人影が映った。

　幽実香さん？　いや、あのはるかとかいう女かもしれない。

　一瞬しか見えなかったので、それが誰なのかまでは判断出来なかった。

　もしかしたら幽実香さんにまた会えるかもしれない。別に、はるかに会ったところで、やっぱり部活には行けないと言ってやればいいだけだ。

　幽実香さん綺き麗れいだったもんなぁ。ぼくは自然と顔が緩んでいた。そして、顔同様に足も勝手に動いているのだった。

　旧校舎の中に入ると、前に入った時と同じように、ひんやりとした空気がぼくを迎えてくれた。ゆっくりと中に入り、泥棒みたいに辺りを見回す。ぼくが見た窓はどこだったのだろう。ギシギシと音の鳴る階段を上っていくと、少し広めの部屋があった。この部屋がぼくの見た部屋らしい。

　部屋の隅に、彼女がいた。

「こんにちは」

　ぼくは少し緊張しながら彼女に声をかける。

　薄暗い旧校舎に佇たたずむ可か憐れんな幽ゆう霊れい。

　物もの憂うげな表情をして、幽実香ゆみかさんがそこにいた。

「え？　わわ！　セールスお断りです！」

　相変わらず、どこか少しずれている。

「セールスじゃないですよ」

「あ！　あなたは昨日の人ですね！」

　幽実香さんはぼくのことを覚えていてくれたらしい。

　彼女はふっと微笑ほほえむ。

　本当に死んでいるのか疑わしいくらい、それは穏やかな表情だった。

「今日も旧校舎にいるんですね」

「うん。ここが思い出の場所だから」

「思い出？」

　うん、と幽実香さんが頷うなずく。

「あの、もしよかったら」

　ぼくは壁にもたれかかる彼女にそっと近づく。そして、隣に並んだ。

「何があったか教えてくれませんか？」

「え？」

　幽実香さんは驚おどろいたような顔をする。

「幽実香さんはどうして、その、死んでしまったのか……」

「ああ、車に轢ひかれたんだ」

　彼女はあっさりと言う。ぼくの方が悲しくなるくらい、それは分かりやすい死因だった。

「わたしがボケっとしてたのもあるけど、向こうの車もふらふらしてたみたい。お互いさまだったのかな」

　人身事故はよほどのことがない限り、自動車側の責任だ。

「一瞬だけだったけど、すっごい痛かったんだから。ホント、もうね、死ぬほど痛かったの。まぁ、実際に死んだんだけど」

　彼女は笑う。

「じゃあ、その人のことが憎くて……？」

　その怨おん念ねんが、彼女の成仏を妨げているのか？　復ふく讐しゆうをしたいから、幽ゆう霊れいでいるのか？

　世の中には人を恨うらみ、人に危害を加える幽霊がいる。ぼくたち退魔師が元人間である幽霊を化け物だと認定し、討とう伐ばつの対象にしているのはそういう理由だ。しかし、幽実香ゆみかさんは目を大きく開けて、いっぱいに広げた手のひらを顔の前で大きく横に振った。

「違う、違う！　とにかく痛かったから、そりゃ最初は恨んだけどね、その人が家族と一緒に謝りにきたんだよ。あ、わたしはもう死んでるから、わたしの家の仏壇に来たんだけどね。その人の赤ちゃんが超可愛かわいいの！　だって、わたしの仏壇の御お線せん香こう食べちゃったんだよ」

　ぼくは何も言えない。ぼくは死んだことがないから、彼女の気持ちなんて到底分からない。だけど、彼女がどんな人間なのかは少し分かる気がした。

「しかもね、線香って美お味いしくないらしくて、うぇって吐き出したの」

　幽実香さんは本当に楽しそうに言う。

「それがまた超可愛いの！　わたしなんか、もう一回やって！　もう一回やって！　って何度もお願いしちゃったもん。誰だれにも聞こえてなかったんだけどさ」

「そうなんですか」

　底抜けに明るい幽実香さんの話を聞いているうちに、ぼくは自然と笑顔になった。きっと、これは不ふ謹きん慎しんな態度なんかじゃないと思う。

「まぁ、お父さんとお母さんはすごく怒ってたけど、わたしはなんだかそれを見てたら、もういいかなって気がしてきてね。あなたたちは、あなたたちで幸せに生きてください。そのかわり、もう二度と人を轢ひかないでくださいって思ったの」

　幽実香さんはただ単純に優しいっていうだけの人じゃないと思う。他ほかの人とは少しずれていて、浮世離れしている。だけど、それは彼女の魅力だった。

　ほわほわと微笑ほほえむ彼女を見ていると、ぼくまで温かい気持ちになってくる。彼女は外見が可愛いだけじゃない。内側だって、可愛くて人を引きつける力がある。そして、ちょっとボケている。

「でもさ」

　そこで幽実香さんは悲しそうに視線を落とした。木製の床にはぼくの影がぼんやり映っている。彼女に影はない。

「一つだけ未練があるんだよね。たぶん、それがあるからわたしはこうやって幽霊になったんだと思う」

「未練？」

「わたしね！」

　そう言うと、幽実香ゆみかさんはくるくるっと回って、部屋の中央に立った。そして、左手を腰に、右手を高く上げポーズを決める。

「アイドルなんだ！」

　……可哀かわいそうな人だ。いや、死んでしまったっていうだけで十分可哀そうなんだけどね。そういうのじゃないところが主に可哀そうだ。

「信じてないなぁ」

　幽実香さんは頬ほおを膨らませる。

「まぁ卵だったんだけどね。それでも、デビューイベントは決まってたんだよ」

「デビューイベント？」

　そういえば、僥ぎよう倖こう学園に変わった苗みよう字じのアイドルの卵がいるという話を聞いたことがあった。

「あ！」

　そこで、自分の頭の中で記憶が一本につながる。五百蔵いおろいという名前を聞いた時に聞いたことがあったような感じがしたのは、このせいだったのか。

「聞いたことありますよ！　僥倖にはかなり可愛かわいい女の子がいて、その子がもうすぐデビューするって！」

「え！　そんな可愛い子がいるの？　やばい！　先にデビューされちゃう！」

「いや、だからそれが幽実香さんのことなんですって！」

「あ、そゆことね。照れるなぁ」

　幽実香さんはほっとしたように笑って頭をかいた。

「でも、デビュー前に死んじゃった」

「……そうだったんですか」

「わたしのための歌もあるんだよ。プロの作詞家と、プロの作曲家の先生がつくってくれたんだ。それで、この部屋で毎日放課後に練習してた。もうすぐ、デビューイベントだから、しっかり歌えるようにしなくちゃって」

　彼女はもう一度くるりと回った。スカートが花びらみたいにふわりと広がる。

「だから、ここは思い出の場所なんだ」

　幽ゆう霊れいは化け物だ。だけど、この人は『悪』じゃあない。人を襲おそうことも、迷惑をかけることもないだろう。

　彼女ならば、ぼくでも狩れるかもしれない。だけど、彼女を強制的に抹まつ消しようすることが正しいことなのだろうか。化け物にだってそれぞれの事情がある。ただ、強制的に滅ぼせばいいわけじゃないはずだ。

「でも、いつまでもここにいても……」

　幽実香さんは悲しみを持ち続けるだけだ。

「そだよね。だけど、本当に夢だったから……」

　諦あきらめられないか。

　もうすぐ夢を叶かなえられたのに、そのための努力だって惜しまなかったのに、それが不幸な事故で流れ去ってしまった。掴つかみかけていた幸せは、全部こぼれ落ちてしまった。

「わたし、ダメだね……。本当に諦められない」

　ぼくは何も言えなかった。幽実香ゆみかさんを助けたい。ただ、そんな気持ちが心の底から湧わき上がってきているのは感じていた。彼女の最後の夢は叶えてあげたい。そして、彼女を現世に縛りつけている未練の呪じゆ縛ばくを解けばいい。

「デビューイベント、やりましょう」

　ぼくは彼女にそっと近づく。幽実香さんは驚おどろいた顔をする。

「幽実香さんがそんなに一生懸命練習したのなら、デビューイベントをやりましょうよ！」

「だけど……」

「観客はぼくだけかもしれないけれど、応援します。どこでやる予定だったんですか？」

「クラボーデパートの屋上」

　デパートの屋上かよ。デビューイベントとして、それはどうなんだ。だけど、そんなことを幽実香さんには言えない。

「じゃあ、そこでやりましょう！　そうしたら、幽実香さんはきっと成仏出来ます！」



    

  
    
      



    

  
    
      「本当に？」

「絶対出来ます！」

　幽実香ゆみかさんの目が涙でいっぱいになる。

　これはチャンスじゃないのか？　ぼくはどきどきしながら自然に彼女の手を握ろうと、すっと手を伸ばす。

「そこまでです」

　この声は……！

　部屋の入口に小柄な少女、はるかが立っていた。腕を組み、足を開いて仁王立ちしている。こいつにこのポーズは似合わない。

「なぁ、今いいこと考えたんだ」

「あなたの頭では、いいことなど思いつきません」

　はるかはざっくりと切り捨てる。

「いいから聞けよ！　お前も幽ゆう霊れいが見えるんだろ？　だったら、幽実香さんのデビューイベントの観客になってくれよ。そうしたら幽実香さんは未練が消えて、きっと成仏出来るんだ」

　ぼくは早口に説明する。しかし、はるかは感情を感じさせない瞳ひとみを光らせて、首を傾かしげる。

「何を言っているのか分かりません」

「ああ、ちゃんと最初から説明するよ」

「結構です。わたしにはやることがありますので、どいてください」

　はるかの目は本気だった。

　こいつ、幽実香さんを抹まつ消しようするつもりだ！

「幽実香さん、逃げて！」

「は、はい！」

　そう言って、幽実香さんは慌てて窓から外へと飛び出した。ゆっくりとその姿は空の青に溶け込み、消えていった。

「逃がしてどうするんですか」

　はるかはつかつかとぼくの方に近づいてくる。

「お前がひどいことをしようとするからだろう！」

「霊はいつまでもさまよっていたほうが不幸です。早いところ強制排除したほうが彼女のためだと思いますが」

　はるかはぼくの目の前まで来る。相変わらず背が低いくせに、妙に威圧感がある。

「穏便に成仏させてあげられる方法が見つかったんだ。未練を解消して成仏させたほうがずっといいだろ」

「それは面倒です」

　とんでもない奴やつだ。

「もういいよ。幽実香ゆみかさんはぼくが何とかするから、お前は手を出さないでくれ」

　そう言って、ぼくは旧校舎から出るために歩き出した。

「部室はそっちじゃありません」

　はるかは困った子どもを見るような目でぼくを見ている。

「別に部室に来たわけじゃないから」

「それならこの旧校舎に、何しにきたんですか？」

　そこを突かれると答えづらい。さっきの女の子の幽ゆう霊れいが可愛かわいかったので、今でも気になっているから会いにきた、なんて絶対に言えない。

「さっきの女の子の幽霊が可愛かったので、今でも気になっているから会いにきたんですか？」

　はるかは無表情のままずばずばと言う。こいつは魔術師か何かなのか。

「いや、そういうわけじゃ……」

「それじゃあ、どうしてですか？　この旧校舎は一般生徒立ち入り禁止です。わが化ばけ物もの部の部員以外はね。まぁ、幽霊も例外かもしれませんが。あなたは、化物部に入部し、その部員としての活動をする以外に、ここに入る理由はないのです」

　こいつの言う通りだ。悔しいが、間違ったことは言っていない。

「それに」

　そう言って、はるかは一枚の紙を取り出す。それは、昨日書いた入部届だった。

「これがあります」

「そんな、紙切れにどんな力があるんだよ。それをもとに裁判でも起こす気か？」

「どうやら、文字の力……というよりも、『術式』の力をよく理解していないようですね」

『術式』？　そういえば、こいつは退魔師だったな。

「術式と入部届にどんな関係があるっていうんだよ」

　はるかは入部届の裏側を見せる。そこには、複雑な記号と図式で描かれた『陣じん』があった。

「そ、それは……」

「驚おどろいた顔をしていますね。山やま伏ぶし家の産業廃棄物とはいえ、さすがに陣は知っていましたか」

　産業廃棄物って、どれだけ好き放題言ってくれるんだ、こいつは。

　そんなことより、陣の方が気になる。ぼくは入部届の裏側に描かれた陣の内容を読解しようと試みるが、かなり複雑で、知らない記号も含まれているためよく分からない。どうやら、この紙に文字を書いた人間に何かの呪のろいをかけるものらしいのだが……。

「この陣は、陣の裏側に名前を書いた人間に、紙に書いてある内容のことを守らせるものです。わたしのオリジナルですから、少し読みにくいかもしれませんね」

　強制的に言うことを聞かせるということか？

「そんな非人道的な陣なんてあるか！　大体、人間相手に術式を使うなんて、非常識もいいところだ！」

「確かに、術式は本来化け物を駆く逐ちくするために研究された、退魔師の秘ひ儀ぎです」

「ほら、化け物以外に使うなんて、絶対に間違っている！」

「しかし、近年では化け物相手の使用以外に、平和利用の研究もされています」

　ぼくに呪のろいをかけるのは平和利用じゃないだろ。

「ぼくは部活には参加しないからな！　そんな陣くらいじゃ、ぼくの鋼はがねの意思は曲げられないぞ！」

「好きにしてください。わたしは命令しますよ。あなたに『部室に来い』と」

　ぼくは無視して、廊下を大おお股またで歩く。

「ぼくは本当に帰るか……らな……」

　不意に寒気が走った。どこかから冷たい風でも入ってきたのか？　違う。そういう寒さじゃない。体の芯しんから冷たくなってくる。

　一歩進むたびに、寒さは増し、冷たさが痛みへと変わってくる。体ががくがくと震え、バランスをとるのも難しくなってきた。

　おかしい。こんなの普通じゃない。

　しばらく歩いたところで、ぼくははるかの方を見る。彼女は悠然とぼくが凍こごえるのを見ているだけだった。というか、心なしか楽しそうにも見える。

「な、何をしたんだ……っくしゅん！」

　くしゃみと一緒に鼻水が垂れた。

「先ほどお話しした通り、あなたは部室に来なければならないのです。この入部届に、部長の命令は絶対であると書いてあったでしょう？　つまり、わたしの命令は絶対です。もしも、それに背けば……」

「そ、背けば？」

「体温が下がります」

　体温が下がる？

「風邪でもひかせるつもりか？」

「悪い冗談ですね。命令に従わなければ下がり続けます。体温が下がると、まず筋肉が収縮し、体は震えだします。同時に心拍数が低下。心拍数の低下に伴い、血圧も下がります。これらが前兆から初期症状にかけてです。今のあなたの状態ですね」

　はるかは淡々と続ける。

「さらに体温が低下するとやがて錯乱状態になります。ここくらいから歩行はおろか立つことすら出来なくなります。まともな応答は期待出来ません。次第にそれまで止まらなった震えが停止します。この状態からはかなり危険な状態であるといっていいでしょう。もっと体温が下がると昏こん睡すい状態になります。瞳どう孔こうは散大し、心拍は微弱、呼吸も虫の息となります。それでもさらに体温が下がり続けると……」

　……まさか。

「死亡します」

「マジで？」

「マジです」

　こ、こいつ、本当にとんでもない陣をつくりやがった。もう、体が上う手まく動かない。意識も朦もう朧ろうとしてきた。

　体が訴える。もう無理です、と。

　眠い……。これって、もしかして寝たら死ぬとかいう状況なんじゃないのか？

「わ、分かった」

　真っ青になった唇を震わせ、頑張って声を出す。こうしている間にも、体温はどんどん下がった。

　これは本当に死ぬ。

「部室に行くよ。部員として活動する。だから、もうやめて……。誰だれか、温かいクラムチャウダーを」

「部室にトムヤムクンならありますよ」

　そう言って、はるかは歩き出した。ぼくはその後をついてふらふらと震えながら歩く。歩いていくうちにだんだんと体温が上昇し、体の調子は元に戻ってきた。

　部室は旧校舎の三階にあった。もともとは教室だったらしく、部室としてはかなり広い。真ん中に長机をくっつけてつくられたテーブルがあり、部室の四方の壁には、とにかく雑多に様々なものが置かれていた。入り口には、小さく化学・物理部の文字が書かれていた。

「ようこそ、化ばけ物もの部へ」

　全く歓迎されている気がしない。はるかの方も本気で歓迎する気はないらしく、セリフはひどく素っ気なく言い放たれたものだった。

　体は僅わずかにしびれが残っているものの、何とか普通に動かすことは出来た。あれが、続いていたら本当に死んでいたのかと思うと、恐ろしくてまた体温が下がりそうだった。

「それでは、あなたに部員としての仕事を説明します」

　そう言って、はるかは中央の机にぼくを座らせた。机の上にはペンと紙が用意されていた。

「一応確認ですが、術式についてはちゃんと理解していますね？」

「分かってるよ。化け物にダメージを与えられる、唯一の方法だろう？」

　バカにしたような言い方に、ぼくは少し腹を立てる。だけど、さっきのこともあるので、あんまり強く言えない。

「正確に言うと、通常兵器による物理攻撃でも、化け物にダメージを与えることは出来ます。しかし、化け物にとどめをさす場合、つまり完全に抹まつ消しようするためには術式による攻撃を行う必要があるということです」

　そんなことは退魔師ならばだれでも知っていることだろう。

「術式の発動の方法は？」

　はるかは偉そうに尋ねてくる。何でぼくはこいつにテストをされているんだろう。

「発動文言を唱える『詠えい』、発動指式をくむ『印いん』、発動図式を描く『陣じん』」

「そうです。その三つです。そこまで分かっているのならば、話は早いです。術式は才能のある人間にしか扱えません。詠も印も陣も無能力者がやっても術式は発動しません」

　だから、とはるかは言う。

　ま、まさか！

「竜たつ弥や君にはここで陣を描いてもらいます。もちろん完全な陣を完成させるのではなく、途中までです」

「符ふをつくれって言うのかよ」

『符』は予あらかじめ陣をほとんど完成させておいたもののことだ。線を一本足すだけで発動出来る状態にしておき、複雑な術式でもすぐに発動出来るようにしたもので、実戦ではかなり役に立つ。

「そうです。あなたも山やま伏ぶし家の爪つま弾はじき者といえ術式の心得くらいはあるでしょう」

「相変わらず、めちゃくちゃ言ってくれるな……」

「嫌なんですか？」

　はるかは入部届をちらつかせる。

「わたしは命令しますよ。『山伏竜弥はこの教室で……』」

「分かったよ！　やればいいんだろ！」

「言い方が気になりますね」

「やらせてください！　陣が描きたくて仕方ないんです！」

「とんだ変態が入部してくれてうれしい限りです。まぁ、好きなだけ描くといいです。見本はそこにあります」

　……こいつ、絶対にいつか後悔させてやる。

「何か言いましたか？」

「言ってないよ」

「明るい夜ばかりだと思うなよ、と言いましたね？」

「全く言ってない！　思ってもないぞ！」

「完全に暗い夜道でわたしを襲おそう算段をつけた発言ですね。これは困りました。わたしはあなたに命令して、夜はずっとサウナ室で汗をかきつづける命令でも出せばいいのでしょうか」

「そんなことされたら死ぬだろ！」

「冗談です」

　にこりともせずにはるかは言う。こいつ、本当にいい性格してるよ。

「それじゃあ、お願いします」

　そう言って、はるかは部屋から出ようとする。

「おい、お前はどこに行くんだよ」

「疲れたので帰ります」

「ぼくは何時までここでやってればいいんだ？」

「生徒の完全下校は六時ですから、六時三〇分くらいまでですね」

　ナチュラルに校則違反を強制してやがる。

「分かったよ。というか、その通りにしなきゃ死ぬんだろ？」

「死にます」

　ためらわずに言うところがすごいな。ぼくは仕方なく陣を描き始める。はるかは本当に教室から出ていってしまった。

　誰だれもいない旧校舎でひたすらに図形を写す。

　ぼくが描いているのは基本的な陣だ。これは、恐らく爆裂系の符ふになるのだろう。図形と記号の配列から、大体どんな効果を持つ陣なのかは想像がつく。基本的な陣といっても、複雑図形を正確に写さなくちゃいけない。帰りまでに三枚完成させられればいい方だろう。

　ぼくが走らせるペンの音以外に何も聞こえない。ぼくは無心に陣を描き続けた。だんだんと、自分がなんでそんなことをやっているのか忘れてくる。

　実際、ぼくはこういう作業が嫌いじゃない。一人で黙々と作業するのは好きだった。今までも、術式の勉強は真面目まじめにしてきたし、恐ろしい化け物との実戦は怖こわがって避けてきた分、机上の知識の習得や陣の作成の訓練はかなりこなしてきたつもりだ。

　教室は静かだった。そこで符作りに没頭していると、時間が経たつのも忘れた。

「言い忘れていました」

　いきなり教室のドアが開けられ、はるかが顔を出す。

「な、なんだよ！　びっくりしたな」

「ちゃんと働いていますか？」

「うるさいなぁ。ちゃんとやってるよ。わざわざ、それをチェックしにきたのか？」

「いえ、違います。警告をしにきたんです」

　逃げたら死にますよ、とでも言いにきたのだろうか？

「生徒玄関のところに掲示されていますけど、最近市内で不可解な事件が起こっているんです」

「不可解な事件？」

　生徒玄関に何か掲示物があることは知っているが、ちゃんと立ち止まって見たことがないので覚えていなかった。

「この辺りで、人がいきなり意識不明になって倒れるという事件が頻ひん発ぱつしているんです」

「いきなり意識不明？」

「そうです。目撃者も何人かいるんですが、まるで魂を抜き取られたみたいに、いきなりストンと倒れるそうです」

　病気か何かだろうか。しかし、それが市内だけで頻発しているというのは不自然な話だ。

「何らかの事件性がある可能性もあります。帰り道には気をつけてください」

「……え？　わざわざ、それを言いにきたのか？」

「はい」

　もしかして、ぼくはこいつに心配されているのか？　ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ気にかけていてもらえたことが嬉うれしくなる。

「まだ、意識不明になってもらっては困りますからね」

「まだってどういうことだよ」

「机の下を見てください」

　言われた通り机の下を覗のぞき込んで見ると、大量の紙が置かれていた。ぼくが模写していた紙もそうだが、普通の紙よりも少し色がくすんでいて表面がざらざらしている。

「それは符ふの威力を最大限に高める儀式を行った特別な紙です。大体五〇〇〇枚くらいあるんですが、それ全すべてに陣を描いてもらうまでは、しっかりと働いてもらいますよ」

　やっぱり、こいつに人間らしい心なんて装備されていないな。はるかは再び教室から出たが、数秒後にまた戻ってきて顔だけ出した。

「今度は何だよ」

「奥の棚にトムヤムクンのもとがあります。お湯で溶かして飲んでいいですよ。実費で後から徴収しますけど」

　そして、はるかは振り返ることもなく、帰宅していった。変な奴やつ。





　約束の六時半まで陣を描き、ぼくは教室を出た。トムヤムクンは飲まなかった。明かりがついていると教室にいることがばれるので、途中から卓上のライトに切り替えて、ぼくはきっちりと約束の時間まで作業をしたのだ。正門はもう閉まっていたので、こっそりとフェンスを越えて校外へと脱出する。まさか入学二日目にして、もう学校のルールを破ることになるとは思ってもみなかった。

　薄暗い道を歩き、地下鉄の駅に向かう。その途中、よく知った後ろ姿を見つけた。それは庄しよう司じだった。その隣には腰にまで届きそうなストレートヘアの女子がいる。

「庄司」

　ぼくが声をかけると、庄司は振り向いた。隣の女子もこちらを見る。前髪が長く、その表情を隠している。なんだか、ちょっと怖こわい人だぞ。

「今、帰り？」

　庄司に尋ねられ、ぼくは、うん、とだけ短く答える。女子に命令されて強制労働させられていたなんて、恥ずかしくて言えない。

「部活見学してたのか？」

「見学っていうか、もう入部したよ」

「へぇ、どこに？」

　少し迷ったが、嘘うそをついてもいずれはばれるだろう。

「化ばけ物もの部」

　庄司は目を丸くして驚おどろく。

「はぁ？　今け朝さ、あの部活はおかしいって話をしたばっかだろ」

「うん、何というか、成り行きで……」

　それを聞き、隣の女性がにんまりと口を開いた。

「そうなのね」

　かすれた声で、彼女はゆっくり話す。やっぱり、ちょっと怖い。

「今の部長になってから、あそこの部活は変わったのよね」

「そ、そうなんですか」

　彼女の独特のペースにぼくはうまく乗ることが出来ない。というか、この人は何者なんだ。

「ああ。えっと」

　庄司は短くそう言うと、女性を片手で示す。

「こちらはＯＤＣの部長で、俺おれの先輩の猫ねこ洞ほら先輩。みんなにはニャンニャン先輩って呼ばれてるんだぞ」

「嘘はだめよ。信じたらどうするの」

　猫洞先輩はぼそぼそと言う。いえ、あなたのイメージから、そのあだ名が嘘だということはすぐに分かりましたよ。怨おん怨おん先輩はありえても、ニャンニャン先輩はないだろう。

「三年の猫洞美み鈴すずです」

　そう言って彼女は頭を下げる。もともと猫背の人なので、頭を下げてもあんまり下がっている印象はない。首をちょっと前に出したくらいに見える。

「それで、こっちが俺のクラスメイトの竜たつ弥や」

「はじめまして。一年生の山やま伏ぶし竜弥です」

　ぼくも頭を下げた。

「わたしの予想だと、化ばけ物もの部の部長は、何か化け物に関係するのよ。だから、きっと化物部の部長をやっているんだわ」

「……え？」

　ぼくはぎょっとする。

「そして、これは国家規模の、いえ世界規模の何らかの陰謀の一端なのよ」

「相変わらず、猫ねこ洞ほら先輩は陰謀論者だなぁ」

　庄しよう司じは苦笑いする。化け物に関係するという点では正解だが、世界規模の陰謀は多分ない。それよりも、この人は大丈夫なのか、色々と。

「それにしても、まさか入部するとは……。成り行きってどういうことだよ？」

「いや、まぁ、そういうのも悪くないかなって思ったんだよね。ほら、ぼくって意外に化学とか物理とか好きだからさ」

　心にもないことを口にする。しかし、庄司はぼくを怪しむ目で見た。

「そうか。まぁ、あそこが本当に理科的なことをやっているのかは分からないけどな」

　確かにその通りだ。というか、絶対にやっていないだろう。

　ぼくたち三人は地下鉄の駅に向かって再び歩き出す。どうやら、二人とも地下鉄が下校手段らしい。

「ところで、さっきの話の続きなんですけど」

　庄司が猫洞先輩と話し始めた。

「ちょっと怪しい気がしませんか？」

「そうね……。わたしも何か陰謀めいたものを感じる……」

「竜たつ弥やも見ただろ？　生徒玄関のところの掲示」

「ああ、市内で起きてる事件のやつ？」

　さっきはるかが言っていたことだろう。いきなり人が意識不明になる事件だ。

「そうそう。変だと思わないか？　人がいきなり倒れるんだぞ？　噂うわさじゃ、倒れた人に何も外傷はないそうだ」

　魂を抜かれたみたいに。はるかはそう表現していた。

「これは恐らく……」

　猫洞先輩の口元が三日月形になる。その様子はどことなく嬉うれしそうに見えた。怪事件が好物なのだろうか。

「地底人の陰謀だわ」

「ち、地底人ですか」

　やっぱり陰謀かよ。だんだん、彼女の性格というか性質が分かってきたぞ。

　猫洞先輩はぼくを見る。ぼくは思わず目をそらした。

「地底人の話、聞きたい？」

　いいえ、聞きたくないです。だが、猫ねこ洞ほら先輩は勝手に話し出す。ああ、絶対に何かのスイッチが入ったよ……。

「地底人がずっと昔から地上進出を狙ねらっているというのは、いいわよね？」

　そこからすでに一般人をおいてけぼりにしています。

「奴やつらは虎こ視し眈たん々たんと、ずっと狙い続けているの。そして、近いうちに人類との戦争を起こす気なのね。この事件はその戦争で使われる兵器の実験というところだわ」

　どこまで本気なのか分からないから、迂う闊かつにつっこみを入れることも出来ない。お願いだから、全部冗談でありますように。

　ぼくたちは階段を下りて地下鉄の改札を抜ける。いまだに地下鉄の空気は慣れない。地下に下りるといつも通り、ちょっと気分が悪くなる。

「はいはい。地底人の陰謀説はよく分かりました」

　庄司は猫洞先輩の扱いに慣れているのか、軽く話を流す。

「俺おれは未知の病気がいいな」

　何がどういいのかは分からない。庄しよう司じもやはりオカルト系の話が好きなのだろう。自説を嬉うれしそうに語る。

「いきなり魂を抜かれる病気なんて、夢があるだろ？」

　ない。そんな病気に断じて夢はない。

「そして、それを流は行やらせたのが地底人……」

　猫洞先輩がこっそりと付け加える。よほど地底人が好きらしい。苦笑いしかしていないぼくは、ほとんどその会話に加わることなく、二人と別れた。二人は同じ路線らしいが、ぼくは違う路線の電車に乗らなければならなかったので、ホームまでは一緒に下りられない。

　一人になり、電車を待ちながら、ぼくは何気なく自分の手を見た。久しぶりに長時間ペンを握り続けたためか、ちょっと指が痛かった。

　陣をちゃんと最後まで描いたのは久しぶりだ。わりと神経質な性格なので、細かいところも正確に写し取ったから、きっと精巧な符ふが出来上がっていると思う。

　ぼくは退魔師じゃなくて、退魔師をサポートする仕事の方が向いているのかもしれないな……。化け物と直接対決するより、ずっとぼくに向いていると思う。

　やってきた電車に乗り込む。車内には色々な人たちがいる。おじいさんも、おばさんも、お兄さんも、小さな女の子もいる。彼らはきっとこの世界に本当の化け物がいることを知らないだろう。あんな奴らのことなんか知らなくていい。退魔師が化け物を討とう伐ばつするから、彼らは彼らの問題、たとえば仕事がうまくいかないとか、彼氏と喧けん嘩かしたとか、そういう問題と戦っていればいいんだ。

　退魔師は目立つ仕事じゃない。ヒーローになれる仕事でもない。公には存在が認められていない化け物を倒すのが仕事だ。みんなにちやほやされるわけでもなく、認められるわけでもなく、ただ暗くら闇やみに紛まぎれて悪を倒す。

　割に合わないじゃないか。どれだけ頑張っても世間に認められるわけじゃない。化け物だらけの闇の中から出てくるわけでもなしに、ずっと影の中で活躍している。

　山やま伏ぶし家に生まれることがなければ、ぼくだってもっと普通の人生を歩んでいたのに。





「おっかえり♪」

　家に着くなり、姉さんが飛びついてきた。巻きつけられた腕の、柔らかな感触が首周りにくっつく。

「今日は学校で会えなかったね。淋さびしくなかった？」

　ぼくはくっついたままの姉さんを引きずりながら、廊下を歩く。

「淋しくないよ」

「むー。本当は淋しくて、一人で髪の毛とかむしってたんじゃないの？」

　ぼくは猿か何かと同じだと思われているのか。地球が逆回転を始めたとしても、そんな日が来ることは絶対にない。

「ところで、今日はずいぶん帰りが遅かったけど、何かあったの？」

「部活の見学をしてたから」

「部活！」

　姉さんはいきなり叫ぶ。耳元で大きな声を出されたので、ぼくはしかめっ面をする。

「たっちゃん！　部活なんて、いきなりどうしたの？　何部を見てきたの？」

「化ばけ物もの部」

　姉さんの動きが止まる。そして、少し震えた声で言う。

「たっちゃん、あそこはもう理科とは関係ない部活なのよ」

「知ってるよ。だけど、まぁ、無理やりというか……」

「無理やり！」

　今まで一番大きな声だった。姉さんの腕にぐっと力が入り、ぼくの体の動きは止められた。姉さんが本気を出せば、ぼくの進行を止めるくらい簡単だろう。

「お姉ちゃんが、たっちゃんに無理やり嫌なことをさせている輩やからを成敗してあげましょうか？」

　低い声。姉さんの地声に近い音程だ。姉さんは素に戻ると、とても怖こわい。

　はるか対姉さんか……。きっと、姉さんが勝つ。姉さんの火力はけた外れだ。だけど、いくら術式によって奴隷扱いされているとはいえ、姉さんに泣きついて解決してもらったとあっては末代までの恥だ。

「違う、違う。無理やりっていうのは、ちょっと言い間違えで……」

「お嬢様」

　慌てるぼくに救いの声がかかる。ぼくの目の前に、忽こつ然ぜんと白髪の男性が立っていた。燕えん尾び服ふくをびしっと決めた老人だ。腰は全く曲がっておらず、口調もはっきりとしていた。

「どうしたの、西さい園おん寺じ」

　西園寺是これ清きよ。彼はこの山やま伏ぶし家に仕える使用人である。ぼくが子どもの頃ころから白髪の老人で、今も白髪の老人だ。だけど、少しも耄もう碌ろくしているようには見えない。絶対に、ぼくよりもしっかりしている。

「お嬢様にお仕事の御連絡でございます」

「どんな連絡？」

　是清はメモを取り出し、読み上げる。

「杜もり山やま区にて悪鬼系大型種の化け物が出現いたしました」

「父様は？」

「お嬢様を討とう伐ばつに向かわせよとのことでございます」

「珍しいわね。いつも大物は自分で狩りたがるのに」

「たまにはお嬢様も運動されたいのではないか、という御配慮でございます」

　是清は深々とお辞儀をする。よく出来た執事だ。姉さんはにんまりと微笑ほほえむ。よくないことがおこる前触れである気がした。

「たっちゃんもついてくればいいじゃない。わたしが死にぞこないになるまでボコボコに痛めつけるから、最後にたっちゃんがとどめをさす！　そうすれば、千匹への最初の一匹になるわよ。千里の道も一歩から♪」

「いいよ、そんなの」

　そんな風に倒しても、意味がない。千匹の魔物を倒すっていうのは、それくらいの実力と経験がなければ退魔師としてやっていけないということだ。ズルをしても、後になって困るのは自分だ。そんなことはぼくだって分かる。

「お坊ちゃまもお嬢様に御同行するようにとのことです」

「ほら！　やっぱり、父様もわたしと同じことを考えてるのよ」

「違います」

　是清ははっきりと言う。

「お嬢様の戦闘を見て、お坊ちゃまはお勉強なさりますように、というお話でございます」

　姉さんは不満そうに声をあげたが、ぼくはそれで十分だった。

　退魔師になんか、本当はずっとなれなくていいんだ。



　杜もり山やま区は都市の中心から少し外れたところにある住宅地だった。半ばベッドタウン化しており、大きなマンションや、集合住宅が多く見られる。ぼくらは是これ清きよが運転する車に乗り、現場へと向かっていた。車の中で、姉さんはずっとハイテンションだった。戦闘前に気分が高こう揚ようしているのかと思いきや、たっちゃんとお出かけなんて久しぶり、とのことだった。本当にどうかしているよ、この人。

　目的地に着く。そこは、山奥にあるさびれた神社だった。辺りに民家もないので、地域住民らしき人はだれ一人いない。しかし、明らかに怪しい黒いスーツを着た人たちがあちこちにいた。その中の一人が、車を降りたぼくたちに近づいてくる。彼はぼくたちの格好をまじまじと見た。ぼくも姉さんも制服姿だったからおかしいと思ったのだろう。

「『戦天使』殿にお会い出来て光栄です」

　黒服の男が言う。姉さんはちょっとムッとした。

「その名前、あんまり気に入ってないんです。やめてもらえますか？」

　戦天使というのは姉さんの通り名だった。そこには敬意や憧あこがれが込められているのだろうけど、姉さんはあまり好きじゃないらしい。曰いわく、ごつい感じがするとのことだった。

「周囲の状況はどうなっていますか？」

　ぼくたちは神社の鳥居をくぐる。しばらく階段が続き、その先に社殿があった。黒服の男はぼくたちの横を歩きながら報告をする。

「半径一キロメートルは完全封鎖、半径五キロメートル以内は交通規制を設けています」

「敵はどこに？」

「現在、境内の裏の森に姿を潜ひそめています。特殊部隊が位置の確認を急いでいますが、隠れるのが上う手まい奴やつらしくて……」

「特殊部隊を引っ込めてください。怪け我がをするから」

　社殿にたどり着く。その裏は山になっていて、鬱うつ蒼そうと草木が茂っていた。

　月が雲に隠れる。辺りは真っ暗だ。

「しかし、我々は術式の才能こそありませんが、対化け物戦闘の訓練を受けてきました。いくら相手が大型種とはいえ、そう簡単にやられるものではありません」

「そういう意味じゃないの」

　姉さんはポケットから符ふを取り出す。それは、姉さんが自分で描いたオリジナルだった。右手に五枚。左手に五枚。一枚の威力を知っているぼくは、その枚数を見ただけでぞっとする。

「わたしの術式で火傷やけどするよ」

　姉さんは一枚の符に一画加えると、それを森に向かって投げた。符は無重力空間を進むように、何の抵抗もなく森の中に入っていく。

「今、何を……」

「部隊退却の命令を出して」

「何をするつもりなんですか？」

　黒服の声が少し震えている。

「時限式だから、あと三〇秒で爆発するわよ」

　爆発。その言葉を聞き、黒服は仕方なくインカムを使って連絡をする。

「山中の部隊をすぐに退却させろ。爆発物が投げ込まれた」

　そして、言う通りにしたぞ、とでも言いたそうに姉さんを見た。

「まだ、どこにいるのか分からないんじゃ……」

　黒服は呟つぶやくように言う。その発想はもっともだけど、ぼくは姉さんが何をやろうとしているのか想像出来た。

「捜すのは大変だから、あぶりだす」

　やっぱり。

　きっかり三〇秒後。

「うお！」

　猛烈な爆風でぼくと黒服はバランスを崩して倒れそうになる。爆裂音が夜空を震わせ、地面が揺れる。姉さんだけは直立不動で、ピクリとも動かない。髪と服の裾だけが激しく暴れまわるが、姉さん自身はそよ風が頬ほおを撫なでているくらいの反応していない。

　閃せん光こうが一瞬辺りを支配し、夜とは思えないほど明るくなった。

　森の中から赤い柱が突き出ている。地獄の底から伸びてきたようなその柱は、周りの木々を焼き尽くし、その禍まが々まがしい光に照らされ、姉さんは笑っていた。ぼくはその笑顔を見て、ぞっとした。姉さんは化け物狩りを楽しんでいるんだ。

　黒服の男は開いた口がふさがらないというような様子だった。

　炎の柱が消え去り、黒煙も流れていくと、社殿の裏に炭だけが転がる広大な広場が出来上がっていた。

　開けた森の奥に、慌てて逃げ出す巨大な生き物の後ろ姿が見える。

　鬼だ。身長は三メートルほどだろうか。真っ黒な背中をこちらに向け、森の中に逃げ込もうとする。

「もう見つけた♪」

　姉さんはさらに二枚の符ふに一画加え、森の方に紙飛行機でも投げるように飛ばす。符は先ほどとは比べ物にならないくらいの高速で、そして正確に森の中に逃げ込んだ化け物を追う。

「今度は誘導弾ね。これは便利だから、陣の描き方はまた教えてあげるね」

　姉さんはぼくに向かって微笑ほほえんだ。もう、勝利を確信しているのだろう。森の奥から爆音が二回続けて聞こえる。それと同時に、この世のどんな生き物のものでもない、化け物の悲鳴が聞こえた。

「さぁ、行きましょう」

　姉さんは森の中にずんずんと入っていく。ぼくもその後をついていった。黒服の男は何か仲間に連絡をしながら、少し離れてついてくる。

　歩きにくい獣道をしばらく行くと、木がなぎ倒された場所に出た。その中心に、体を焦がした化け物が倒れている。鋼はがねのような強きよう靭じんな肉体を持つ鬼とはいえ、姉さんの符ふが二発も直撃すれば、もう行動不能の状態だろう。原形を保っているだけでもすごいことだ。

「観念なさい」

　姉さんが淡々と化け物に言う。言葉が通じる可能性は低いので、これは儀式みたいなものだ。これからとどめをさすよ、というのを周りの人に分かりやすくアピールする。

　化け物はゆっくりと立ち上がった。

　相手を食い殺そうとする獣の目。むき出しの牙きばからは血の混ざった唾だ液えきがこぼれおちる。巨体を呼吸とともに震わせ、化け物はぼくたちを睨にらみつけていた。

　怖こわい。姉さんが隣にいても、相手がもはや戦闘不能の状態でも、やっぱり化け物は怖い。ぼくにはとても一人で倒せるような相手じゃない。

「抵抗しなければ、楽に逝いかせてあげる」

　恐怖で硬直するぼくに対して、姉さんは余裕綽しやく々しやくだ。大きく伸びをして、すでに戦闘が終わったかのよう態度をとっている。

　化け物はもう一度、空に向かって吠ほえる。そして、森の方へと手を伸ばした。

　何をするつもりなんだ？

　次の瞬間、ぼくは思わず息をのんだ。

　突然、化け物の手が伸び始め、森の奥へと突っ込まれる。そして、何かを掴つかんで戻ってきた。掴まれていたのは、真っ黒の軍服と暗視スコープの人間。どうやら、森の中に送り込まれた特殊部隊の隊員のようだ。化け物は鋭い爪つめを隊員ののど元に押しつける。隊員の方は気を失っているらしく、だらりと四し肢しをたらして抵抗しない。

「案外賢い奴やつだね」

　姉さんは相変わらずの落ち着きでそう呟いた。

「ブキ、ステロ」

　低い、ごわごわとかすれた声で化け物が言う。人間の言葉を喋しやべれる化け物は少ない。ましてや、人質をとるような高度な行動がとれる化け物はもっと少ない。こいつは、想像以上に厄やつ介かいな敵だ。

「姉さん、人が傷つくのはまずいよ」

　ぼくは慌てて言った。さすがに、人質ごと爆殺するようなことはしないと思うけど、テンションが上がると何をするのが分からないのが、姉さんの悪い癖くせだ。

　姉さんは大人おとなしく手に持っていた残り七枚の符ふを捨てた。符は風に乗ってどこかに運ばれていく。

「ソノママ、ウゴクナ」

　化け物はじりじりと後ろに下がる。このまま逃げるつもりか。

「春風に　揺れる乙女の恋心」

　姉さんははっきりと言葉を口にする。そして、まっすぐに指を化け物の方に向けた。

　化け物が勘付いた！　空いている方の手を姉さんのほうに向けると、その腕が姉さんを貫こうと、猛烈な勢いで突進してくる。

　突き刺さる！

　僅わずかに、本当に僅かに姉さんは体を動かす。たったそれだけで、化け物の腕は姉さんの横をすり抜け、森の奥へ消えた。かすった髪が風にのって舞う。

　姉さんの目は化け物からぶれない。その目は化け物よりずっと恐ろしい。

「咲かせてみせましょ」

　これは姉さんの詠だ。ぼくの記憶が確かなら、これで発動する術式は……。

「夢☆花火」

　文言を唱え終わると同時に、姉さんの指から火花が飛び散った。花火の打ち上げ音みたいな音と一緒に、光弾が発射される。化け物が逃げるなり、人質を傷つけるなりする前に、その光の塊は化け物の頭に命中した。同時に、化け物の悲痛な叫び声が林間にこだまする。

　化け物の頭部は綺き麗れいに輝く光をまき散らす。やがて、真っ赤に燃え盛り、化け物は動かなくなった。姉さんの詠の文言はめちゃくちゃだ。それなのに、すごく強力だからたちが悪い。

「たーまやー♪」

　姉さんは嬉うれしそうな声。そして、化け物が倒れたのを確認するよりも先に、くるりと後ろを向いて社殿の方に歩き出してしまった。

　化け物の体は青白く輝きだし、やがて消えさる。化け物が死ぬ時、こうやって体は消えてしまうのだ。そこに残ったのは意識がないままの特殊部隊の人だけだった。

「これが、名門山やま伏ぶし家の戦天使……」

　黒服の男が呟つぶやく。名門山伏家か。

　ぼくは姉さんの後を追う。

　空は相変わらず曇くもったままだった。



    

  
    
      
第三章　死霊食い





「ところで」

　ぼくは庄しよう司じに尋ねる。

「化ばけ物もの部には他ほかに部員はいるの？」

「知らん」

「だよね……」

　今日ももうすぐ授業が終わる。今は終礼を待っている状況だ。これから、また部室に行ってぼくは符ふを描く作業をしなければならない。今日ははるかが手伝ってくれるだろうか。……そんなのは、亀かめに二足歩行を期待するのと同じくらい無謀なことだ。だけど、あれだけの枚数を一人で描くのは無理。もちろん、時間をかければ出来るんだろうけど、あんな作業を高校三年間続けるようなことだけは避けたい。手伝ってくれる人が他にいればいいんだけどなぁ。

「あ、そういえば」

　庄司が思い出したように言う。

「まだ、化物部が旧校舎に移る前に、部室から部長と誰だれかの話し声が聞こえてきたことはあるな」

「話し声？」

「ああ。二人とも女の声だったと思うんだけど、化物部から人間の会話が聞こえてくるなんて珍しいからさ」

　人間以外の鳴き声とかはよく聞こえてくるという話だったな。

「部員なのかな」

「さぁ、そこまでは分からないな。だけど、部室に部長以外が出入りしているところは見たことないんだけどな」

　声は聞こえるけど、姿は見えないということか。普段はあまり部活に参加していない人なのかもしれないな。

「というか、俺おれよりもお前のほうが詳しいだろ。部員なんだし」

　庄司がかなりまともなことを言う。確かに、部員のぼくがするような質問じゃないな。

「まぁ、部長に訊きいてみるよ」

「あ、ところでさ。今度の土曜日って暇か？」

「土曜日？　特に何もないと思うけど」

「この前、中央区に馬ば鹿かでかいゲームセンターが出来ただろ、今度何人かでそこに行ってみようっていう話になっているんだよ」

　そういえば、国内最大級の室内アミューズメント施設が出来た、というような話は聞いたことがある。

「メンバーは僥ぎよう倖こうの中等部あがりの奴やつらが中心だけど、竜たつ弥やも来ないか？　みんないい奴だし、新しい友達出来るぞ」

　土曜日は別に用事もない。父さんは、遊んでいる暇があるなら術式の勉強でもしろ、と言うだろうけど、せっかくの誘いを無む下げに断ることもない。

「うん。行くよ」

「よし！　じゃあ、土曜日に中央駅の時計台に集合な。それと……」

　庄司はにやっと笑って顔を近づける。

「女子も来るから安心しろ」

　それを聞いて、ぼくは慌てる。

「別に女の子が来るのを期待しているわけじゃないよ」

　それでも庄司は笑いながら、これも出会いだ、と言うだけだった。

　元げん気き先生が教室に入ってきた。いつも通り、教室の引き戸を吹き飛ばして、なぜかバック転をしながら教室に入ってくる。

「よっし！　みんな先生の元気は伝わったか？」

　元気以外のものは伝わっています。あなたに対するアレなイメージですが。

「ところで！　みんなも知っていると思うが、最近、人がいきなり倒れるという事件が起きている。まぁ、事件なのかどうなのかもよく分かっていないのだが、帰るときは明るい道を通り、寄り道しないで帰るように！　帰り道も普段の生活も明るいのが一番！　多分、元気があればそんな事件にも巻き込まれない！　以上！」

　元気先生は元気よく言う。この人なら意識不明になっても、数秒で回復しそうだ。ぼくは教室から出ると、しぶしぶ旧校舎へ向かう。春の学校で凍死するなんて、絶対に嫌だ。とはいえ、化ばけ物もの部の部員、というか召使として符ふを描き続けるのも嫌だ。どこかで、何か手を打たなきゃ……。はるかが持っている入部届さえ奪えれば何とかなるんだけどな。

　ぼくは旧校舎に入り、暗い廊下の先を見つめた。幽実香ゆみかさんはいなかった。はるかを恐れて、しばらくは出てこないかもしれない。ちょっと残念に思いながら、ぼくは部室の前に立った。電気がついている。はるかがもう来ているのだろうか。

　ぼくはドアを開け、中に入る。

　……。

　部屋を出る。

　ドアを閉めた。

　……。

　呼吸を整える。何かの見間違いか？

　もう一度ゆっくりドアを開け、中をこっそり覗のぞき込んだ。

　教室には金属の塊があった。高さは二メートルほどで、巨大なこけしのような形をしている。表面には人間の顔や体をモチーフにしたレリーフが施されていた。確か、あの鉄塊は中世ヨーロッパで使われた拷ごう問もんの道具だ。名前は、……アイアンメイデンだったと思う。なんで、こんなところにあるんだ。一ミクロンも理由が想像出来ない。

　ん？　その陰に隠れて人がいる。

　白い肌に銀の髪。日本人には見えない美少女が机の上に置かれたお菓子に手を伸ばしていた。なぜか分からないが、アイアンメイデンと外国人の少女がいる。

「こんにちはー」

　その声に反応して、女の子は大慌てでアイアンメイデンの中に収納され、前の蓋ふたが閉じられた。

　……なんだ、これ。

「あ、あのぉ」

　ぼくは意を決して教室の中に入り、声をかける。しかし、アイアンメイデンは何も言わない。

「すみませーん」

　それでも、アイアンメイデンは沈黙を守る。



    

  
    
      



    

  
    
      「中にいるんですよね？」

　がたっとアイアンメイデンが揺れる。驚おどろいたようだ。もしかして、ばれていないと思っていたのか？

「もしかして、化ばけ物もの部の部員の人ですか？」

　しばらくして、こもった声が聞こえてくる。女の子の声だ。

「ここは部外者以外立ち入り禁止だ」

「えっと、一応ぼくは部員なんですけど」

「部員？」

　そう言うと、アイアンメイデンは立ち上がった。というか、アイアンメイデンの底から二本の足が生えてきた。しっかりとうちの高校の上履きを履いているので、うちの生徒なのかもしれない。そして、そのままこっちに歩いてくる。ぼくの前の前まで来ると、どしんと再び着地した。

　ぼくはアイアンメイデンと対たい峙じする。目の前には感情のない鉄の仮面があるだけだ。

「名前は？」

「や、山やま伏ぶし竜たつ弥やです」

「ああ、あの山伏か」

　それだけ言うと、アイアンメイデンは再び動き出し、先ほどと同じところに戻った。ぱかっと小さな穴がアイアンメイデンの前面に開き、そこから手が生えてきて、お菓子を中に運ぶ。

「あの、あなたは……」

「後ろの人に説明してもらったらどうだ？」

　後ろ？　ぼくが後ろを振り返ると、はるかがいた。いつものように腕を組んで、ぼくを見上げている。いつの間にいたんだ、こいつ。本当は、こいつも幽ゆう霊れいなんじゃないのか？

「彼女は梶かじ原わら永と遠わさん、うちの部員です」

　そう言われ、ぼくはもう一度アイアンメイデンを見る。どう考えても変な人だ。

「先輩ですか？」

「だいぶ上の先輩ですよ」

　はるかが教えてくれる。

「だいぶ上ってことは、三年生？」

「三年生というのはあっていますが、年齢はもっと上です」

　留年でもしたのか？

「年齢で言うと……二一九上ですね」

　にひゃくじゅうきゅう？　ぼくははるかを見る。いつも通りの顔だ。まぁ、こいつは真顔で冗談を言うから、油断出来ない。

「それは、失礼だろ」

「真実ですから」

　ぼくが今十五歳だから、二一九上ってことは……。

「二三四歳？」

「そうでしたよね、永と遠わさん」

　はるかは大先輩に尋ねる。アイアンメイデンの中から、確かそんな数字だった、と曖あい昧まいな返事が返ってきた。

　二三四歳？　そんな人間がこの世界にいるわけない。

「そんな人間が……」

　人間？　まさか！

「永遠さんは人間じゃありません」

　はるかは真顔であっさりと言う。

「それじゃあ、一体」

「永遠さんは化け物ですよ。吸血鬼です」

　吸血鬼だと？　吸血鬼は西洋の化け物の中型種で、かなり強力な部類に入る化け物だ。そんな化け物がどうして日本に？　というか、どうして部室に？

「まだ何も話してないのか？」

　はるかは永遠さんの言葉に小さく頷うなずいた。

「まぁ、今日が部会ですから、そこで話そうと思っていたんです」

　はるかは教室の中央の席に座る。そこが、彼女のいつものポジションだった。ぼくはその隣の席に着いた。はるかは机に両りよう肘ひじをつき、指を組むとおもむろに口を開いた。

「これで全員ですね。それでは、化ばけ物もの部の今年度最初の部会を始めます」

「ちょっと待って！　ぼくは何も聞いていないぞ！」

「今日は部会です」

「遅いよ！　言うのが遅い。いや、そんなことより吸血鬼の部員がいるっていうのはどういうことなんだよ」

「いるものはいるんですから仕方ないじゃないですか。あと、別に部会といっても、特別なことをするわけじゃなく、今後の部の方針などを話し合うだけです。終わればすぐに昨日の作業の続きが出来ますよ」

「別に作業の続きがしたいわけじゃないけどな」

　一応、そこははっきりと言っておこう。入部届で脅されるのが怖こわいから小声だけど。

「部会の内容は、最近多発している、昏こん睡すい事件についてです」

「昏睡事件って、いきなり人が倒れるっていうやつか？」

「そうです。ついに、週刊誌が恐怖の怪事件として特集まで組み始めました」

　そう言って、はるかはけばけばしい色の文字がおどる週刊誌を机の上に置いた。そこには、大きな文字で、化け物の仕業？　恐怖の昏こん睡すい事件、と書かれていた。

「一般人の注目が集まり始めています」

「こんな記事を読んで、本当に化け物の仕業だと思う奴やつはいないだろ」

　そう言いながらも、頭の中には庄しよう司じと猫ねこ洞ほら先輩の顔が浮かんだ。あいつらならこういうのに飛びつきそうだ。

「しかし、この事件はわたしたちの手で早く解決しなければなりません」

「ちょっと待ってくれ」

「嫌です」

　こいつ、ぼくに対する配慮とか優しさとか本当に持ってないのね。はるかはぼくの方を一いち瞥べつすることもなく、淡々と話を進めようとする。

「頼むから待ってくれ。どうして、ぼくたちがそんなことしなくちゃいけないんだ？」

　そんなのは警察の仕事だろう。もしも、事件じゃなくて何か未知の病気だとしたら、医者とか学者の仕事だ。

「そんなの、我々が退魔師だからに決まっているじゃないですか」

　退魔師の仕事？

「まさか！」

「今いま頃ごろ気づいたんですか？　これは化け物の仕業ですよ、間違いなく」

　はるかは当然のことを言うようにはっきりと言う。

「永と遠わさん、お願いしていたことは分かりましたか？」

「大体な」

　そう言うと、アイアンメイデンの中からノートパソコンが出てきた。薄型の最新モデルだった。

「あの……素そ朴ぼくな疑問なんですが、どうして永遠さんは、その、鉄の塊の中に入っているんですか？」

　ぼくは遠慮がちに尋ねてみた。永遠さんの手がびくっと震える。

「に、日光がだな、その、苦手なんだ。ほら、わたしは吸血鬼だからな」

　永遠さんはしどろもどろに答える。

「まぁ、そういうことにしておきましょうか」

　はるかは気になる言葉でまとめる。確かに、吸血鬼は日光を苦手とする。だが、今の感じだと他ほかに理由がありそうだな。

「そんなことより、ここ一週間の大気中の霊れい子しの濃度を調べてみたんだが、事件現場の近くでは霊子の濃度が高くなっていることが分かった」

　永遠さんのノートパソコンには学校を中心とした周辺の広域地図が出ていた。そして、赤の濃淡が地図を覆っている。どうやら、それが霊れい子しの濃度を示しているらしい。

「化け物の体は霊子で構成されている。奴やつらが歩けば、そこの霊子の濃度は必ず上がる。何か、特別なことでもしなければな」

　学校周辺はかなり赤く染まっている。それは、多分永と遠わさんや幽実香ゆみかさんがいるからだろう。

「事件現場の近くで霊子の濃度が濃いってことは、そこに化け物がいたっていうことですね」

「そういうことだ」

　ぼくはアイアンメイデンを見る。さっき中の人を見たものの、あの美少女がこの中にいるということはにわかに信じられない。

「どうした？　わたしに何かついているか？」

　そう問われ、鉄の拷ごう問もん器具がついています、とはっきりと言えるほどぼくには度胸がない。ぼくは首を横に振ってから、話題を変える。

「これって、どうやって調べたんですか？」

「米国の軍事衛星のデータをちょっと借りてだな……」

「米軍！」

　ぼくは思わず、大声をあげる。それって、とてもまずいことなんじゃないのか？　高校に通っている吸血鬼に、米軍が情報提供をしてくれるとは到底思えないからだ。

「大丈夫だ。ばれてない」

「やっぱり、そういうことなんですね……」

　とても心配だ。

「永遠さんは主に情報収集を担当してもらっています。そちらの能力についてはかなり高いので、大丈夫ですよ」

「何が大丈夫なんだよ。犯罪なんじゃないのか、それ？」

「ばれたら国際問題ですが、ばれていないので問題ないのです」

　こいつも、ばれなきゃ問題ないという発想なのか。とんでもない理論だ。とても堅かた気ぎの人間の台詞せりふだとは思えない。

「だけど、どうして……こういう言い方は失礼かもしれないですけど、吸血鬼がそんなに機械に強いんですか？」

　正直に言えば、ぼくは機械音おん痴ちだ。パソコンをちょっと使うことくらいなら出来るけど、システム的なことは全く分からない。ましてや、米国の軍事衛星の情報を盗み見るなんて、ひっくり返っても出来ないだろう。ぼくの質問は、永遠さんの代わりにはるかが答えた。

「永遠さんは日光嫌いの引きこもりで、暇だから始めた趣味がパソコンなのです。ワンボードマイコンの時代から自作機をつくり、パソコン通信時代からずっとネットワーク空間に住む、いわばネット界の生き字引ですよ。今でも、一日二〇時間くらいはネットサーフィンをするらしいです」

「す、すごい人ですね」

「吸血鬼だからな。寝なくても平気なのだ」

　永と遠わさんは言う。ぼくがすごいと思ったのは、二〇時間パソコンとにらめっこする体力ではなく、それだけの時間をネットに消費しようと思う考えの方なんだけど。

「なんにせよ、彼女は化け物ですが、わが化ばけ物もの部の部員です。仕事は信頼出来ます」

　はるかはぼくを物みたいに指差し、続ける。

「一応永遠さんにも正式に紹介しておきます。こっちの貧弱な男子生徒が新入部員です。山やま伏ぶし竜たつ弥や君。名門一族の恥で、出来損ない。主に符ふの作成をしてもらいます。今のところ、それ以外に出来そうな仕事はありません」

　さらりと飛び出した罵ば詈り雑ぞう言ごんについてはもはや何も言うまい。『悪魔』さんのボキャブラリーの豊富さに感心するだけだよ。

「部長の足を引っ張るなよ」

　永遠さんは表情一つ変えずに言う。まぁ顔は鉄化面しか見えないから当たり前だけどね。

「それでは」

　はるかはディスプレイに視線を戻して言う。

「次に、この化け物の正体についてですが……」

「ちょっと待て。永遠さんのことは分かった。ぼくらが退魔師だから化け物を処分しなくちゃいけないのも分かった。だけど、それをどうして化物部の部会で話し合うんだ？」

「そんなの決まってるじゃないですか」

　はるかは少し呆あきれ気味に言う。え？　ぼくが何か間違ったことを言ったのか？

「化物部は、化け物を抹殺する部活だからです」

　……え？

「ちょ、ちょっと！　化学や物理の勉強する部活じゃないのか？」

「化け物をぶち殺すことによって、化学や物理の知識を深めます」

「嘘うそつけ！　そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな話があるか！」

　そうか。こいつは部活の体裁をとって、部員をこき使いながら、自分は退魔師としての仕事をしていくつもりなんだな。

「それが部の方針です。何か問題がありますか？」

　はるかはぼくの反対を全く許さない口ぶりだ。こっちが反対出来ないのをいいことに、かなり強気に出てくるな。

「とりあえず、部の方針はよく分かったよ……。それが聞けてよかった」

「そのための部会ですから」

　涼しい顔してよくもそれだけ言えるもんだよ。

「話を戻しましょう。わたしは今回の犯人を『死霊食い』であると考えています」

　はるかはぼくをちらりと見る、どんな化け物かは分かっているのか、とでも言いたそうな目だった。ぼくはとことん低く見られている。

「死霊系中型種の化け物だろ。元々は中央アジアの原産種だけど、交通の発達により今では世界各地で存在が確認されている」

「常識レベルの知識はあるみたいで安心しました」

「だけど死霊食いは死者の魂を食べる化け物だぞ。今回の事件には関係ないだろ」

「確かにそうなんですが、意識不明になった人たちの様子を見ていると、どうやら不完全な形で魂を抜かれた状態みたいなのです」

　不完全な形で魂を抜かれた状態？

「死霊食いは魂を吸い寄せ、食べます。その応用で、生きている人間から魂を吸い出したのではないかと思うのです」

「どうしてそんなことするんだ？　わざわざ生きている人間から魂を抜かなくても、毎日どこかで人は死んでいるんだから、魂が足りないわけじゃないだろう」

「その点に関しては、一応仮説は持っていますが話せる段階ではありません」

　仮説だと？　死霊食いが生きている人間から魂を抜くなんて聞いたことがない。はるかの話は根拠薄弱でとても信用出来なかった。

「問題は、だ」

　永と遠わさんが話に割り込んでくる。彼女はパソコンを操作して、違う画面を見せる。それは時間ごとに霊れい子しの濃度の変化を表すものだった。

「犯人が死霊食いかということじゃない。もっと大きな問題がある。というのは、霊子の発生が局所的すぎるんだ」

　確かに画面の地図では赤いドットの塊が出たり消えたりしており、ドットは街中を移動しているのではない。

「つまり、この化け物は人を襲おそうときだけ霊子が見える形になり、それ以外のときは霊子を隠している」

「そんなことが出来るんですか？」

　ぼくは思わず尋ねた。アイアンメイデンは当然振り向かないが、なんとなく中にいる永遠さんがこっちを見た気がした。

「知らん。霊子迷彩の技術は進んでいるが、それは人間世界の話だ。そこいらの化け物がやすやすと手に入れられるものでもない」

「そうですか……」

　ぼくは霊子迷彩なんて聞いたことがなかった。

「突然発生する霊れい子し。これは犯人の手掛かりになりそうですね」

　はるかはくいっと眼鏡めがねを上げる。そして、ぼくと永と遠わさんを見た。

「今度の事件は、化ばけ物もの部で解決します。犯人の化け物を捕まえ、この世界の平和と安あん寧ねいを取り戻します」

　こいつが、本当に世界の平和と安寧を願っているかどうかは怪しいが、人に被害を与えている化け物だ。退魔師がやらなくちゃいけない仕事であることは間違いない。

　だけど、気が進まない。というか、正直に言えばやりたくない。化け物を捕まえることが自分のやるべきことだと分かっていても、積極的になれない。

「ところで、どうやって敵を見つけるんだ？　無理なんじゃないのか？」

　ぼくの後ろ向きの質問にはるかは軽く頷うなずく。考えがあるようだった。

「生者を襲うとはいえ、基本的には死霊食い。恐らく、本物の死者の霊を好んで食べるはずです。一般的に、死霊食いはこの世界に未練を残した霊れい魂こんを好みます」

「そうだな。だから、死霊食いは一般的に害のある化け物という風には思われてないんだよな。悪霊とかも食べてくれるから」

「その通り。そこで、今回は幽ゆう霊れいを囮おとりに使い、死霊食いをおびき寄せる作戦でいきます」

　なるほど。それは確かにいい作戦かもしれない。だけど、未練を抱えて成仏出来ていない幽霊なんてそうそう見つかるもんじゃないぞ。

「では、まずは幽霊を捕まえにいきましょうか」

「そんな簡単に見つかるはずないだろ」

「いるじゃないですか」

「は？」

「この旧校舎に」

「あ！」

　ぼくは思わず声をあげる。

「幽実香ゆみかさんをそんな危険なことに巻き込ませないぞ！」

　ぼくは言う。しかし、はるかの目は真剣だった。

「このままでは、被害者は増えるばかりです。魂を抜かれた人は、今は昏こん睡すい状態ですが、その状態がいつまでも続けば、いずれは衰弱して死に至るでしょう。死霊食いが食った霊魂は、しばらくは腹の中で消化されずに残っています。今ならまだ被害者の命を救えるかもしれないのですよ？」

　確かに、はるかの言う通りだ。こいつにまともなことを言われるのは腹が立つけど、正論だから言い返しにくい。

「でも、幽実香さんにもしものことがあったら、どうするんだ」

「わたしは」

　はるかはいつも通りの無感情かつ無表情。だけど、心なしかその目には情熱の炎が灯ともっている気がした。

「そんなの気にしません」

「気にしろ！」

　はるかは黙って入部届を出した。

「仰おつしやるとおりにします」

　言うことを聞くしかない。そんな悲しいぼくだった。



　旧校舎の大教室。かつて、幽実香ゆみかさんが歌の練習をしていたという場所だ。ぼくとはるかは誰だれもいない、がらんとした空間を見てため息をついた。

「いませんね」

「お前が驚おどろかしたからな。もう、来ないんじゃないか？」

　そう言うと、はるかがぼくをじっと見る。何か言いたげだ。

「見つけてきてください」

　……？

「見つけてきてください」

「何を？」

「あの女の子の幽ゆう霊れい、幽実香さんでしたっけ？」

　やっぱりか。幽実香さん囮おとり作戦に反対している人間に対して、幽実香さんを捜すように命じるのだから、全くこの『悪魔』の思慮深さというか思いやりの深さには頭が下がる。

「無理言うなよ。どこにいるか分からないんだから」

「この前、話をしていたじゃないですか」

「会話はしたけど、どこによく行くとか、どこによくいるとかは聞いてないぞ」

「相変わらず使えない人ですね」

「悪かったな」

「仕方ないので、行きましょうか」

「行くってどこへだよ」

　はるかはこちらを見る。少し怒っているようにも見えた。

「現状では、霊れい子しを隠すことが出来る可能性のある敵よりも、幽実香さんのほうが見つけやすいと思います。ですから、まずはやはり幽実香さんを見つけます」

「捜しに行くってことか？」

「会話の記憶をたどってください。死者の魂は生前に強い思いを抱いた場所に行くことがほとんどです。彼女との会話の中で出てきた言葉を思い出してください」

　彼女との会話……。そんなこと言っても、あんな短い話だけで、幽実香さんがどんな場所に強い思いを抱いているかなんて分からないぞ。

　ブー、という低い振動音が鳴る。はるかの携帯電話が鳴っているようだった。彼女は電話に出ると、短く返事だけをして電話を切る。

「役に立つ方の部員が、弱い霊れい子しの反応を見つけてくれました。幽実香ゆみかさんの可能性があります」

　皮肉や嫌味を言わせたら日本一だな、こいつ。

　ぼくらは学校を出た。

　学校のある地域は文教地区のため、昼も夜も静かで落ち着いている。ぼくらはそんな平穏な地域から、この辺りでは最大の繁華街にやってきた。

「こんなところに幽実香さんが？」

　それぞればらばらの方向に歩く無数の人々を見ながら、ぼくはいぶかしげに尋ねた。

「永と遠わさんの情報は正確です。霊子の反応があったのは間違いないのですから、化け物がいることは確実です。あとは、それが幽実香さんであることを祈るばかりですね」

　はるかは淡々と言う。全く手掛かりがないのだから、少しのヒントでもあればそこに頼るしかない。それにしても、あまりにも漠然としすぎている。

「それで、ここからどうやって捜すんだ？」

　ぼくがはるかに尋ねると、はるかは首を傾かしげる。

　え？　なに、そのリアクション。

「ちょっと、何か策があってここに来たんだろ？　たとえば、霊子を探知する道具があるとか、霊を呼び寄せる符ふを持ってきたとか」

「竜たつ弥や君はそんなものを持ってきたんですか？」

「いや、ぼくは持ってきてないけど……」

「それなら、わたしに文句を言う資格はないですね」

　……こいつ、無策でここに来たのか。

「いつもは用意周到なくせに、どうしてこういう時に準備がないんだよ！」

「準備がないわけじゃありません。幽実香さん捕縛のために一番必要なものはありますよ」

「なんだ、あるのかよ」

　ぼくはちょっとほっとする。まさか、この広い街を歩き回って一人の霊を捜すなんて絶対に不可能だ。

「早くそれを出してくれよ」

　はるかはだまってぼくを指差す。

「それは、どういう意味だ？」

「竜弥君がこの広い街を歩き回って幽実香さんを捜すんです」

　どこまでも人をバカにした奴やつだ。

「そんなの無理だろ」

「それ以外に方法はありません。ちなみに、わたしは残念ながら幽実香ゆみかさんに怖こわがられているので……」

　はるかはぼくに向けられていた指を、近くの喫茶店に向ける。

「あそこで休んでいます」

「ダメだ」

「わたしは実は、街中で霊を捜すために歩き回ると死んでしまう病なんです」

「小学生でもそんな嘘うそに引っかからんぞ」

「えっと、確か入部届には部長の命令は……」

　そこを聞くだけで体が寒くなる気がする。

「ストップ！　ちょっと待ってくれ。ぼく一人で捜すより、絶対に二人のほうが早いって。お前だってただ待っているだけじゃつまらないだろ？　二人の目で色々捜したほうが早く見つかるよ。そっちのほうが二人のためだって！」

「……まぁ、確かにそうですね。疲れるのは嫌ですが、仕方ありません」

　しぶしぶという様子だ。本当に、こいつは何様なんだ。

　ぼくたちは街中をあてもなく歩く。二人とも制服のままだから、周りからは学校帰りのカップルが遊びに来たように見えるかもしれない。そう思うと、ちょっと緊張した。

　隣を歩くはるかはまっすぐと前を見て、背筋を伸ばして歩いている。口を開けば文句と脅しと悪口が出てくるが、静かにしていれば悪い人には見えない。むしろ、清せい楚そで真面目まじめそうな委員長タイプに見える。顔だって可愛かわいいし、体は華きや奢しやで守ってあげたくなる感じだ。黙ってさえいればなぁ……。

「どうしたんですか？」

　ぼくの視線に気がついたはるかが、こっちを見る。

「い、いや、なんでもないよ」

　いつもみたいに、鋭くぼくの心の中を読まれるのではないかと思い、どぎまぎしてしまう。

「わたしの暗殺を計画していましたね」

「お前の中で、ぼくはどれだけ悪い奴やつなんだよ」

　街中の探索が始まって一五分経っただろうか。はるかが突然街中で立ち止まった。

「どうしたんだよ。何か見つけたのか」

　こいつの鋭敏な観察眼によって、何か霊の痕こん跡せきでも見つけたのかもしれない。そこは服屋やカフェが並ぶ通りだったが、何となく何か霊がいそうな気もしてくる。

「疲れました」

「おい！」

　ぼくは思わずはるかの頭を軽く小突いてしまう。そして、すぐにそれが初めてはるかとの接触になったと気づき、少し照れた。はるかの方は叩たたかれた頭を撫でながらぼくを睨にらんだ。

「今の衝撃で脳細胞がいくつ死ぬと思うんですか。わたしの頭脳は全人類の宝ですよ」

　こんな邪悪な脳細胞、世界のためにもっと消しとかなくちゃいけない気がする。

「わたしは今の衝撃で歩けなくなりました」

「さっき、疲れたって言ってただろ」

「なんにせよ、少し休みたいです」

　そう言って、はるかは近くの喫茶店を指差す。こんなペースで休憩していたら、どれだけ時間があっても、幽実香ゆみかさんなんか見つけられない気がする。

「体力なさすぎだろ」

「疲れました。もう一度言いますが、疲れました」

　そう言って、はるかは睨みつけるようにこっちをじっと見ている。これは絶対にひかないな。短い付き合いだが、こいつの性格は分かっている。

「仕方ないなぁ」

　ぼくらは喫茶店に入った。店内は空すいていて、すぐに窓際の席に案内された。ぼくはカフェオレで、はるかはアイスコーヒーを注文した。

　注文が終わると、はるかは窓の外を眺めたまま何も喋しやべらない。こういう時は何か会話するものじゃないのかな。

「いつから退魔師をしているんだ？」

　ぼくは無理に話題を振ってみる。はるかはちらりとこちらを向く。

「初めて化け物を狩ったのはいつか、ということですか？」

「まぁ、そういうことになるかな」

「中学一年の時です。死霊系小型種のリトルホロウがわたしの最初の獲え物ものでした」

　中学一年か。最初に低級の化け物を狩るのはそれくらいの年ごろだろう。

「怖こわくなかったか？」

　はるかは少し考えた後、首を横に振る。

「覚えてないですね」

「お前でも何かを忘れることがあるんだな」

　きっと怖かったのだろう。誤ご魔ま化かすために嘘うそをついたに違いない。中学生が化け物と対決するのだ。怖いに決まっている。ぼくなんか今でも怖いんだから。

「カフェオレとアイスコーヒーです」

　ウェイトレスが注文の品を運んでくる。はるかはアイスコーヒーにシロップを三つも入れ、ストローでぐるぐるとかき混ぜる。

「シロップ入れすぎだろ」

「脳の栄養は糖分です」

　そう言うと、はるかは音も立てずにアイスコーヒーを吸い始めた。

「あなたは初めて狩った化け物を覚えていますか？」

　はるかの質問にぼくは固まる。ぼくは未いまだに化け物を狩ったことがない。そんなことを言えば、またバカにされる。今でも道具扱いなのに、さらに低く見られてしまう。

「いや、その……」

「さては、まだ狩ったことがないですね」

「……そうだよ。まだ化け物なんか狩ったことないよ」

「そうですか」

　バカにされると思ったが、はるかはそんな素振りを見せない。彼女はストローに口をつけてから目を瞑つむり、思い出話をするような口ぶりで言う。

「わたしもそっちの方がよかったです」

「どういうことだよ、それ」

　意味が分からない。だが、はるかはその質問には答えない。ただ、黙ってアイスコーヒーを飲むだけだった。

「そういえば」

　なんだか妙にしんみりしてしまった雰囲気を挽ばん回かいするために、ぼくは話題を変える。

「永と遠わさんはいつ入部したんだ？」

「去年です。わたしが化ばけ物もの部の部長になったのが去年なので、その時に入部してもらいました」

「中学と高校で同じ部活を続けることも出来るんだな」

「部活を変える人も多いですけど、続けても問題ありません」

「ところで、あの人は本当にうちの高校の生徒なのか？」

「学費を払っているか分からないので怪しいですね。授業も出ていないっぽいですから」

　だから、留年するんだな。

「一応、僥ぎよう倖こう学園開校当時は生徒として登校していたみたいですよ」

　学校のパンフレットに、僥倖学園一〇〇年の歴史という年表がついていた。その時代の入学生なのか。

「どうして吸血鬼のくせに学校に通おうと思ったのかは分かりませんが、本人はまだ生徒のつもりですね」

　しかし、身近に化け物が生きているとは学校のどの生徒も知らないだろう。真実を話したところで、信じてもらえない可能性のほうが高い。

「永遠さんが吸血鬼だと知っていたから、入部させたのか？」

「わたしは退魔師ですから、最初は抹まつ消しようしようと戦いました。しかし、激しい戦闘の末にわたしたちはお互いの実力を認め合い、そこにはある種の信頼関係が築かれていました」

　夕日をバックにした砂浜で殴なぐりあい、お互い傷だらけのはるかと永と遠わさん。二人は最後にクロスパンチを決めた後、その場に倒れた。お前なかなかやるな、お前もな、そんな会話が交わされ、いつしか二人の間には友情が……。

　そんなことがありえるのか？　というか、そんなのとても想像出来ないぞ。

「それに、彼女とわたしの利害が一致していました。そこで、部員として入部してもらうことになりました」

「利害が一致？」

　はい、とはるかが頷うなずく。

「化け物が嫌いで、世界平和を願っている、という点でわたしたちは同じ意見です」

　本当かよ。永遠さんは化け物が嫌い、というのは怪しいし、はるかが世界の安あん寧ねいを願っているというのはその何倍も怪しい。

「永遠さんは太陽が嫌いで、直射日光を浴びると体調が悪くなるという体質なので、普段は家から出てきません。ここ数年はインターネットにはまっていて、ネットワークで呼吸しているのではないか、と思うほど常にオンラインです」

「典型的な引きこもりだな」

　どんな吸血鬼だよ、本当に。

「というか、本当に吸血鬼なのか？」

「間違いありません。あなたに疑われるほど、わたしの判断は不正確ではありませんから」

　だけど、ぼくは永遠さんに出会ったとき、化け物に会ったときのなんともいえない嫌な感じはしなかった。あのアイアンメイデンに何か秘密があるのだろうか。

「食事はどうしているんだ？」

「食べるに決まっているじゃないですか。竜たつ弥や君は食べないんですか？」

「その、吸血鬼はやっぱり……」

　生き血をすするはずだ。そうすると、永遠さんも夜な夜な街に繰り出して、人々を襲おそっているのではないのか。

「血は飲むと思いますが、人は襲いませんよ」

　はるかはぼくの心配を先回りしていた。

「それじゃあ、どうやって……」

「それは本人に訊きいたらどうですか？　そうだ。竜弥君の血を全部あげたらどうですか？　そうすれば、生まれてきたことに歴史的価値が皆無のあなただって、少しくらい意味のある人生のラストになるかもしれませんよ」

「嫌だね」

「きっと、それは永遠さんの台詞せりふですね」

　こいつ、本当に腐ってるよ。

　お互いの飲み物がなくなる頃ころには、空は赤く染まっていた。

「もうそろそろ帰ります」

「幽実香ゆみかさんの捜索はほとんど出来なかったな」

「ここからは竜たつ弥や君の仕事ですよ」

　何の抵抗もなく、人のテンションを下げる女だ。

「ぼく一人で捜せと？」

「それがあなたの仕事では？」

　命令されると逆らえない。こいつに一度人権についての授業を受けさせてやりたい。ぼくが悔しさに肩を震わせていると、はるかの携帯電話が震えた。はい、と電話に出たはるかの表情から僅わずかに驚おどろきが見える。鉄仮面のはるかが少しでも驚くなんて相当なことだ。

「分かりました。行ってみます」

　はるかは早足で喫茶店から出る。ぼくは慌てて会計を済ませてはるかの後を追う。

「はい」

　はるかから一〇〇円玉を三つ渡された。さっきの御代だろう。それを受け取って、財布にしまおうともたもたしていると、はるかはぼくを睨にらみつける。

「早くしてください」

「ちょ、ちょっと待てよ。何があったんだよ」

　斜陽をバックに、はるかは真剣な表情をしている。

「死霊食いの新しい被害者がこの近くで出たそうです」

「本当かよ！」

「永と遠わさんが救急無線から得た情報です。さらに、霊れい子しの濃度上昇をこの辺りで感知されたそうです」

　救急無線を勝手に傍受したってことか。それは倫理的に正しいことなのか。いや、もはやこいつらにそういう価値判断を期待するのはやめよう。

「現場に急ぎますよ。わたしたちはラッキーかもしれません」

　本当に死霊食いの仕業なのかはまだ分からない。だが、本当に死霊食いの仕業だったら、退魔師が何とかしなくちゃいけない。それは分かっているが、いざ化け物が出たと聞くと、怖こわくなってくる。退魔師を好きでやっているわけでもないのに……。

　はるかと目が合う。

「逃げることは許しませんよ」

　心を読まれた。ぼくはこいつの命令に逆らうことが出来ない。……諦あきらめるしかないか。

「分かってるよ。化け物がどこかに行く前に行こう」

　ぼくは走り始める。だが、はるかは早足になったものの、走ろうとはしない。

「どうしたんだよ。化け物が逃げるぞ」

「走ると疲れるから困ります」

　困るって何だよ！

「どこまで体力ないんだ、お前は！」

「わたしは頭脳派なのです」

「ぼくだって体力派じゃないぞ」

「それなら、お互い競歩で現場に向かいましょう」

　これを本気で言っているのが、この女のすごいところだ。本当にすごいと思うよ。

　結局、ぼくたちは早足くらいで、繁華街を歩いた。

　大通りを外れた道。薄暗い路地裏。はるかの指示で、ぼくたちは狭い道を右へ左へと進んだ。途中、救急車が隣を走り去っていった。もしかしたら、あの救急車が被害者を乗せているのでは、と思うとますます気が焦った。

「こうしている間にも……」

　少し疲れたのか、歩くペースが少し落ちてきたはるかに文句を言おうとぼくは口を開いた。

　その時、一瞬で世界から色が消えた。体中の感覚が研ぎ澄まされ、鳥肌が立つ。

　化け物に会った時の、あの嫌な感じだ。だけど、これは今まで感じてきたどんな化け物とも違う。舌なめずりする蛇がぼくの体を這はう。ぼくは脂汗を流しながら、近づく脅威の存在を確実に感じていた。

　道の先に一人の人間がいた。スーツを着た、普通の男の人だ。夕ゆう闇やみが支配する薄暗い道を、その男がこっちへ向かって歩いてくる。

　はるかの足が止まる。彼女も何かを感じ取ったのかもしれない。

「あのスーツの男の人」

　はるかが言う。

「ビジネスバッグを持っていませんね」

　確かにその男は手ぶらだった。それに、歩き方がどうもぎこちない。

「なんか、あの人は嫌な感じがする」

　ぼくの台詞せりふにはるかが反応して、睨にらむような視線をこっちに送る。

「嫌な感じ？」

「化け物に会うと、なんていうんだろう、気持ち悪いっていうか、気分が悪いっていうか、何か嫌な気分になるんだよ」

　はるかは怪しむようにぼくを見たが、すぐに男のほうに顔を戻した。男はふらふらとこちらに歩いてくる。はるかは男の方へすたすたと歩いていく。

「おい、どうするつもりなんだよ」

　ぼくは男に聞こえないくらいの声ではるかに問う。

「事件のことを訊ききます」

「おい、それは直接的すぎるだろう」

　男はぼくらに気づいたらしく、こっちをじっと見ている。ぼくらと男の距離はあと三メートルほどにまで接近していた。スーツの男はまだ若いようだ。中肉中背のどこにでもいるビジネスマンに見える。

「すみません」

　はるかは男に声をかけた。男は相変わらずうつろな目をしている。

「あなたは死霊食いですか？」

　ばか！　そんな言い方があるか！　もしも何も関係ない人だったらどうするんだ！

　ぼくが謝ろうとするより先に、男に変化があった。男の目が急に猫のように鋭くなり、身を低く構えた。

「あ、あの、今のは別に深い意味じゃ……」

　相手はもはやぼくの言葉を聞いているような感じではなかった。

　男は低いうめき声を立てる。とても人間のものとは思えない。

「大正解みたいですね」

　はるかはきわめて冷静だ。どうして、この状況で落ち着いていられるのか、ぼくには全く理解出来ない。

　もっと慌てようよ！　もっと怖こわがろうよ！

　男は後ずさりを始める。動きながら、男の体には変化が現れた。

　手がメキメキと音を立てて伸び、首と顔も伸び始める。それは、自然界の生き物の姿じゃない。黒い体毛が体を覆い始め、もう人間とは似ても似つかない姿になっている。

　化け物だ。

　ぼくは恐怖で足が震え始めた。人間に擬ぎ態たいする化け物なんて、恐ろしいに決まっている。

　両手を地面につき、長い鼻をこちらに向ける。まるで巨大な猟犬だ。口からは長く無骨な犬歯が見え隠れし、唾だ液えきが垂れた。スーツは破れ、その巨体はぼくらを圧倒する。

「大人おとなしくすれば、一瞬の痛みで済みますよ」

　はるかは後ろに手を組み、堂々と言う。

「何者だ？」

　化け物が喋しやべった。かなり綺き麗れいな発音。その一言だけで、知性の高さが分かった。それに対して、はるかは分かりやすい返答をする。

「退魔師です」

「それなら、俺おれたちの敵だな」

　俺たち？　他ほかにも仲間がいるのか？

　そんな疑問の答えが出るよりもずっと早く、化け物が動いた。

　獣じみた筋肉が収縮し、力をこめられたのが分かる。

　バネがはねるみたいに、化け物の体は信じられない速さで飛び出した。夕日に照らされたナイフみたいに鋭い爪つめがはるかに向かって突き出される。

　速い！　人間の拳こぶしなんか比にならない。

　刺し殺される！

　だが、はるかはかわそうとしない。

　もう、ダメだ！

　ぼくは思わず目を瞑つむった。

　どうしよう。目の前で女の子が殺された。しかも、相手は化け物だ。

　ぼくが何とかしなくちゃいけないのか？　なんのためらいもなく人を殺すような化け物を何とか出来るのか？

　死ぬほど怖い。体は震えてまともに言うことを聞いてくれそうにない。

　電話で助けを呼べばいい。いや、そんな暇はない。

　どうすればいい？　ぼくでは勝てないのは明白だ。分からない。どうしようもない。

　ぼくはゆっくりと目を開ける。何をするにしても、まずは現実を正しく認識する必要があるはずだ。

「え？」

　目の前には想像とは違う世界が広がっていた。化け物の腕ははるかまで届いていなかった。はるかの目の前に高さ三メートルほどの氷塊が出来ており、化け物の腕はその氷塊に突っ込まれ、氷づけにされていたのだ。

　化け物が悲鳴をあげる。それは、ビルの谷間に響く獣の断末魔だった。

「痛いでしょう」

　はるかが後ろに回していた手には青白く輝く紙が握られていた。

　符ふだ。

　化け物の攻撃の直前に符を発動させて、目の前に氷の塊を出現させたということか。先ほどの余裕の理由がようやく分かった。

「急激に冷やされれば、体の組織は破壊されます。激痛ですよね」

　化け物は必死で氷塊から腕を抜こうとするが、なかなか抜けない。それを見て、はるかはさらに複数の符をバッグから出す。このまま、とどめをさすつもりだ。

　化け物は体を激しく動かし、耳元まで裂けた口を天に向ける。

　うめき声に混じり、人間の言葉が入り込む。

「紅ぐ蓮れんの月夜のヘーパイストスよ　烈火の葡ぶ萄どう酒しゆで仇あだなすものに灼しやく熱ねつを」

　化け物が獣の口から声を搾しぼり出す。

　これは詠だ！　どうして化け物が術式を。

　次の瞬間、目の前の氷塊が弾けとんだ。飛び散る氷の粒がぼくとはるかを襲おそう。これははるかも予想外だったらしく、飛散する氷の弾丸を受けて、後ろに吹き飛ばされた。

「はるか！」

　ぼくは彼女に向かって叫ぶ。だが、人のことなんて心配している場合じゃなかった。

　大きめの塊がぼくの腹にめり込む。体がくの字に曲がり、鈍い痛みがズンと広がり、一瞬意識を飛ばしかける。目の前がかすむ。

　次に額ひたいに当たった氷弾は皮膚を破り、血が噴出した。冷たい氷が当たったはずなのに、傷口はひどく熱い。

　化け物は大きく跳躍し、近くのマンションの四階部分に飛び乗った。腕を手すりにかけ、外壁にへばりついて顔をこちらに向けている。とんでもない運動能力だ。

　ぼくは嘔おう吐としそうなのを我慢しながら、化け物を見上げる。垂れてきた血が目に入り、視界が悪くなる。

　はるかはまっすぐ立っていた。怪け我がをしているようには見えなかったが、いつもよりずっと険しい表情をしている。

「ど、どうすればいいんだよ、あんな奴やつ。さっきの、術式だろ……」

　ぼくの体はがくがくと震えている。さっきの攻撃のダメージもあるけれど、それだけじゃない。明確な恐怖。ぼくはとてもあんな化け物を倒すことなんて出来ない。

「術式みたいでしたね。倒す方法は今から考えます」

　はるかは律りち儀ぎにぼくの弱音に返事をくれる。

「おや？　また何か唱えていますよ」

「ひぃ！」

　相手は化け物。しかも、術式を使う未知の敵。

　こんな敵との戦闘なんて、今まで習ったことがない。退魔師の手引きにもなかった。

　はるかがすっとぼくの後ろに隠れる。

　まさか、これは……。

　化け物が大きく口を開けた。口の中からは燃え盛る火球が……。

「そのまま」

　背後にぴったりとくっつくはるかが言う。戦闘とは別物の緊張が体に走るが、今はそんなことを考えている場合じゃない。

　もしかして、はるかも怖こわいのか？　いや、こいつの様子はそんな感じじゃない。

　そうか！　二人同時に防御するために、こうしているのか。

「早く防御の術式を！」

「攻撃が最大の防御です」

　……え？

「そりゃそうかもしれないけど、とりあえずあいつの攻撃を何とかしないと！」

「竜たつ弥や君は体で敵の攻撃を受けてください」

「は？　は？　どういうことだよ！」

　化け物は火球を吐き出した。それがぼくの足元にあたり、一気に音を立てて燃え盛る。まるで油をばらまいて引火したように、炎は強い熱を持ってぼくたちを焼き殺そうとする。

「熱い！　熱っ！」

　ぼくは大慌てで火から逃げようと、後ろのはるかごと退避した。

「わわ。ちょっとは耐えてくださいよ」

　はるかは後ろで無む茶ちやなことをいつもと同じ音程で言うが、そんなこと出来るわけない。ぼくはそのまま転がるように火から逃げ出した。化け物はそのまま別の建物に飛び移りながら、遠くへと飛び去っていった。その姿は、暮れなずむ空に交まじり、見えなくなった。

「竜弥君がじっとしていないから」

　両りよう膝ひざをついて、肩で息をするぼくの横ではるかが冷たく言う。

「逃げられました」

「あの状況なら仕方ないだろ！」

　別にぼくは間違ったことを言っているつもりはないぞ。



    

  
    
      



    

  
    
      「あの化け物が恐らく犯人でしょう。それにしても、なかなか知性の高い化け物でしたね」

「人間の言葉を喋しやべっていたしな」

「それだけではありません。あの化け物の腕はしばらくまともに使えないくらいのダメージがあります。その状態で実力不明の退魔師二人を相手にするのは危険であると判断して撤退したのでしょう。戦況自体はこちらが不利だったのにもかかわらず、です」

　はるかは落ち着いていて、動揺を見せない。

　あの化け物は死霊食いという言葉に反応した。どうやら、一連の事件ははるかの最初の推理の通りだったらしい。

「逃がしたのは厄やつ介かいでしたね。これで、敵もこちらを警戒します」

　だけど、とはるかはぼくを見る。女の子からまっすぐに見られるのは慣れていないので、どぎまぎしてしまう。

「あんな危険な奴やつ、このまま放ほうっておくわけにはいかないよ」

「わたしもそう思います」

　珍しくはるかはぼくの意見に同調した。

「父さんと姉さんに言って、協力してもらおう！」

「それは許しません」

　はるかの目が鋭くなる。ぼくの背筋に冷たいものが走った。今まではるかのことを怖こわいと思ったことは何度かあったが、今のはるかの様子はこれまでとは明らかに違う。いつものビー玉みたいな無感情な目じゃない。

「術式を使う化け物……あいつには聞きたいことがあります」

　はるかは独り言を言うようにもらした。こいつがこんなに真剣になるということは、それなりの理由があるのだろう。ぼくはこいつの言う通りになるしかない。

「それより……」

　ぼくはこいつに言わなければならない大切なことがある。

「なんでぼくを盾にしたんだよ！」

「だって、熱いじゃないですか、火」

　いつもの表情に戻ったはるかは明快な答えを出してくれた。つまり、熱いのが嫌だから、ぼくに熱い思いをさせたということか。

「それに、安全な場所で符ふを取り出して、術式を発動させる必要がありました。だから、竜たつ弥や君の後ろに隠れたのです」

「ぼくは焼け死ぬところだったんだぞ！」

「死んでないじゃないですか」

　真顔で言うから怖い。

「あ、でも怪け我がしてますよ」

　はるかはぼくの額ひたいを指す。さっき、氷塊がぶつかったところだ。

「知ってるよ。かなり、痛いからな」

「血がつくといけないので、近づかないでください」

「お前さ、もっと他ほかに言うことないのかよ」

「頑張れ」

　全く、心にしみるお言葉だよ。

「今日は解散にしましょう。あの化け物について、ちょっと調べたいことがあります」

　それだけ言うと、はるかはさっさと歩いていってしまった。炎はしばらくすると、さっきまでの様子が嘘うそみたいに消え去った。

「あんなのと、どうやって戦うんだよ……」





「ただいま」

　ぼくの声に反応して、姉さんがにこにこ笑顔でやってくる。

「おっかえりー♪　今日はわたしが晩御飯の……」

　姉さんの目が僕の頭で留まった。

「た、たっちゃん！　ち、ち、血が出てるよ！　救急箱を持ってくるわね！　いや、それより救急車を呼んだほうが……。いいえ、この怪け我がなら集中治療室を呼んでこなくちゃ！」

　姉さんは目を白黒させて叫ぶ。化け物との戦闘中に、自分が血を流すようなことがあっても眉まゆひとつ動かさない姉さんなのだが、今はこの世界の滅亡が五秒前に迫ったような顔をしている。あと集中治療室は呼べない。

「大丈夫だよ」

「一体何があったの？　いじめ？　暴漢？　強盗？　内乱？」

「何でもないよ。本当に大丈夫だから」

　あの化け物の話をするべきだろうか。いや、そんなの考えるまでもなくするべきだ。姉さんや父さんなら、あの化け物を狩ることも出来るだろう。

　わたしたちの獲え物もの。はるかの言葉を思い出す。

　あんな奴やつぼくらだけで倒すことなんて出来ないんじゃないのか……。弱気な自分が、姉さんに真実を伝えるべきだと言っている。

　はるかの顔が思い浮かんだ。

　これで、姉さんが死霊食いを狩るようなことがあれば、はるかはきっと怒るだろう。もしかしたら、氷づけにされるかもしれない。

「なんでもないことで怪我はしないでしょ！」

　姉さんの剣幕が激しくなる。その激しさにぼくはびくっとする。怒った姉さんは、ぼくでもちょっと怖こわい。

「こ、転んだんだよ。ほら、駅の近くに自転車がたくさん止まっているでしょ？　あれに躓つまずいたんだよ」

「放置自転車？」

「そうそう。考え事してたから、派手に転んでさ。恥ずかしいから、他ほかの人には言わないでよ」

「そうなの……」

　ぼくは精一杯の嘘うそをついた。理由が分かり姉さんは落ち着いたらしく、口調は元に戻った。だけど、何だろう。姉さんの様子がおかしい。先ほどのような勢いは感じられないが、もっと黒くて熱を持った感情が、姉さんの瞳ひとみの奥から感じられる。

「西さい園おん寺じ」

　姉さんが呼びかけると、その背後から西園寺が現れる。普段はどこに隠れているのか分からない。とても不思議だ。

「術式兵装準備。陸白兵戦用癸き型を」

「仰せの通りに」

　西園寺が頭を下げて、すり足みたいに足音を立てずに廊下の奥に消えていく。

　陸白兵戦用癸型といえば、かなり強力な大型の化け物の群れを相手にするような場合に使う、近接戦闘の最大装備だ。まともにやりあえば、一個大隊を壊かい滅めつさせられるほどの準備をして一体何をするつもりなんだろう。

「たっちゃん」

　姉さんはにっこり笑う。

「掃除してくるね」



　翌日、朝のニュースを見ていたら、ニュースキャスターが目を白黒させて喋しやべっていた。

「怪奇現象です！　街中の放置自転車が！」

　あぁ……。



    

  
    
      
第四章　幽ゆう霊れいの夢





「さて」

　腕組みをしたはるかが最初に話を切り出した。

　夕方の旧校舎。いかにも幽霊が出そうな古びた場所だが、今日も幽実香ゆみかさんの姿は見えない。校舎にいるのはぼくとはるか、そしてアイアンメイデンに入った永と遠わさんだけだ。

「想像以上に敵は強力でしたね」

　はるかはさらりと言う。おかげで、ぼくは昨日死にかけたのだ。

「ということで、『あの化け物を倒すにはどうすればいいのか会議』を執り行います」

　教室にかかっている黒板には、会議の名前が几き帳ちよう面めんな字で書かれている。

「今回あいつを逃がしたのは、こっちの準備が足りなかっただけだろう」

　ぼくははるかに言う。ぼくは符ふを持っていなかったし、はるかだってそんなに強力な符を持っているわけではなかったと思う。実戦においては、符の種類や枚数が優劣を決めるのだ。と、実戦経験のほとんどないぼくが偉そうに言うことじゃないけどね。

「それだけとは言えません。まず、あの化け物がどうして術式を使ったのか。そこの検討から始めましょう」

　はるかがそう言うと、アイアンメイデンの中から手が伸びてきて、ノートパソコンのキーボードを叩たたき始めた。

「過去の記録を調べたんだけど、やっぱりそんな化け物はいない」

　永遠さんはパソコンを操作しながら言う。

「化け物の特殊能力か何かを、術式と勘違いしただけなんじゃないのか？」

　確かに、化け物の中にはかなり特殊な能力を使うものもいる。そう言われると、絶対にそうではないとは言いきれない。

「それはありません」

　言いきったよ、この人。ぼくの心配を尻しり目めに、はるかは断定的に続けた。

「詠の文言は正しいですし、発動のタイミングや起こった現象から考えても、やはりあれは術式でした」

「そうなると、敵は新種の化け物ということになるな」

「人間を襲おそう死霊食いですからね。本当に新種なのかもしれませんね」

「もしかしたら、人間を襲うことと、奴やつが術式を使うことになにか関係があるんじゃないのか？　たとえば、術式を使える人間の魂を食ったから使えるようになったとか」

　ぼくが思いついたことを言ってみた。はるかはこちらをビー玉みたいな無感情の目で見る。

「その可能性はあります」

　バカにされるかと思って身構えたが、予想外の言葉にぼくはちょっと驚おどろいた。

「が、とても低いです。あなたは牛肉を食べると牛になるんですか？　寝言は永眠してから言ってください、あの世で」

　鬼畜すぎる。ぼくは閉口した。

「とりあえず、現状のところでこちらが出来ることは、一枚でも多くの符ふを集めて、次に奴やつが現れたら確実に抹まつ消しよう出来るようにしておくことですね」

　確かにはるかの言うとおりだ。ぼくたちに出来ることはそれくらいしかない。だけど、この流れはもしかして、嫌な展開になるんじゃないのか？

「竜たつ弥や君は符を大急ぎでつくってください」

　やっぱりか。

「符をつくるのはいいけど、奴の居場所はどうやって調べるんだ？　また、次の被害者がでるまで待ってるのか？」

　敵は昨日の戦闘でこちらを警戒しているはずだ。しばらくは影を潜ひそめるだろうし、もしかしたらもう出てこないかもしれない。

「その点に関しては、やはり幽ゆう霊れいによる一本釣り作戦でいこうと思っています」

「ちょっと待てよ！　あの化け物見ただろ？　あんな危険な奴と幽実香ゆみかさんを接近させるなんて反対だぞ」

　まさか、死霊食いがあんな恐ろしい化け物だとは思わなかった。あんな奴の餌えさとして使われたのでは、彼女の安全は保障出来ない。幽実香さんは、ちゃんと成仏させてあげなきゃダメだ。

「妙に彼女をかばいますね」

「べ、別にかばっているわけじゃない！」

　ぼくは慌てて否定する。だけど、こんな言い方だと、逆に怪しまれそうだ、とすぐに後悔した。

「まぁ、いいんですが。ただ、個人的な感情で、我々の責務の邪魔をするような真ま似ねはしないでください」

「確かに幽実香さんを守りたいっていうのは個人的な感情かもしれないけど、間違っていることは言っていないつもりだ」

「それじゃあ、他ほかに死霊食いを見つける方法を提示してください」

　それを言われると困る。

「魂を食べられた人々は、未いまだに意識が戻らぬままです。いつ衰弱死するか分からない状況なのですよ？　一刻を争う事態なのですよ」

「そうだけど……」

　だからといって、幽実香ゆみかさんが危険な目にあうなんて絶対に間違っている。どうにかして、死霊食いの位置を掴つかまなくちゃいけない。だけど、どうすればいいんだ。

「……捜してくる」

　ぼくは言った。もう、それ以外に思いつかなかった。

「どういうことですか？　幽実香さんを捜してくるんですか？」

「死霊食いを捜してくる」

　はるかはわざとらしくため息をついた。

「どこをですか？」

「……街を」

「街のどの辺りを？」

「被害者が出た場所とか……」

「どこで被害者が出たかは知っているんですか？」

「……」

「被害者が出た場所に行ったところで、何か手掛かりがあるとは思えませんが、何らかの見込みがあって行くんですか？」

　ぼくはもう泣きそうになっていた。はるかの言うことは全すべて的確だ。困っているときに、正しいことだけで攻められると、本当に反論出来ない。

「もう、いいだろ」

　永と遠わさんが言う。

「もともとこいつは戦力外だ。今回の化け物もいつも通り、わたしたちだけでやろう」

　戦力外。永遠さんの言葉はぼくの頭にガツンと響いた。はるかはぼくのほうを見る。ぼくだってそんなことを言われて、何も思わないほどボンクラじゃない。だけど、やっぱり何も言い返せない。そんなぼくを見て、はるかは何も言わずに目を閉じた。

　ぼくは黙って教室から出る。

「捜してくるよ」

　小さく、それだけ言い残してぼくは教室から出た。

　旧校舎から出て、校門までの道をゆっくりと歩いた。

　あそこまで言われて、言い返す言葉すらないなんて……。自分のひ弱さが心底嫌になる。もしも、ぼくにもっと力があれば。もしも、ぼくにもっと自信があれば。そんな想像が無意味なのは分かっている。夢ばかり見ていたって、何も変わらない。

　ぼくは立ち止まると、教室のほうへ戻った。このまま街へ出たって、ふらふら歩くだけだ。もっと、よく考えなくちゃ。

　放課後の教室は静かだった。遠くの運動場のほうから運動部の声が聞こえるだけで、他ほかには何の音もしない。

　橙だいだいの光が窓側の席を照らす。ぼくは自分の席に着くと、ふぅと息をつく。

　あの恐ろしい化け物をどう見つける？

　あの恐ろしい化け物とどう戦う？

　ちょっと考えたくらいじゃ名案は浮かばない。ぼくは椅い子すを傾けて座り、ぐらぐらと前後に揺すった。

　やっぱり、ぼくは退魔師には向かないんだ。潔く諦あきらめて……。

「一人だけ？」

　いきなり話しかけられ、ぼくはバランスを崩して椅子ごと転んでしまった。腰を撫なでながら立ち上がると、そこには幽実香ゆみかさんがいた。

「そんなにびっくりしなくてもいいじゃない。お化けだと思った？」

　いや、あなたはお化けですけど……。

「幽実香さん、どこにいたんですか」

「ちょっと隠れてたの。校舎のほうに戻ると、あの怖こわい女の子がいるでしょ？」

　はるかはかなり警戒されているな。

「こっちの新校舎に竜たつ弥や君が入っていくのを見たから、追いかけてきちゃった。わたし、こっちに入るの初めてなんだ」

　そう言って、幽実香さんが教室の真ん中でくるりと回る。

「いいなぁ、新しくて。わたしが生きているうちに完成すればよかったのに」

「そうですね」

　ぼくは話をあわせながら、死霊食いの話をしようかどうか迷っていた。はるかの顔がちらちらと浮かんだが、ぼくの心は決まった。

「実は、幽実香さんに言わなくちゃいけないことがあるんです」

「ん？　なになに？」

　幽実香さんはいつもの無邪気な様子で尋ねてくる。

「最近、化け物が出ているんです」

「化け物！　ちょっと、そういう都市伝説系の話は怖いから苦手なの！」

　そう言って、幽実香さんは耳をパタパタと叩たたきながら、アーと声を出す。完全に外部の音をシャットダウンするつもりだ。

「ちゃんと聞いてください」

　しかし、幽実香さんは本当に音が聞こえないらしく、耳を叩き続ける。仕方なく、ぼくは彼女の目の前で身振り手振りによって、話を聞いてほしいことを伝える。しばらくすると、ようやく幽実香さんは聞く耳を持ってくれた。

「怖い話終わった？」

　ぼくのジェスチャーは全く伝わってなかったらしい。

「怖こわい話じゃありません。幽実香ゆみかさんに危険が迫っている話です」

「やっぱり怖い話じゃん！　アー」

　再びセルフ防音対策に入ろうとする幽実香さんのひんやり冷たい手を掴つかむ。

「真面目まじめな話なんです。死霊食いっていう魂を食べる化け物が出ているんです。もしかしたら、この辺りにもいるかもしれない」

　観念したのか、幽実香さんは恨うらめしそうにぼくを見ながら、自分の声を止めた。

「そいつは、本当は幽ゆう霊れいを食べるんですけど、この辺りをうろついている奴やつは生きている人間から魂を吸い出すみたいなんです」

「それじゃあ、わたしも危ないんじゃん！　ん？　でも、わたしはもう死んでるか。なら、安心……。いや、もともと幽霊食べるんだから、やっぱりわたしも危ないんじゃん！」

　幽実香さんは一人問答の中で、ぼくの言いたいことを全すべて理解してくれた。

「そういうことなんです」

「そんな怖い奴がこの辺りにいるかもしれないんだね……。それで、わたしはどうしたらいいの？」

　問題はそこだ。どうすればいいのか。どこが安全なのか。全く見当もつかない。ここで、ぼくが守ります、とか言えればかっこいいのだろうけど、ぼくにはそこまでの甲か斐い性しようはなかった。

「一番いいのは、すぐにでも成仏することだと思います」

「でも、どうすればいいのか……」

「前も言っていたみたいに、デビューイベントと同じようなことをすればいいんじゃないですか？」

　幽実香さんの未練はきっとそのことなんだ。だから、それを達成出来れば、きっと成仏出来る。幽実香さんはこくりと首を縦に振る。

「そうだね……。じゃあ、ちょっと見てもらえる？」

　そう言って、幽実香さんは教室の前の教壇に立つ。

「え？　今からやるんですか？」

「ものは試し！　わたしが死んでからも練習してるっていうのを見せてあげるね」

　幽実香さんは黒板消しを取ると、マイクのように掴んだ。

「わたしの歌を楽しんでね！」

　そして、踊りながら歌いだす。

　教壇のステージ。

　夕焼けのスポットライト。

　無愛想なセットと間抜けな観客。

　とても淋さびしい二人だけのデビューイベント。

　それでも、彼女は楽しそうに歌った。透明感のある澄んだ歌声が響く。

　紡つむがれる恋の詩うたは、いかにも彼女らしい前向きなメッセージだった。

　ぼくは音楽評論家でもダンススクールの先生でもないから、幽実香ゆみかさんの歌がどの程度のレベルなのか、ダンスがどれくらいの技術なのかは分からない。

　だけど彼女が笑顔なのは分かる。

　それは本当に嬉うれしそうな、至福の表情だった。

　楽しそうに歌って踊る彼女を見ていたら、なんだかぼくまで楽しくなってきた。そして、彼女が本当に一生懸命に練習してきたことが心に伝わった。

　彼女が輝いて見えた。ぼくは自然と手拍子をしていた。

　なんて、幸せそうに歌うんだろう。ぼくはずっとそんな彼女を見ていたかった。

　幽実香さんは一曲歌いきると、教壇の真ん中にちょこんと立ち、ぼくをじっと見る。

「拍手」

　そう言われ、ぼくは慌てて拍手した。

「ありがとう」

　そう言って幽実香さんは微笑ほほえむ。

　ぼくも微笑んだ。

　だけど、それだけだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「成仏出来ないね」

　幽実香ゆみかさんはぽつりと言った。こんな場所で、しかも観客がぼくだけではやっぱり彼女の未練はぬぐえないか。

「やっぱりぼくじゃ……」

　謝ろうとして出かけた言葉は、途中で引っ込んだ。

　ぼくの目は雫しずくを追う。

　幽実香さんは泣いていた。

　いつもみたいなほんわかした笑顔なのに、涙がぼろぼろとこぼれていた。ぼくが変な期待をさせてしまったからだ。

「あれ？　あれれ？」

　幽実香さん自身は涙がこぼれていることに気がついていなかったらしく、自分の涙をぬぐいながら驚おどろいている。

「ごめんなさい！　ぼくが変なことを言って期待させたから……」

　だけど、幽実香さんは相変わらず笑いながら、それでも泣いている。

「違うよ」

　違う？　幽実香さんはやっぱり笑顔だった。

「嬉うれしいんだよ」

　そう言って、幽実香さんは教壇から降りるとぼくの目の前まで来て、ぼくに抱きついた。

　いきなりのことに目を白黒させるぼくに、彼女はささやく。

「誰だれかに見てほしかった。一人だけでもいいと思ってた。だから、本当に嬉しかったの」

　髪からは女の子のいい匂においが漂う。ぼくは震えそうな体をこわばらせ、緊張している。姉さんを除けば、女の人に抱きつかれたことなんて今までに一度もない。ましてや、こんな綺き麗れいな人に抱きつかれるなんて、もう一生ないかもしれない。

「でも、ごめんね」

　幽実香さんの冷たい体にぎゅっと力が加わる。

「わたし、わがままだから、まだ成仏出来ないみたい……」

「わがままじゃないですよ。ずっと練習してきたんですよね？　そんなに頑張ったんだから、ちゃんとしたステージでみんなに見せたいっていうのは、普通の欲求だと思います」

　ぼくはからからの喉のどを震わせて、頑張ってそれだけ言った。マッチ棒みたいにまっすぐ立っているぼくは、震える手をちょっとずつ持ち上げる。

　彼女の背中に回す。

　大丈夫だ！　この流れならきっと怒られない！

　ぼくは全身の勇気を絞り、幽実香さんを優しく抱きしめようとした。

　そこでチャイムが鳴った。そして、校舎施錠の放送が流れた。幽実香さんはぼくから離れる。もう、涙は止まっていた。いつもの幽実香ゆみかさんだ。宙に浮いたぼくの手は、大人おとなしく重力方向に下がった。

「都市伝説の話をしてくれてありがとう。怖こわかったけど面白かったよ」

　都市伝説の話じゃないんだけどね。

「わたし、今まで練習ばっかりやってきたけど、やっぱりさっきみたいに人に見せたい。ステージでやりたい」

　そう言う幽実香さんの目は真剣だった。ぼくも頷うなずく。

「やりましょう」

　そうだ。幽実香さんはやっぱり死霊食いの餌えさなんかじゃない。自分の未練をクリアして、ちゃんとした形で成仏しなくちゃいけないんだ。

「デパートの屋上なんですよね？　そこなら勝手に入れるところですし、勝手にやっちゃえばいいんですよ」

「そっか。勝手にやっちゃえばいいのか」

　そうして、天使の笑顔。その笑顔をぼくは恥ずかしくてまっすぐ見られない。こんな可愛かわいい人にさっき抱きつかれていたのか、と思うとちょっとどきどきする。

「うん。じゃあ、いつにしようか？　竜たつ弥や君も見に来てくれる？」

「もちろんです。今からでもいいですよ」

　死霊食いがいる限り、なるべく早めに終わらせたほうがいいに決まっている。今からやってしまうのが一番だ。

「だけど、成仏する前にパパとママにもう一回会いたい。まぁ、二人にはわたしは見えないんだけどね」

　そうか。これで、成仏してしまえば誰だれにも会えることもないのか。

　家族にも会えない。ぼくだって幽実香さんに会えなくなる。

「わたしはもう死んじゃったんだから、いつまでもここにいちゃいけないことは分かってる。だけど、ちょっと待ってもらえない？」

　最後の別れを告げるのか。相手にその言葉は伝わらないのだから、ただの自己満足になってしまう。だけど、ぼくにはそれを虚むなしいと言いきることなんて出来なかった。

「分かりました。それじゃあ待ちますよ」

「明日の夜。閉店前のデパートの屋上でいいかな？」

「はい。それじゃあ、夜八時にしましょう。きっと、いいライブになりますよ」

　ありがとう。彼女はそう言いながら、薄くなっていく。そして、完全に消え去った。

　いい匂においももうなくなった。



　ぼくは幽実香さんと会った後、そのまま家路についた。部室に帰れば、はるかと顔を合わせることになる。そうすると、はるかの前で幽実香ゆみかさんのことを隠さなければならない。あの鋭い女の前で、ぼくは知らない振りをし続ける自信がなかった。

「顔、にやけていますよ」

　地下鉄の駅に下りようとしたとき、背後から声をかけられた。ぼくはどきっとして振り返る。

　はるかだ。マネキンみたいな顔をしているが、きっと怒っているのだろうな、というのが雰囲気で伝わってきた。

「そ、そうかなぁ」

「こっちに来てください」

　そう言って、はるかは人目のつかない路地裏にぼくを連れ込んだ。そして、彼女は腕を組みぼくを睨にらんだ。

「何があったのか、当てましょうか？」

　やばい！

「ちょっと待ってくれ！　幽実香さんの件は本当にぼくに任せてほしいんだ！」

　はるかは目を細める。

「竜たつ弥や君を一人で泳がせておけば、あの幽実香さんのほうから出てくると思っていましたが、こんなに早く結果が出るとは思いませんでした。どうして、わたしに連絡しなかったんですか、専属奴隷のくせに」

　はるかはずいっとこっちに近づく。

「それで、幽実香さんはどこにいるんですか？」

「さ、さぁ……」

　入部届がはるかのポケットから取り出される。

「命令しますよ。わたしに真実を語りなさい」

　ぼくは口を一文字に結ぶ。体の芯しんからあの悪お寒かんがやってきた。体が震える。

「あの幽ゆう霊れいの居所を教えてください」

　ぼくは首を振る。体の色がみるみる悪くなっていく。両肩を抱いて寒さに耐えようとするが、体自体が冷えているのだから、あまり効果がなかった。

「どうして、あの化け物をかばうんですか」

「幽実香さんは人間だ」

　ぼくは歯をがたがたさせながらも、そう言いきった。指先の感覚がなくなり、寒さや冷たさよりも痛覚のほうが強く働き始める。

「元人間です」

「たとえ今は化け物でも、悪い化け物じゃない」

　大きな声を出したつもりだったが、かすれてしまいささやくようにしか発音出来なかった。

「我々退魔師の仕事は化け物の抹まつ消しようです」

「力ずくでやる以外の方法もあるはずだ……」

　膝ひざをつく。体中が痺しびれ始め、痛さも感じなくなり始めていた。

「化け物だからって、ぜんぶ無理やり消し去る必要はないだろ」

　ぼくははるかを見る。眼鏡めがねに光が反射して、その目は見えない。どうせ表情なんか見せないのだろうから、目が見えなくても関係ないのだが。

「このままだと死にますよ」

　この女なら本当にやりそうだ。

　死にたくない。

　体の震えが止まっていた。はるかが前に言っていたことを信じるなら、震えが止まったらかなり危険らしい。

　このままだと、多分ぼくは死ぬ。

　幽実香ゆみかさんの笑顔を思い出す。

　どれだけ彼女が練習してきたか知らない。どれだけ彼女がアイドルを夢見てきたか知らない。だけど、そんなの知らなくても十分だ。あのときの彼女の涙と歌を見れば、彼女の気持ちの大きさは分かる。

「ぼくは……幽実香さんの居場所は……言わないぞ」

　目の前がかすむ。意識も朦もう朧ろうとしてきた。

「どうしてですか？」

「どう……しても……」

　ぼくは倒れた。いや、倒れたのだと思う。すでに体中の感覚は死に、目に見えるものも歪ゆがんでぼやけている。聞こえてくる音は小さく、ただ明確に死を身近に感じるだけだった。

「あの化け物は……ぼくが捜して……倒す」

「わたしの言う通りに協力して倒すということですか？」

「それでもいい……」

「化け物は恐ろしいですよ。それでも、構いませんか？」

「構わ……ない」

　ああ、このまま本当に死ぬんだ。

　ぼんやりと、そう思った。

「命令解除」

　遠い世界からそんな音が聞こえた。

　急に体の中が痛み出す。血液の温度を感じる。冷えきった体に体温が戻ってきた。収縮していた細胞たちが、元の大きさに戻り、それに伴って体中が痛んだ。

　ふわり、と暖かい何かが体にかかる。

「え？」

　体を覆うのは、はるかの制服の上着だった。

「さっきのあなたの言葉、確かに聞きましたよ」

　はるかは淡々と言う。だけど、視線はぼくから外していた。

「わたしの剣となり、盾となり戦ってもらいますからね」

　ぼくはゆっくりと体を起こす。

「いてて……。ぼくがその約束をしたから、助けたのか？　それなら、一緒に戦わなければならないっていう命令をすれば済む話じゃないのか？」

「竜たつ弥や君に命令して戦わせることは簡単ですが、それでは覚悟が足りない。化け物の恐怖が、わたしの術式の恐怖を上回れば、重要な局面で逃げ出しかねない。だから、死ぬ直前まで体を冷やされ、死を間近に体験してもらう必要があったのです。これで、わたしの術式の本当の恐ろしさが分かったと思います。わたしが命令するのはここからです」

　はるかは入部届を再びぼくの目の前に掲げる。相変わらず鬼畜だ。恐怖を植えつけた上で、命令をするつもりだったのか。

「わたしと一緒に戦いなさい」

「従うしかないんだろ……」

「いい返事です。冷やしたかいがありました」

「もう二度と体験したくないけどな」

「ところで、あてはあるんですか？」

「あるわけないだろ」

　はるかはため息をついた。彼女は一枚の紙を渡す。

「今までの被害者の場所を示したものです。役に立つか分かりませんが、一応渡しておきます」

　ぼくはそれを大事にしまう。

「明日は土曜日ですね」

「そうだな」

「死霊食いを一緒に捜しますよ」

　ぼくは立ち上がった。まだ膝ひざはがくがくと震えている。

「一緒にって……」

「竜弥君だけでは不安です」

　はるかはそう言うとぼくを睨にらんだ。

「いいですね？」

「は、はっくしょん！」

　はるかは頷うなずく。ぼくのくしゃみは同意のサインだと理解されたらしかった。





　土曜日の朝。ぼくらは中央区の駅にいた。休日ということもあって、学生くらいの年齢の団体や小さな子どもをつれた家族連れなどが多かった。ここは周辺の都市からも、休みになればたくさんの人たちが遊びにやってくる街だ。

「なんでここなんだよ」

　ぼくはあふれんばかりの人の波を見ながら、隣に立つはるかに尋ねる。はるかは黒いワンピース姿だった。絶対にパンツスタイルだと思ったのに、意外だ。いかにも女の子らしいファッションのためか、いつもより可愛かわいく見えてしまう。黙っていればだけど。そして、はるかの隣にはアイアンメイデンが置かれていた。

「永と遠わさんは大丈夫なのか？」

　ぼくは横目でアイアンメイデンを見る。どう考えても場違いだ。というか、これがしっくりくる場所なんて、世界中探してもかなり限られている気がする。周りの人たちがこちらを見てひそひそと何かを言い合っている。

「わー、ロボットだ！」

　一人の子どもが永遠さんのところに来て、バンバンと叩たたく。

「すみません！　ほら、止やめなさい！」

　その子どものお母さんが全力疾走でやってきて、その子を持ち上げて目も合わせずに風のように去っていった。ぼくたちは危険人物みたいな扱いをされているな。

「子どもは可愛いな」

　永遠さんが言う。……本気で言っているのだろうか。

「わたしの予想が正しければ、この中央区を中心に捜していくのが早いんです」

　はるかが自信たっぷりに言う。まぁ、こいつはいつも自信たっぷりなのだが。

「予想？　何か手掛かりを掴つかんだのか？」

「予想と言ったでしょう。確実なことではありません。根拠はありますけどね」

　はるかはそう言うとちょこちょこと歩き出す。ぼくはその隣を歩く。後ろから永遠さんがついてきた。当然、永遠さんは多くの人々の注目を集めた。ぼくは恥ずかしくて顔を下に下ろし、出来るだけ他人の振りをした。

「お！　待ってたぞ、竜たつ弥や！」

　駅から出たところで、そんな声が耳に飛び込み、ぼくは驚おどろく。そこは通称時計台と呼ばれる場所で、待ち合わせの目印に使われる場所だった。三階建ての建物くらいの大きさの時計の下に庄しよう司じがいた。そして、その友達らしき男女が六人いる。ぼくらがいた場所から少し離れていたところだったが、庄司は大きな声でぼくに声をかけたのだった。

　あ！　そういえば、庄しよう司じと約束をしていたんだった！

「どういうことですか？」

　はるかはぼくの顔を睨にらむ。どうしよう。この状況で、実は庄司と遊ぶ約束をしていたなんて言ったら、きっとぼくは退魔師としての自覚が足りないと思われてしまう。

「えっと……実は、あいつらに協力をお願いしたんだよ」

　ぼくは小さな声ではるかに言う。はるかは僅わずかに眉まゆを寄せる。

「どうして一般人に化け物捜しの協力をさせるんですか？」

　確かにそうだ。

「化け物っていうところは伏せて、ほら、人間の形をしているときの化け物を捜してもらうんだよ。それなら、あいつらも化け物の存在には気がつかないだろ？」

「幽ゆう霊れいを使うことには反対したのに、一般人を使うことに躊躇ためらいはないんですね」

　はるかの言葉が、いちいち胸に刺さる。

「そりゃ、えっと、なんだ、ほら、あの幽実香ゆみかさんは可愛いし……」

　ああ、ダメだ。こんな言い訳しか思いつかない。

「なるほど、そういうことですね」

　あっさり納得された。なんだか、ぼくの人間としての品位がとても低く思われているような気がする。

「でも、確かに一般人を巻き込むのは危ないよな。よし、やっぱり彼らには帰ってもらうように言ってくるよ！」

　ぼくはそう言うと、急いで庄司のほうに走っていった。彼には申し訳ないけど、死霊食いを見つけることのほうが大事だ。今回は遊ぶ約束をキャンセルさせてもらおう。

「ごめん！」

　庄司のもとに駆けつけると、すぐに頭を下げた。

「いいよ、気にするな」

　ぼくが何かを言う前に、庄司は笑顔で言った。まさか、この男はぼくが何を考えているのか全すべてお見通しなのか？

「お前ら、付き合ってたんだな」

　……？

「あの『悪魔』と付き合うとは……、いや人の彼女を悪く言っちゃダメだな」

「いや、あの……」

「それで、今日は彼女が出来たことを自慢したくて、つい連れてきちゃったということか。大丈夫だよ。みんな僥ぎよう倖こう出身だから、荒あら瀬せさんのことは知ってるし」

　庄司の友達たちはにこにこ笑っている。まずい。完全に誤解されている。

「あの、そういうことじゃ……」

「おーい！　荒あら瀬せさん！　一緒に行こう！」

　呼ばれたはるかが大人おとなしくこっちにやってくる。

「どういう話になりましたか？」

　はるかは淡々と尋ねる。すると、庄しよう司じは親指を立てたこぶしをはるかに向けて突き出す。

「一緒に行くことになったよ」

「結局、そういうことになったんですね」

　はるかはぼくを睨にらむ。ぼくは力なく頷うなずくことしか出来なかった。

「あれ？　もしかして俺おれたちが邪魔だったのか？」

「だから、そういうことじゃないんだって！」

「じゃあ、いいんだな。よし、じゃあ行こうか！」

　もうどうにでもなれ……。

「ね、ねぇ、あれは……」

　一緒にいた女の子の一人がアイアンメイデンを指差す。確かに、あれは怪しい。

「あれは置物です」

　はるかはにべもなくそう言い放つ。

「そうなんだ……。でも、なんでこんなところに……」

「風水的な意味があるのだと思います」

　はるかは適当なことを並べる。恐らく、はるかは永と遠わさんのことを隠すつもりなのだろう。確かに、一般人に化け物の存在を知られてはまずい。永遠さんのほうも、本当の置物みたいにじっとしている。

「でも、さっき自分で動いていたような……」

「中にモーターの入った置物です」

　ごり押しだな……。

「ところで、どこに行くんですか？」

「マジカルスクエアだよ」

　はるかの質問に庄司がすぐに答える。

「マジカルスクエア？」

「知らないのか？　ここから地下鉄で一駅しか離れてないからすぐに着くよ」

　それを聞いてはるかは頷く。

「そうですか。それならいいです」

　はるかはそれだけの説明であっさりと納得する。ぼくはそれが意外だった。もっと突っ込んでくると思ったのだが、どうしたのだろうか。

「それじゃ、行こう！」

　庄司を先頭にぼくたちは歩き出した。ぼくとはるかはその最後尾についた。

「永と遠わさんはどうするんだ？」

　ぼくは小さな声ではるかに尋ねる。

「この状況では仕方ありません。別行動をとってもらいます」

「化け物っていうことがばれたら大変だからな。あのまま、アイアンメイデンの中に入ってもらっていたほうがいいかもな」

「そういうことではありません」

　そういうことではない？　ぼくは首を傾かしげる。

「竜たつ弥や君は永遠さんの姿を見たことがないから知らないかもしれませんが、見た目は普通の人間です。アイアンメイデンから出てきて一緒にいても、彼女が吸血鬼だとばれることはないでしょう」

　はるかは知らないようだが、ぼくは永遠さんの姿をちらっとだけ見たことがある。確かに、普通の人間の形をしていた。

「それなら、どうして……」

「永遠さんは恥ずかしがり屋さんなのです」

　は？

「そして、ものすごく人見知りをします。だから、基本的には初対面の人とは顔を合わせません。そのために鉄の塊の中にいつもいるんです」

　そういえば、ぼくが初めて永遠さんに会ったときも、彼女は自分の存在を隠そうとしていたな。

「あれは日よけのためだって言ってたじゃないか」

「日よけも理由の一つですが、実際は日光に浴びたくらいで吸血鬼は死にません。ちょっと弱るくらいです。外に出るのが恥ずかしいというのが、主な理由です」

　とんでもない引きこもり吸血鬼がいたもんだな。となると、永遠さんがぼくにたいしてつっけんどんな態度をとっているのも、もしかしたらそんな人見知りという性格のためなのかな。

　ぼくらはどんどん永遠さんから離れていく。時計台のふもとで、永遠さんの入ったアイアンメイデンはただじっと立っていた。

　大丈夫なのか？　というか、あのまま残しておくのは大きな問題である気がするぞ。そんなぼくの心配をよそに、一行は歩いて地下鉄一駅分の距離を移動して目的地に到着した。

　学校の校舎よりもずっと大きな建造物にカボチャの被かぶり物をした二頭身のキャラクターの絵が描かれている。それは、『マジカル君』というマジカルスクエアのマスコットキャラクターだった。

「竜弥君」

　はるかがぼくの服のすそをくいくい引っ張る。

「ここで捜査ですか？」

　マジカルスクエアの中からは、ゲームの音や人々の歓声が漏もれ出してくる。どう考えても、ここは遊ぶ場所だ。

「ぼ、ぼくの考えが正しければ、きっと死霊食いはこの辺りにいる」

　どうしよう。もう、後戻りが出来ないところまで来ちゃったよ。

「その根拠を示してください」

「勘だ」

　ぼくは出来るだけ堂々と言った。はるかは何も言わず、火が消えた後の線香花火を見るような目でぼくを見つめるだけだった。

「おーい。入るぞ」

　先行していた庄しよう司じが手を振る。これを好機と、ぼくははるかより先に中に入って会話を終了させる。

「呼ばれてる！　さ、行こう！」

　はるかはしぶしぶついてきた。



「それで」

　ぼくたちはコックピットに座っている。ぼくが前の席に座り、はるかは後ろの席に座っている。はるかは不機嫌そうな声をぼくの後頭部にぶつけている。

「これは何なのですか？」

「えっと、ぼくが操縦で、はるかの仕事は攻撃みたいだな」

　ぼくらの目の前には大きなディスプレイがあり、青い空が広がっている。遠くには他ほかの飛行機の影が見え、そこを指して『青チーム』と書いてあった。ちなみに、ぼくらは赤チームだ。

「あの青チームの飛行機がきたら攻撃するんだよ」

「そうではありません。というか、わざと間違えていませんか？　わたしが言いたいのはさっきの話の続きで……」

「わわ！　ゲームが始まるぞ！」

　ぼくは慌てて誤ご魔ま化かす。さすがに、はるかももう気づいている。ぼくたちがただ単純に遊んでいるだけだということに。

　とりあえず、ある程度時間が経たったら、何か理由をつけて庄司に謝って抜け出すことにしよう。だけど、不自然ではないタイミングを見つけるまで穏便にゲームで遊ばなくては！

「ほらほら！　敵機襲来だ」

　ぼくは頑張ってはるかの気分を盛り上げようとする。しかし、後ろからはるかの声は聞こえない。

　画面には青チームの戦闘機がこちらに向かって飛んでくるのが映し出される。

　隣のコックピットからもキャアキャアと声が聞こえているので、一部では戦闘がすでに開始されたらしい。ぼくは適当に旋回しながら、敵を見つけようとする。広いフィールドの遠くのほうでは、黒煙が上がっていた。味方がやられている。

　ん？　やられているのは、一機だけじゃないぞ。次々と仲間が撃墜されている。チーム分けをするときに、ゲームの経験の少ない女子が赤チームに多くなっていたのは気になっていたが、これは赤チームがかなり不利なんじゃないか？

「敵がレーダーに映ってますけど」

　後ろではるかが呟つぶやくように言った。

「え？　え？　どこ？」

「後方、ほぼ真後ろです。撃たれますよ」

　しまった。他ほかの戦闘に注目しすぎていて、自分の後ろに敵がくっついていることに気がつかなかった。

「えっと、どうしよう、うわ、やばいな」

　ぼくは何とか敵を振り払おうとするが、相手はぴったりとついてくる。

　目の前の画面が赤くなり、座席が僅わずかに振動する。攻撃を受けたのだ。画面端のゲージが減り、もう少しで撃墜されそうなことを示す。

　絶体絶命。まぁ、所しよ詮せんゲームだし、本当に死ぬわけじゃないんだからいいんだけど。

「エルロンを操作して機体をバンクして、ラダーを反対にきってください」

「は？　どういうことだ？」

　はるかの言葉の意味が、ぼくには全く分からない。

「手は右にきって、足は左のペダルです。早くしてください」

　そう言って、はるかは後ろからぼくの頭を叩たたいた。どうして、殴なぐられなくちゃいけないんだ、とは思いつつもぼくは言われた通りにする。

　画面は横滑すべりするように移動し、敵の機関銃は空をきった。

「これがサイドスリップです。このままループし、敵の背面についてください。反撃します」

「え、あ、はい！」

　とりあえず、言われた通りにする。画面がぐるりと回り、ループ成功。敵の戦闘機が目の前に現れる。はるかは淡々と攻撃し、敵機を撃墜した。

「三時の方向に敵機の一団。高度を上げて、太陽に隠れながら接近、急降下しながらまずは隊列を崩しましょう」

「なぁ」

　ぼくは言われた通りにしがなら言う。

「何ですか？」

　はるかは正確に攻撃をこなす。目の前の敵機が爆発する。

「お前、真剣になってるだろ」

　少しの間。

「勝負事は勝ってこそ意味があると思っているだけです」

　そして、ぼくはなぜか一度頭を殴なぐられた。

「このまま、全滅させますよ」

　こいつ、負けず嫌いだ。



「荒あら瀬せさん、すごいね」

　庄しよう司じが代表して言ったが、それは全員の共通した意見だった。はるかはなんでもないような顔をして、そうでもないです、と言っただけだったが、確かにはるかはすごかった。結局、ぼくははるかの操り人形として、言われた通りに操縦していただけだったが、その指示は的確で、本当にぼくたちだけで敵チームを全滅させてしまった。何人かこのゲームの経験者がいたらしく、そいつらは初心者であるぼくたちに負けて悔しそうにしていた。

「次、何する？」

　そう庄司が問いかけたとき、一人の女の子が手を挙げた。

「カラオケがしたいでーす」

　すると周りの何人かもそれに同調する。この施設内にはカラオケルームがあるので、そこに行きたいということだった。

「分かった。でも、もしかしたら混こんでるかもしれないから、ちょっと見てくるよ。みんなは待ってて」

　こういうときに、的確な行動を率先して取ることが出来る庄司は本当に偉いと思う。彼はすぐに小走りで一団を抜けた。

「さっきは誤ご魔ま化かされましたが……」

　隣のはるかの声に、若干殺気を感じる。どうやら、そろそろ痺しびれを切らしそうだ。

「ぼくも庄司と一緒に行ってくるよ！」

　ぼくは慌てて庄司を追う。庄司に追いつくと、ぼくは意を決した。ぼくとはるかだけ抜けさせてくれと言おう。変な誤解を招くかもしれないけれど、仕方ない。

「どうだ？」

　ぼくが口を開く前に、庄司が先に喋しやべりだした。

「え？　どうって、何が？」

「あいつらだよ。いい奴やつらだろ」

　庄司はそう言って笑った。

「俺おれも含めて、中学の時からバカなことばっかりやってきたけど、みんな面白いし悪い奴やつじゃないんだ」

「うん。そう思うよ」

「竜たつ弥やさ、入学式の日につまんなそうにしてただろ？」

　いきなりそんな話をされ、ぼくはびっくりする。

「そうだった？」

　確かに、あの時は色々なことがあって不機嫌な顔をしていたかもしれない。

「あの時さ、どうしてこいつはこんなに面白い学校に来たのに、こんなにつまらない顔をしているんだって思ったんだよ」

　ぼくたちはカラオケコーナーにたどり着く。庄しよう司じが空室状況を尋ねると、店員は、申し訳ございませんが、と答えた。休日のこの時間はずっと満員らしい。予約をすることも出来るが、二時間待ちくらいになるらしいとのことだった。

　仕方なく、ぼくたちはみんなのもとに帰るために歩き出した。

「ぼく、そんなにつまらなそうにしていた？」

　ぼくは歩きながら庄司に尋ねる。すると庄司は何度も首を縦に振った。

「そうだよ。だからさ、あいつらを紹介しようと思ったんだよ。どうだ？　面白い奴らがいる学校だろ？」

　ぼくは笑って頷うなずいた。庄司も楽しそうににやける。

　やっぱり、こいつはいい奴だ。庄司は学校のことや、クラスメイトや、友達のことが本当に好きな人間なのだ。ぼくは変な心配をかけていたことを申し訳なく思うと同時に、そのおかげでこうして庄司と仲良くなることが出来た偶然に感謝した。

「だけど、カラオケ出来ないとなると、サキが怒るだろうな」

　サキというのはカラオケを提案した女子だった。

「あいつカラオケバカだから、歌えないと死ぬとか言い出すんだよ」

「はは、だったらもうそこら辺で歌ってもらうしかないね」

「袋とか置いておいたら、小銭がたまるかもしれないぞ。結構上う手まいから」

　ぼくたちは二人で笑う。久しぶりに、ぼくは本当に穏やかな気持ちで笑顔をつくっていた。

　その時、こんなところでは思い出したくもない感覚が体を突き抜ける。

　化け物の感じ。

「どうした？」

　いきなり立ち止まったぼくに驚おどろいた庄司が不思議そうにぼくを見る。

　近くにいる。化け物がこの近くにいる。しかし、辺りを見回してもそれらしいものは見えない。感覚としてはまだそんなに近くじゃない。だけど、近くにいることは間違いない。恐らく、施設内。

「おい、どうしたんだよ？」

「い、いや」

「顔が真っ青だぞ。気分が悪いのか？」

「大丈夫。大丈夫だよ」

　大丈夫なものか。

　この近くに化け物がいるんだぞ。たくさんの人間が歩いているこの中に化け物が……。

「それならいいけど。ちょっと、俺おれはトイレに寄っていくから先にみんなのところに帰っていてくれ」

　庄しよう司じはそう言って、トイレに入る。ぼくはその場で突っ立ったまま、やたらに辺りを見回した。化け物の姿は見当たらない。普通の人間ばかりだ。土曜日なのに制服の学生もいるし、少し派手な服装の人もいる。スーツ姿の人間もいた。

　スーツ姿？

　ぼくの目は一人の人間に釘くぎ付づけになる。ふらふらとした歩き方に、定まらない視点。

　一瞬息が止まり、次の瞬間には呼吸が速くなった。

　スーツ姿の人間に擬ぎ態たいする化け物。世界の軸が歪ゆがみ、脳天に鈍い衝撃。

　あいつは人間じゃない。前に見た化け物だ！

　奴やつの本当の姿が脳内に再生され、ぼくの体に金縛りをかける。巨大な猟犬のような姿。鋭い牙きば。凶悪な爪つめ。そして、なぜか使用してくる強力な術式。いずれも、ぼくが相手に出来る敵じゃないことを示している。かといって、はるかを呼びにいってしまっては、その間に見失ってしまうかもしれない。

　結局、ぼくは怖こわかった。自分だけで死霊食いを何とかするなんて、恐ろしくてとても出来なかった。奴から目を離し、奴を見失ってしまえばいきなり襲おそわれるかもしれない。それも恐ろしかった。

　死霊食いはゆっくりとトイレの中に入っていく。

　心臓が破裂しそうなほど激しく動き回る。トイレには庄司がいるはずだ。

　このままじゃまずい！　確かに頭ではそう考えた。

　それなのに。

　それなのに。

　足が動かない。膝ひざは震え、体中から汗が流れ出るだけだ。体は少しも前に進まない。

　目の前で友達が化け物に襲われているかもしれない。それなのに、ぼくは恐怖に縛られて、ただその場に立っているだけ。

　行かなくちゃ。行ってどうする？

　助ける。どうやって？

　敵を倒す。お前に出来るのか？

　助けを呼びに行く。目の前の友達を置き去りにしてか？

　じゃあ、どうすればいいんだ！

　胸が熱くなる。走り出して、すぐに庄しよう司じのところに駆けつけようとする衝動が体を動かそうとするが、絶望的なほどに巨大な恐怖がその行動を許さない。

　ぼくはただ悩みながら立っていた。戦おうともせず、守ろうともせず、トイレから少し離れた安全なところにいた。そこで、嵐の日の子羊みたいにただただ怯おびえていた。

　しばらくすると、死霊食いが出てきた。ぼくは奴やつが遠くに行った後に、すぐにトイレに入った。綺き麗れいなトイレに一人の少年が倒れていた。

「庄司？」

　返事はない。意識がないようだった。

　庄司は人形みたいにそこにあるだけだった。

　最悪だ。

　自責の念が湧わき上がり、体は黒い水銀に満たされていくようにどんどん重くなる。手は震え、自分がやったことの意味が頭の中で何度もリフレインする。

　ぼくは彼を見捨てた。

　友達をみすみす死霊食いの餌えさにした。

　後からトイレに入ってきた人が、驚おどろいたように庄司に駆け寄った。ぼくはただ黙って彼を見下ろすことしか出来なかった。

　庄司を抱き起こしながら、その人は店員さんを呼び、庄司を病院に連れていくと騒いでいた。

　まるで遠くの世界のニュースをテレビで見てるような感覚。

　トイレから出ると、異変に気づいた人々が周辺に集まり、ざわざわと騒いでいた。その中で、ぼくはぼけっと運び出される庄司を見ていた。

　ぼくは何なのだ？

「なかなか帰ってこないと思ったら、こういうことでしたか」

　いつの間にか、はるかが横にいた。

「死霊食いですね」

「うん」

「逃がしたんですね。竜たつ弥や君に怪け我がはありませんか？」

「何も出来なかった」

　ぼくは友人に危機が迫っていたのに、それを知りながら放ほうっておいたのだ。危険を避け、ただただ彼を見捨てた。

「とても退魔師の台詞せりふとは思えませんね」

　はるかの言葉はとても冷たかった。

「ぼくは、別に退魔師なんかになりたくない」

　そんなことを言うつもりはなかった。だけど、口から滑すべり落ちた。きっと、それはぼくの本心だ。

　あんな恐ろしい化け物と戦うなんて嫌だ。退魔師なんかじゃなければ、庄しよう司じを見捨てたなんてことにはならないはずだ。だって、あんなおぞましい連中から逃げ出すのは普通のことなんだから。

　ぼくが退魔師の家系に生まれてしまったから、化け物を狩る運命を背負ってしまったから、庄司を助けられなかったという罪の意識に苛さいなまれることになってしまったんだ。

「退魔師なんかじゃなければ……」

　ぱん、と頬ほおをはられる。力はなかったので痛くはなかったが、その衝撃は予想外だった。

　はるかがぼくを叩たたいた。

「勘違いしているようですが、竜弥君の弱さは、退魔師であることと関係ありませんよ」

「ぼくはこんな怖こわい仕事したくないんだ！　だけど、父さんも姉さんも、みんながやれっていうんだから仕方ないだろ！」

　はるかは無表情のままぼくを見る。ぼくは目をそらし、小さく、仕方ないんだ、と繰り返した。

「その話をするのに、ここは人が多すぎます。竜弥君は先に外に出て待っていてください。わたしは他ほかの人たちに事情を説明してから外に出ます」

　ぼくは言われた通り、外に出た。はるかはすぐに外に出てきた。ぼくらは無言で歩き出し、大通りから少し離れた小さな神社に入った。周りは背の高いビルばかりだが、そこだけは多少樹木の生えた静かな空間だった。

「どうしますか？」

　はるかは神社の石段に座る。ぼくはその横に座った。周りに人は誰だれもいない。遠くのほうで、車の走る音が聞こえるだけだ。

「どうって？」

「死霊食いを追いますか？」

　ぼくは黙って俯うつむいた。ここで断っても、どうせはるかに命令されればついていかなくちゃいけない。

「もしも」

　はるかはぼくの方を見ずに冷ややかな声で言う。

「本当に嫌だったら、わたし一人でやります」

　それは予想外の言葉だった。もうそれでいいじゃないか。ぼくにはやっぱり無理なんだ。

「ぼくに退魔師の仕事は務まらないよ」

「退魔師の仕事は何だと思いますか？」

「は？　そんなの決まっているだろ。化け物を倒すことだ」

　はるかだって前に同じことを言っていた。

「違います」

　はるかはこちらを見た。ぼくは彼女の目が、いつもみたいな人形めいたものじゃないことに気がつく。

「化け物から社会を守ることです」

「そんなの同じじゃないか」

　化け物から社会を守るために、化け物を倒す。同じことだ。

「違います。それでは手段と目的を取り違えています。あくまでも社会を守るのが目的で、その手段として化け物を抹まつ消しようしているのです」

　たとえそうだとしても、やることは同じだ。

「あなたはどうして退魔師になろうとしているのですか？」

　それは、みんながやれっていうからだ。

　ぼくが山やま伏ぶし家に生まれたからだ。

　それがぼくの運命だからだ。

　……本当にそうなのか？

　どうして化け物を狩らなくちゃいけないのか、ということを深く考えたことはなかった。いや、そんな当たり前すぎることは深く考えようともしなかった。

　大切な人たちを守るため。

　社会を守るため。

　それが、本来の退魔師の仕事。ぼくがそのことを忘れている、と言いたいのだろう。

「そんなの分かってるよ。分かってるけど……やっぱりぼくは退魔師になる資格はないよ。友達は見捨てるし、実力もないし……」

　ぼくには、自分の身を顧みずに人を助ける覚悟なんてない。

「昨日、幽実香ゆみかさんの居場所をわたしに訊きかれた時、竜たつ弥や君は死を覚悟して黙っていましたよね」

「ああ」

「あの時は、幽実香さんを守るために自分の命を投げうつ覚悟があったんですよね」

　かなり急に命の危機に見舞われたから、命を投げうつ覚悟を決める暇もなかったけどな。

「その気持ちがあれば十分です。大切な人を守るために、自分の身を犠牲にしてでも戦う。竜弥君にもそんな気持ちがあるじゃないですか」

　大切な人。守りたい人。

　幽実香さんのことを思い出す。わずかな付き合いだが、あの少女をみすみす死霊食いの餌え食じきにするわけにはいかない。

　庄しよう司じもそうだ。庄司はぼくを誘って、ここに連れてきてくれた。ぼくに新しい交友関係を広げてくれた。それなのに、ぼくは彼を見捨てたんだ。

　ぼくは卑ひ怯きよう者ものだ。

「竜たつ弥や君は気づいていないかもしれませんが、あなたにも確かにあるんですよ。人を守る覚悟が」

　今まで退魔師は、ただ凶悪な化け物と死闘を繰り広げるだけの仕事だと思っていた。そして、父さんや姉さんみたいな怪物じみた力を持っている人たちが活躍するものだと思っていた。

　初めて、身近に化け物の被害者が出た。

　これまで義務として求められてきた、化け物と戦うことの意味が、ようやく分かった気がする。

「大切な人を守る……」

　幽実香ゆみかさんのことではるかに逆らった時、確かにぼくは彼女を守ろうと思った。体の苦痛を感じても、口を開こうとしなかった。

「大切な人を守る覚悟……」

「そして、それが退魔師としての覚悟です」

　自分が退魔師として成長していかないのを、無理やりさせられているからだと、周りのせいにしてきた。かといって、退魔師以外の人生を選ぶようなこともしなかった。ただ、言い訳ばかりして、流されて生きてきた。

　そんなぼくにだって退魔師の覚悟があったのか。

　トクンと心臓が鳴る。

　心の中に熱い何かが動いているのを感じる。

　ぼくにだって守りたいものはある。恐怖で逃げ回ってばかりいたけど、ぼくにだって大切なものはある。

　化け物は怖こわい。恐ろしい。おぞましい。でも、そんなのは他ほかの人も同じだ。誰だれかが化け物の脅威から大切なものを守らなくちゃいけない。ぼくはもう卑怯者になるのは嫌だ。庄司を助けようとしたときの、あの走り出そうとした衝動が再び蘇よみがえってくる。

　守ろうとする意志。今ならその意味が分かる。その存在を感じられる。

「わたしたちは化け物と戦っていると、なぜ自分たちが戦っているのかを忘れがちです。それこそ、業務的になってしまいます。だけど……」

「守らなくちゃいけない人々がいる。だから、戦う」

　はるかはぼくを見る。そして、黙って頷うなずいた。

　ぼくは立ち上がる。膝ひざは震えていた。

「ぼくは庄しよう司じを助けられなかった。だけど、今から助ける」

　そうしなければ、ぼくは絶対にそれを悔やみながら生きていくことになる。潰つぶされそうになるくらい重い十字架を背負って生きていくことになる。

「幽実香ゆみかさんにも危害は加えさせない」

　もう言い訳は出来ない。周りのせいにして逃げることなんてしない。

「あと、もう一つ言っておきます。前に、退魔師がどうして化け物を秘密にしなくてはいけないのか、という話をしましたよね」

「え？　恐ろしい化け物のことがばれたら、人々が混乱するからだろ？」

「そんなのは建前です。本当はもっと高度に政治的な理由ですよ」

　政治的な理由？

「つまり、そういう方法で現在の地位を築いた人々が数多くいるということです。退魔師というのは、歴史の暗部に関かかわる仕事でもあるのです」

　はるかが何を言っているのか、よく分からなかった。

「まぁ、その部分の覚悟は後でいいでしょう。今はとりあえず、奴やつを倒すのが先決です」

　はるかは立ち上がり、歩き始めた。ぼくはその後を追う。

「そろそろ日が沈みます。化け物退治にはちょうどいい時間になりました」

「すぐに死霊食いを追おう！　まだそんなに遠くに行っていないはずだ！」

「いえ、ここに奴が現れたことでわたしの仮説はますます確からしさを増しました。死霊食いの位置は特定出来ます」

「本当か！」

「ですので、こちらはちゃんとした準備をするべきだと思います。竜たつ弥や君は一度自分の家に帰ってください。わたしは永と遠わさんと合流してから、竜弥君の家に行きます」

「え？　どうしてうちに帰るんだよ」

「わたしがどうして長々と歯の浮くような言葉を無理やり並べたと思っているんですか」

「は？」

「ああ、自分で話していて笑い出すのをこらえるのに精一杯でしたよ」

　そして、はるかがにやりと笑う。それは、悪魔の笑顔だった。

「今回は最大限の装備をして行きましょう。期待していますよ、名門山やま伏ぶし家の符ふに」

　こいつ、うちの符を使いたいから、ぼくを戦闘に参加させようとしただけだな……。





　ぼくは自分の家に着いた。案の定、遅い帰宅のため、携帯電話には姉さんから着信とメールの嵐で、家に帰るなり飛びつかれたかと思ったら、次に説教をされた。

　ぼくはそれらの猛攻撃をある程度かわすと、自分の部屋にこもった。そして、今まで自分で描き溜ためてきた符ふを全部引っ張り出した。



    

  
    
      



    

  
    
      　ほとんどが描きかけで終わっている。ぼくのやる気のない証拠だ。使えそうなものを集めても、数枚しかない。

　家にある符を持っていくしかないのか。家族に見つかったら怒られるだろうな。

　ふと、机の上に置いてあった地図が目につく。それは、はるかが渡してくれた被害者の出た場所を示した地図だ。

　被害者が出た場所はばらばらで、何か一定の法則があるわけではない。何かを中心とした円内に全すべてが収まるわけでもなく、同じ市内ではあるものの、飛びぬけて遠いものがあれば、隣接して発生しているところもある。

　あの化け物は気まぐれに人間を襲おそっているのか？　もしかして、隠れ家がなどを持たず、常にふらふらとしているのかもしれない。そうなると、はるかは見つけられると言っていたが、捕まえるのはかなり難しくなる。

　何だろう。何かが気になる。

　よく思い出せ。ぼくは奴やつと直接会っている。庄しよう司じの時だって、かなり近くに奴はいたはずだ。この世界でぼくが一番奴に接近しているんだ。

　ぼくが死霊食いと戦闘したのはどこだった？　確か、地下鉄の駅の近くだった。

　庄司が死霊食いに襲われたのはどこだ？　地下鉄の駅の近くのアミューズメント施設だった。

　今日、はるかが集合場所に選んだのは、地下鉄の路線が集中する中央区の駅だった。

　急速に頭の中で色々なことがまとまってきた。

　ぼくは地下鉄の路線図を引っ張り出してきて、被害者マップと重ね合わせる。

　間違いない。事件は地下鉄の路線上で起こっている。駅の近くだとは限らないが、地下鉄の線路が通っているところの上で起こっている。

　そうか。そういうことだったのか。

　奴やつの行動はこうだ。地下鉄の駅のホームに下りる。その後、こっそり線路に下り、歩いて移動して、時々通気口から地上に出て人間を襲う。そして、再び地下に戻っていく。猫ねこ洞ほら先輩の言う地底人説も、大筋では間違っていないな。

　これで奴の霊れい子しが検出されなかった理由も分かった。地下を移動していたから、地上にまで霊子が漏もれ出さなかったのだ。

　ぼくは地図に地下鉄の路線を描いていく。

　ぼくの手が一つの場所で止まる。

　クラボーデパート。

　それは、地下鉄の駅のすぐ近くにあるデパートだ。

　すぐに時計を見る。

　時間はちょうど八時。

　まずい！　幽実香ゆみかさんとの約束があった。すっかり、忘れていた。いや、本当にまずいのはそんなことじゃない。今まで、幽実香さんが死霊食いに襲われなかったのは、基本的に学校にいて地下鉄の沿線上にいなかったからだ。だけど、幽実香さんが今いるだろうクラボーデパートは、地下鉄の駅のすぐ近く。

　幽実香さんを餌えさに使いたくないと言っていた自分が、彼女を最も危険な場所に送り込んでしまった。

　ぼくは部屋から飛び出す。すると、廊下には西さい園おん寺じがいた。

「どうなさいましたか、お坊ちゃま？」

「え、えっと……」

　まずい。西園寺にばれると厄やつ介かいなことになる。

「出撃でございますか？」

　ぼくは目を丸くする。どうして、この老人はぼくが考えていることが分かったのだろうか。ぼくは頷うなずいた。

「この西園寺、この日を待っておりました。お坊ちゃまなら必ずいつかご自分の役割に気がつく日が来ると……。ようやく、自分から退魔師の仕事をする決心をつけられたのですね」

「そうなんだ。だけど、この件は他ほかの人には……」

「他言いたしません。お坊ちゃまが初めてご自分の意志で化け物を狩ろうとされているのを、この耄もう碌ろく爺じい、しっかりと応援させていただきます」

「ありがとう！」

「ただ、これをお持ちください」

　そう言って、西さい園おん寺じは符ふを渡してくれる。それは普段は姉さんが使っている、かなり強力な爆裂系の符だった。

「椛もみじお嬢様の符でございます。最後の一画を記す人間によって威力は変わりますので、椛お嬢様と同じだけの破壊力は難しゅうございますが、それでも十分な攻撃力はございます」

　ぼくが発動すれば、きっと姉さんの十分の一くらいの威力しか出せないだろう。それでも、符があるのは心強い。家の符をこっそり持っていく手間が省けた。

「本当にありがとう！　それじゃあ、行ってくるよ」

「お待ちください」

　ん？　まだ何かあるのか？

「これはお腹を下したときのお薬です」

　え？

「これが、お薬を飲む用のミネラルウォーターでございます」

　ええ？

「戦いが長引き、終電を逃した場合はしばらくお迎えを待つことになりますので、防寒のため上着、怪け我がをされて病院に入った時のための保険カード、市内の病院の位置を示した地図、戦いに集中出来るように花粉症用のマスクとゴーグルもお持ちください」

「あの、西園寺……」

「あ！　戦いで定期券を落とすといけません。落としてもダメージが少ないように、こちらの使いかけの回数券をお持ちくださいませ」

　きっと、ぼくが過保護に育てられた大きな理由の一つに、西園寺の存在があると思う。



　ぼくはこっそりと玄関に立つ。クラボーデパートまではここから三〇分はかかる。閉店前に店内に入らなきゃ！

　ぼくが玄関を出て、家の門から飛び出すと、はるかがいた。

「ちょうどいいタイミングですね」

「準備はばっちりだよ。それより、すぐに行かなくちゃいけないんだ！」

「どういうことですか？　まずは死霊食いの移動手段についてなんですが……」

「地下鉄だろ！」

　ぼくは先回りして言ってやる。すると、はるかの動きが止まった。表情からは分からないけれど、きっと驚おどろいている。

「わたしの家を盗聴しましたか？」

　なんで、そういう発想になるんだよ。

「自分で気づいたんだよ。それより、今は急いでいるんだ！」

「わたしたちも急いでいます。実は、幽実香ゆみかさんが……」

「クラボーデパートだろ！」

　再びはるかの動きが止まる。

「盗撮ですか？」

　だから、どうしてぼくは犯罪方向で疑われるんだ！

「確かに、クラボーデパートから微弱な霊れい子しを感知しました。恐らく、幽実香さんです。期せずして、幽実香危機一髪幽ゆう霊れい一本釣り作戦発動です」

「めちゃくちゃな作戦名つけやがって……」

　そこで、ぼくは一つ重大なことに気がついた。

「そういえば、永と遠わさんは？」

　うちの玄関の前にははるかしかいない。

「いますよ」

　そう言って、はるかは自分の背後を指差す。うちの周りは田舎なので田んぼや畑しかない。はるかの指差す方向には田んぼがあるだけだ。

　ん？　真っ暗な田んぼの中に何かの影が蠢うごめいている。のっそりと畦あぜを上がる姿は人の形をしている。

　月光を反射する銀髪に透き通るような白い肌。燃えるような赤い瞳ひとみと、怪しい薄紅の唇。日本人には見えない。西欧の少女だ。しかし、学校制服を着ている。その制服はどこかで見たような……。あ！　学校のパンフレットに載っていた昔の僥ぎよう倖こう学園の制服だ。

　その女子高生が美少女であることは間違いない。だけど、その子が普通じゃないこともすぐに分かる。

　その少女はアイアンメイデンを担いでいた。

「永遠さん？」

　そう言うと、その少女は顔を真っ赤にして、また畦の陰に隠れた。

「こ、こっちを見るな！」

　……どういうことですか？

「夜で人目も少ないからアイアンメイデンを脱いでもらっているんです。ここからはいつ戦闘が始まってもおかしくないですからね」

　はるかは淡々と言うが、永遠さんのほうはまるで裸で外に出ているみたいに恥ずかしがっている。

「あのぉ、永と遠わさん。実は事態は一刻を争う状況でして……」

　ぼくの真横をアイアンメイデンが轟ごう音おんを立てて通り抜ける。そして、うちの玄関を粉砕した。

「だからわたしを見るな！　恥ずかしいだろ！」

「は、はい」

　めちゃくちゃな人だ。どうしてぼくは、戦いが始まる前に命のやり取りをしそうになっているんだろうか。

「永遠さん急ぎますよ。山やま伏ぶし家の人々が出てきます。怒られますよ」

「それもあるけど、急ぐ理由は別にあるだろ！」

　幽実香ゆみかさんが危ないんだ！

　ぼくたちは駅に向かって走り出す。いや、正確にははるかは走っていない。走る永遠さんが担ぐアイアンメイデンの上にちょこんと乗っていた。本当に、自分の体力を使わない奴やつだな。先頭を走るぼくが振り向くと、永遠さんは落ちていた石を蹴けって、ぼくの背中にぶつけた。どれだけ恥ずかしがり屋なんだ、この人は。

　バスに乗って移動し、次に地下鉄に乗り込む。アイアンメイデンはかなり奇異の目をあつめたが、仕方ない。永遠さん自身も白銀の髪が注目を集めるのに、そんな娘がなぜか拷ごう問もん道具を持っているのだから嫌でも人々の注意を引く。さらに、永遠さん自身は真っ赤な顔をしてずっと両手を顔に当てて震えているものだから、その仕草があまりにも愛らしく、周りの人々は永と遠わさんをずっと見ていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「も、もう無理ぃ……」

　永遠さんはアイアンメイデンの中から出した紙袋を頭からかぶった。本人はそれで落ち着いたらしいが、彼女はますます注目を集めることになった。本当に、これで解決したのか？

　今考えれば、地下鉄に乗った時に感じた嫌な感覚は、化け物に出会ったときのものに似ていた。ぼくはあの化け物とどこかでニアミスしていたのかもしれない。そうなると、本来ならぼくはもっと早く気づくべきだった。

　ぼくらはクラボーデパートの最寄り駅に着くと、すぐにデパートに入る。閉店が近いので、客はまばらだった。

「あのエレベーターから屋上に行こう」

　ぼくらは急いでエレベーターに乗り込む。

　ブー。

　体重オーバー。乗っているのはぼくら三人だけだ。明らかに、アイアンメイデンが重量を稼いでいる。

「竜たつ弥や君、降りてください」

「えー！　ぼくが？」

「女の子に階段を使わせる気ですか？」

「階段を使わなくても、隣のエレベーター使えばいいだろ」

　そう言いながらも、ぼくは渋々降りた。しかし、まだ体重オーバーのブザーは鳴っている。実は、アイアンメイデン一体だけで、すでに重量オーバーなんじゃないのか？

「仕方ない。わたしは階段を使おう」

　そう言って、永遠さんが降りた。代わりにぼくが乗り込み、屋上へと昇る。

　エレベーターのドアが閉まると、はるかはぼくを見た。

「よく気づきましたね」

「何に？」

「化け物の移動方法です」

「お前よりヒントが多かったからな」

　はるかは何も言わない。

「今回は失敗出来ませんね」

「被害者が多いからな」

「それもあります。それに、幽実香ゆみかさんのこともあります」

　はるかから幽実香の名前が出てきて驚おどろいた。

「どういうことだ？」

「わたしだって、幽実香ゆみかさんをみすみす化け物の餌えさにしたいとは思っていないということですよ」

　つまり、幽実香さんを助けて、ちゃんと成仏させてやりたいということか。

「幽実香さんはデビューイベントが出来なかったことを未いまだに悔やんでいるんだ。だから、きっとここの屋上のステージで歌えれば、彼女は解放される」

　はるかは軽く頷うなずく。こいつにもいいところがあるんだな。

「先に竜たつ弥や君に協力してほしいことを言っておきますね」

　もうすぐエレベーターは屋上にたどり着く。ぼくの心臓は緊張でいつもよりずっと速く脈打っている。

「肉の盾になってください」

　そういう役目なのね。こいつに優しさの欠片かけらがあることをちょっとでも期待した自分がどれほど愚かか分かった。

　エレベーターのドアが開く。なんと、永と遠わさんはすでに到着していた。

「遅いぞ」

　彼女は紙袋をとっていたが、ぼくとは目を合わせようとしない。まだ、恥ずかしいのかな。

「文句は竜弥君に言ってください」

　いや、エレベーターに言ってくれ。多分、文句言われてもエレベーターは困ると思うけど。

　エレベーターホールから外に出るための出口にはシャッターが下りていた。どうやら、これだけ遅い時間になると、屋上へは出られなくなるらしい。幽実香さんは霊だから、ここを通過出来るだろう。しかし、ぼくたちでは難しい。この向こうに幽実香さんがいるかもしれない。そして、死霊食いがその幽実香さんを襲おそっているかもしれない。それなのに、ここまでだなんて……。

「開けましょう」

　はるかが平然と言う。

「分かった！　店員さんを呼んでくるよ！」

　ぼくが再びエレベーターに乗ろうと思ったとき、ベキベキと金属がひしゃげる音がした。まさか……。

「えい」

　永遠さんがシャッターを力ずくで開けてしまった。

「何しているんですか？　逃げる気ですか？」

　エレベーターに体半分乗りこんだぼくを見てはるかが言う。こいつら、器物破損とかいうわりと有名な刑法も知らないのか？

「永と遠わさん……すごいですね」

「だから、わたしを見るな！　もう！」

　そう言って、永遠さんはねじ切れたシャッターの一部をぼくに向かって投げた。その凶器はぼくの後ろの壁に突き刺さった。このままだと、死霊食いじゃなくて、永遠さんに先に殺される。

　屋上は真っ暗だった。それでも近くのビルの明かりなどで、屋上にある遊具の輪郭などは何とか判断出来る。中央部には円形の舞台があって、その周りにベンチのような座席が並んでいた。あそこが、ステージなのだろう。隅のほうには簡単な遊具のようなものもいくつかあった。

　漆黒の空を背景に、一人の少女がそこに立っている。ただ一人で立っている。

　幽実香ゆみかさんだ。彼女は不安そうにこっちを見ていた。大遅刻をしてしまった。ぼくは急いで彼女に駆け寄る。

「ごめんなさい！　遅れました！」

　ぼくは幽実香さんの目の前で頭を下げた。こんな危険なところでずいぶんと長い時間待たせてしまった。ぼくはなんてダメな奴やつなんだ。

「よ、よかったぁ」

　顔を上げたぼくを迎えたのは、安あん堵どの笑みを満面に浮かべた幽実香さんだった。

「わたしね、なかなか竜たつ弥や君が来ないから、もしかして途中で転んで怪け我がしたとか、そういう風に思ってたの。だから、竜弥君が無事でよかったぁ」

　幽実香さんは僅わずかに目に涙をためている。本当にぼくのことを心配してくれていたのか。この人は人がいいというか、頭が弱いというか……。

「そんなんじゃないですよ。ほら、他ほかに観客も連れてきましたよ」

「本当に？　嬉うれしい！　それじゃあ、わたしの記念すべきデビューイベントを……」

　夜空に化け物の遠とお吠ぼえが響く。

「完かん璧ぺきなタイミングですね」

　はるかが暗くら闇やみくらい目立たない声で言う。ぼくはそれが何のことを指しているのか分からなかった。幽実香さんは体を震わせ、辺りを見回している。

　少し遅れたが、ぼくにも理解出来た。頭じゃない。先に、体が理解した。

　この感覚。

　高圧的な存在感。

　それを屋上の端の方から感じる。

　奴が来ている。

「な、何かが来る」

　幽実香さんの視線もデパートの端に注がれていた。

　がりがりと岩を削けずるような音。そして、僅わずかな振動。

　まさか、デパートの外壁を登ってきているのか？

　さすが化け物だ。なんでもありだな。

　黒い腕が屋上のフェンスを掴つかむ。長い指と鋭い爪つめ。明らかに人間のものじゃない。獲え物ものを求めるように低く喉のどを鳴らす音がする。

　何かが登ってきた。

　漆黒の毛並みに、紅ぐ蓮れんの瞳ひとみ。牙きばから滴したたる唾だ液えきをぬぐいもせず、フェンスを破って化け物が屋上に侵入してきた。

「なに、あれ……」

「ぼ、ぼくの後ろに隠れて！」

　幽実香ゆみかさんが震えながら言われた通りにする。

　ぼくが幽実香さんを守るんだ！

　上がってきたのは間違いなく死霊食いだ。すでに、人間の形態ではなく以前に見せた姿を現しているということは、初めから幽実香さんを食べるつもりだったのだろうか。

　敵もこちらが待ち構えていることは予想外だったらしく、低いうなり声をあげながらぼくたちを睨にらみつけている。

　突然、化け物が空に向かって雄お叫たけびをあげる。夜のビル街に響く咆ほう哮こうは幾度も反響し、やがて拡散していった。

　景気づけか？　いや、それにしてはまだ飛びかかってくる様子はない。ぼくは西さい園おん寺じからもらった符ふを取り出し、ペンを持つ。

「幽実香さんはこちらへ」

　少し離れたところではるかが言う。確かに、幽実香さんは安全な場所に隠れていたほうがいいだろう。だが、幽実香さんはぼくにくっついたまま動こうとしない。

「あ、あの女の子は……」

　確かに、幽実香さんにしてみれば、はるかだって自分を強制排除しようとした怖こわい人だ。

「大丈夫です。今はあの冷徹女の言うことを聞いてください。ここにいる方が危ないです。エレベーターホールで隠れていてください」

　ぼくが言うと、幽実香さんは不安そうに頷うなずいた。背中から感触が離れ、幽実香さんが走ってエレベーターホールの方に行く。

　化け物はまだ動かない。何かを待っている様子だ。敵が何らかの準備を整える前に、先手必勝だ！

　震える手で符に一画描きくわえる。

　化け物はこちらを見ている。ぼくが攻撃すれば、化け物はぼくを最初のターゲットとして襲おそってくるだろう。

　こんなところで怖こわがるな。完成した符ふを魔物の方に向ける。これは、炸さく裂れつする花火を飛び出させる術式だ。これをぶつけて、大ダメージを与えてやる！

「くらえ！」

　これがぼくの初勝利への一撃だ！

　化け物はこちらを見て警戒している。ぼくは紙を前に突き出し、固まる。

　下界の喧けん騒そうから離れた、静かな暗黒の屋上。

　とても静かだ。

　……発動しない。

　恐る恐る、符を見直してみる。

　しまった。一画描き加える場所を間違えた。当たり前の話だが、符は正確に描かないと発動しない。

「何をやっているんですか。その面白い小芝居は、後で部室で見てあげますから邪魔しないでください」

　後ろからはるかの冷たい言葉が飛んでくる。なんて情けないんだ、ぼくは。

　化け物は再び咆ほう哮こうをあげる。すると、化け物が登ってきた場所からさらに違う影がわらわらと上がってきた。

　悪鬼系中型種。小鬼と呼ばれる化け物たちだった。身長は一四〇センチほどで、小柄だがずんぐりとした体をしており、折れたバットやパイプなど、それぞれ手には何かしらの武器を持っている。真っ黒の体毛を夜風になびかせ、小鬼たちが十体屋上に揃そろった。

　偶然に小鬼の群れがここにやってきたのか？　いや、そんな偶然は考えられない。さっきの雄お叫たけびは、こいつらを呼ぶためにあげていたとでもいうのか？

「違う種族の化け物が群れをなすなんて、聞いたことがありません」

　はるかと永と遠わさんがぼくの隣に移動してきた。二人とも敵を見据えて真剣な表情をしている。

「術式のことといい、この化け物はちょっと念入りに調べる必要がありそうですね」

　死霊食いが吠ほえる。すると、小鬼たちが武器を振り上げてこちらに襲おそいかかってきた。

「き、きた！」

　思わず逃げ腰になる体を無理やり奮ふるわせ、ぼくは符を構えた。

「見れば分かります」

　はるかはいつも通り冷静だった。

「永遠さんは、右の五体をお願いします。残りはわたしが引き受けます」

「了解」

　永遠さんが、アイアンメイデンを片手で持ち、ぐるんと振り回した。あの鉄塊は日よけでもあり、バッグでもあり、武器でもあるのか。便利だなぁ。……もうね、どんなことでも、あるがままに納得することにしたよ。

「ぼくは？」

　残った化け物は、死霊食いだ。つまり、ぼくは奴やつに攻撃する役目だな！

「竜たつ弥や君は、わたしの盾です」

「おい、ふざけるなよ！」

「前を見て」

　はるかにそう言われ、慌てて正面を向くと、小鬼の一匹がぼくのすぐ近くで鎌かまを構えていた。予想以上に動きが速い。

「とりゃ」

　敵の鎌が振り下ろされるより前に、ぼくの目の前にはアイアンメイデンが振り下ろされた。鎌を構えた小鬼はそれに潰つぶされ、青い光とともに消えていく。

「油断するな」

　まるで発泡スチロールの偽にせ物ものを扱うみたいに武器を振り回しながら、永と遠わさんはぼくに言う。この人、怖こわい。

「あと、わたしを見るな」

　この状況でも、そこは譲れないのね。

「やりますよ」

　はるかが符ふを前に出す。符は光りだし、光の中から氷の槍やりが飛び出す。それが腹に突き刺さった小鬼は、黒い何かをまき散らし、断末魔の叫び声をあげながら消えていった。

　二人とも戦いなれている。ぼくが足を引っ張っちゃダメだ。

　残りの小鬼たちは分散し、ぼくらを囲むような陣形になる。奴らが持っている凶器が、ビルの明かりに照らされ、禍まが々まがしく光る。

　こいつらは、慈悲の滴しずくも持たない化け物たち。遠慮なくぼくを殺しにくる。

　やるぞ。次は間違えない。

　ぼくは手元を見て、しっかりと描き加えるべき線を確認する。

　敵は一瞬でも視線をそらしたことを見逃さない。二匹の小鬼がぼくにむかって突進してくる。地面を強く蹴けり、転げるようにそれぞれの一撃をかわし、ぼくは震える手で符に一画加え、小鬼に向ける。

　符が輝き、炸さく裂れつ弾が飛び出す。反動でぼくの腕は弾けるように後ろへ飛び、体もそれに引きずられてバランスを崩す。腕が痺しびれ、不格好にその場にしりもちをついた。

　弾丸は全く関係のない方向に飛び、小鬼は当然ノーダメージ。小鬼はこちらに凶悪な目を向け、次の攻撃のために突進してくる。

　反動で狙ねらいが狂った！

　それとも、焦ってまともに狙いをつけられなかったのが原因か？

　どうして当たらない！　どうして上う手まくいかないんだ！

「次」

　はるかが符ふを発動させ、巨大な氷の矢で敵を打ちぬく。永と遠わさんも、アイアンメイデンを振り回して敵をなぎ倒していた。

　ぼくは明らかに足手まといだ。

　立ち上がると、震える足を無理に交互に動かして小鬼から逃げる。心臓がいつもの何倍も速く脈打ち、呼吸はすでにあがっていた。

「紅ぐ蓮れんの月夜のヘーパイストスよ　烈火の葡ぶ萄どう酒しゆで仇あだなすものに灼しやく熱ねつを」

　これは詠！　フェンス近くから動いていなかった死霊食いの声だ。

　死霊食いの口が大きく開き、そこに巨大な火球が現れる。まずい、あれは前に見た焼しよう夷い弾だんのように辺りを燃やす術式だ。

　まるでその術式を知っているかのように、小鬼たちはぼくたちの周りから離れていく。こいつらはただ単純に襲おそってきているのではなく、ちゃんと統率が取れている。

　死霊食いの口から炎の塊が発射される。地面にぶつかると、そこから前回とは比べ物にならないくらい巨大な炎の柱が立ち上がった。床をはうように炎は侵略を始め、あっという間に屋上を炎が支配した。あまりの熱にぼくはフェンスぎりぎりにまで追い詰められる。

　燃え盛る炎は屋上の中心のかなりの面積を支配し、そこから蛇のようにあちらこちらに火が伸びている。その炎によってぼくたちはばらばらに分断された。

　小鬼たちは、炎の位置を予想していたらしく、ぼくたちが合流出来ないように、うまく残された通路をふさぐような位置で武器を構えている。

　よく計算されている。まるで訓練された軍隊だ。

　ぼくの目の前には小鬼が一体。はるかのところに三体。永遠さんのところに二体。ぼくは一番弱いから、一体でいいということか。敵ながら、なんて的確な判断だ。悔しいけど。

　ジャンプした死霊食いが炎を跳び越し、はるかの目の前で着地する。どうやら、リーダーははるかを最初に殺すつもりらしい。

　はるかは炎の光を眼鏡めがねに反射させ、その瞳ひとみは見えないがいつも通り落ち着いて見える。あんな化け物どもに囲まれて表情一つ変えないのだから、全く尊敬するよ、部長様。

　ぼくの目の前にいた小鬼が、グルルと喉のどを鳴らす。攻撃態勢。こっちはこっちでまずい。

　ぼくははるかのほうを気にしながらも、襲いかかってくる化け物の攻撃をかわすので手いっぱいだった。顔のすぐ近くを敵の斧おのが横切り、風切り音が恐怖感を煽あおる。

「ひぅ！　ちょ、ちょっと待って！　マジで！」

　もちろん、そんな言葉を理解するわけもないし、たとえ理解したとしても攻撃を止めるようなことはないだろう。くそ！

　ぼくは何とか、ポケットにしまった符を取り出す。

　これに一画足して、敵に向け、弾丸をぶつけるだけだ。

　それだけだ。それだけなのに！

　化け物は狂気をはらんだ目でこちらを見てくる。餌えさを求める野生動物の目ではない。ただ相手を壊したい。ばらばらにしたい。ぐちゃぐちゃにしたい。それだけを求めるくすんだ瞳ひとみだ。

　ぼくはそれを見て身震いする。目の前で敵の斧おのが振り上げられる。

　怖こわい。おぞましい。

　膝ひざ頭がしらががくがくする。体が竦すくむ。こんなの無理だ。泣きそうになりながら、震える体を動かす。

「ギシャァ！」

　小鬼が両手で斧を振り下ろす。ぼくはバックステップで避よけたつもりだったが、実際は足がもつれて転んでしまった。ポケットから出そうとしていた符が飛び出してしまい、握った一枚以外は全て飛んでいった。

　少し離れたところで爆発音がした。一瞬だけ、そちらを見る。

　はるかが爆風に吹き飛ばされていた。

　また、死霊食いが術式を使ったんだ。さすがのはるかでも、四対一じゃ不利だ。

　はるかはエレベーターホールの壁に強く体を打ちつけ、ぐったりとしていた。死霊食いがそんなはるかに近づいていた。

　あれじゃあ、はるかが殺される。

　ぼくの目の前の小鬼は斧をこちらに向けて迫ってくる。

　ぼくは転がって敵の攻撃をかわす。

　永と遠わさんは小鬼たちに飛びつかれて、それを振り払おうとしている。永遠さんがはるかを助けるのは無理だ。

　それじゃあ、誰だれがはるかを助ける？

　ぼくしかいない。

　ぼくが助けるんだ！

　人に頼るんじゃない。ぼくが、ぼく自身がやるんだ！

　目の前にはごうごうと燃え盛る炎。その先には、黒い毛を赤い光で染める化け物ども。さらにその奥に倒れるはるか。

「うおぉぉ！」

　ぼくは飛び出した。

　炎を飛び越える。強烈な熱が皮膚を焼く。あまりの熱さに声も出ない。着地に失敗し、前転するみたいに転ぶが、すぐに立ち上がって小鬼の一体に突進した。

　小鬼はねじ切れて先のとがった鉄パイプでぼくの肩を殴なぐる。

　鈍にぶさと鋭さの両方の痛みが同時に肩から広がる。肉がえぐられ、血が噴き出す。

　容赦のない一撃だったが、振りかぶってからの攻撃ではなかったので致命傷になるようなものでもない。もちろん、めちゃくちゃ痛いけど、意識を失ったり死んだりすることはない。

「どけ！」

　そのままタックルで突き飛ばし、ぼくははるかのすぐ横に滑すべり込んだ。はるかは目を瞑つむったまま、その場に倒れている。意識を失っているらしい。

「グギャァ！」

　別の小鬼が僕のほうへ突進してくる。

　手にした最後の符ふ。ぼくはそれに一画を加え、小鬼に向ける。

　恐ろしくても敵から目を背けるな。

　しっかりと腕を伸ばし、両手で符を構えろ。

　今まで習ってきた基本を、心の中で復唱する。

　符が輝き、術が発動する。炸さく裂れつ弾が猛烈な勢いで発射され、ぼくの体はその反動でびりびりと震える。先ほどダメージを受けた肩が裂けそうに痛む。

　だけど、標的からは目を離さない。

　腕もぶれてない。

　まっすぐ進んだ弾丸は小鬼の肩に命中し、小鬼は悲鳴をあげた。

「やった！　当たった！」

　ぼくは思わず嬉うれしくなって叫ぶ。自分の力だけで化け物にダメージを与えるのは初めてだった。

「体が消え去るまで油断してはいけません」

　はるかの声。ぼくの傍かたわらのはるかは、倒れたままぼくを睨にらんでいた。

「次が来ますよ」

　ぼくがさっき攻撃した小鬼や、ぼくを阻はばんでいた小鬼も含めて、その場にいた小鬼たちが同時に襲おそいかかってきた。

　もうぼくには符がない。

「じっとしていてください」

　はるかは一枚の符を取り出して一画加えると、それを床に投げつけた。符は青く輝き、その光は一瞬で廊下一面に広がり、その光から鋭利な氷柱つららが湧わき上がる。

　ぼくたちに飛びかってきた小鬼たちはそれに串くし刺ざしになり、悲鳴をあげながら次々消えていく。

「最初からこれを狙ねらってたのか？」

「当然です」

　本当かよ。

　腹に響くような化け物の咆ほう哮こう。氷の柱を食い破り、死霊食いがぼくたちに向かってきた。符ふを出す暇すらない。

　ぼくたちは横に飛び出して攻撃を紙一重で避よける。そのまま、死霊食いはエレベーターホールに突っ込み、破壊した。

「幽実香ゆみかさん！」

　エレベーターホールには幽実香さんが隠れていたはずだ。彼女が潰つぶれてしまった！　いや、幽ゆう霊れいだから潰れないのか？

「こっちだ」

　その声は永と遠わさんだった。彼女はすでに二匹の小鬼を潰し終えたらしく、アイアンメイデンを高く掲げている。

「幽霊女はこの中だ」

　アイアンメイデンの中ということか？　ああ、そこなら安心だ。でも、それを振り回して戦うと、中の人は大変な目にあうのでは……。

「いやぁ！　も、もう止めてください！　これ以上振り回さない……うぷっ」

　やっぱり……。

「これで残ったのは一体だけ」

　はるかは死霊食いを睨にらむ。死霊食いはばらばらになったコンクリート片の煙の中でゆらりと立ち上がる。

「あなたには訊ききたいことがあります。話し合いをしませんか？」

　はるかが化け物に向かって言う。だが、死霊食いはそんな言葉を聞いていない。うなり声をあげ、身を低くして攻撃態勢を取る。

「どうやら、拷ごう問もんにかけるしかないようですね」

　話し合いの次は拷問かよ。はるかの選せん択たく肢しの少なさに驚おどろきながらも、こいつを力でねじ伏せなくちゃいけないことには賛成だった。どう考えても、話し合いの席につきそうな相手じゃない。

「いきますよ」

　はるかは符を二枚取り出し、同時に発動させる。

　弾丸のように氷の槍やりが飛び出し、死霊食いを狙ねらうが、死霊食いはそれを難なくかわす。本物の獣同様、かなり俊敏な動きだ。以前、オリンピックで金メダルとるような射的の選手でも、動く標的に命中させるのは難しいという話を聞いたことがある。巨体とはいえ、これだけ自由自在に動き回る奴やつに術式をぶつけるのは難しいはずだ。

「当たりませんね」

　はるかは他人事みたいに淡々と言う。自分のピンチを分かっているのか？

「竜たつ弥や君の符ふを貸してください」

「え？」

　ぼくは戸惑う。そんなことを言われるとは思っていなかった。

「ない」

「困りましたね。じゃあ、もう符はありません」

　え？

「ヴォオオオ！」

　死霊食いがこちらに突進してくる。永と遠わさんがアイアンメイデンを盾に、ぼくたちの前に立つ。その中に、幽実香ゆみかさんがいるんじゃ……。

「ヴォオオオ！」

　化け物はツメをコンクリートの床につきたて、そこから一気に横へと方向転換をした。ほとんど直角に曲がった化け物は翻って、永遠さんを横から襲おそう。

　速い！

　永遠さんの体に死霊食いの牙きばがつきたてられた。真紅の血が飛び散り、辺りを赤く染める。死霊食いは永遠さんをくわえたまま首を大きく振り、アイアンメイデンごと宙に投げ捨てた。

「うにゃぁぁ！」

　アイアンメイデンの中から幽実香さんの声が聞こえる。だが、今回ばかりは幽実香さんよりも永遠さんのほうが心配だ。

　ドスンとアイアンメイデンが落ちる音と、幽実香さんの短い悲鳴が同時に聞こえた。

　少し遅れて、どさり、とぼくたちの目の前に落ちてきた永遠さんは、ペットボトルから注がれるジュースみたいに、どばどばと血を流している。

「すごく痛い」

　永遠さんは顔をしかめ、ごく簡単な感想を言ってくれた。

「だ、大丈夫ですか？」

「こ、こっちを見るな！」

「そんなこと言っている場合じゃないでしょ！」

「大丈夫だ。だけど、しばらく戦闘には参加出来ないな」

「いや、戦闘に参加しないのはいいんですけど、早く治療を……」

「これくらい唾つばをつけておけば治りますよ。夜の吸血鬼は、体を半分食われても生きていますから」

　はるかは本当に冷たいことしか言わない。だけど、永遠さんはそれを気にしていない様子で、わたしのことは気にするな、と言った。

「頼むから、そんなに見ないでくれ……」

　永と遠わさんは目を潤うるませ、赤い顔でそう続けた。本当に大丈夫なんだろうな。

「問題はこれだけ俊敏な敵に、いかに攻撃を与えるかです」

　死霊食いはこちらを睨にらみ、いつ襲おそいかかってきてもおかしくない雰囲気だ。

「わたしに残された符ふはこれだけ」

　そう言ってはるかがとりだしたのは、入部届だった。ぼくに呪のろいをかけたものだ。

「これ、改変出来ますか？」

「え？　改変？」

「そうです。描かれている陣を描き換えて、攻撃用の陣に出来ますか？」

　ぼくは入部届を受け取った。かなり複雑な陣だ。これを、単純な攻撃の陣に描き直すにはかなりの時間がかかりそうだ。

「三分でやってください」

　そう言うと、はるかは指を組み、手のひらをすっすっと動かす。これは印だ。こいつは、印でも術式を発動出来るのか。

　死霊食いがこっちに突進してくる。はるかは複雑な印を組み、最後に手のひらを敵に向ける。

「突進状態でかわせますか？」

　はるかの手のひらが輝き、氷の矢が飛び出す。

　しかし、死霊食いは体をひねって難なく氷の矢をかわす。そして、進路を変更せずにこちらに向かってきた。

　なんて奴やつだ！

　目の前にいるはるかも驚おどろいたらしく、動けないでいる。

　このままじゃ二人とも喰くわれる！

「うおりゃ！」

　ぼくは後ろからはるかを抱き、そのまま前に倒れた。化け物の方はこの動きを予想していなかったようで、ぼくらの頭上ぎりぎりを通り過ぎていった。そのままの勢いで、屋上の端のフェンスにぶつかる。フェンスは大きく傾かしぎ、いくつかの鉄柱が折れた。

　死ぬところだった。

「重いです」

　ぼくの下ではるかが言う。

「助けてもらって言う台詞せりふかよ、それ」

「わたしは盾にのしかかられるのは嫌いです」

　まだ盾扱いしやがって。

「符の改造、出来るんですか？」

　はるかはぼくの目を見る。

「やるよ」

　やるしかないんだろ。

「二分でお願いします」

「さっきより短いぞ！」

「わたしが潰つぶされてセクハラされていた間も時間は経過しています」

「セクハラはしてないぞ！」

「そんなことを言っている間にあと一分ですよ。早く」

　死霊食いは遠とお吠ぼえをし、再び攻撃準備。

　ぼくはすぐに符ふの内容の検討に入る。今まで、嫌というほど勉強してきたことだ。しかし、戦闘中に符を描くようなことになるとは思わなかった。

　ぼくは呼吸を整え、陣をじっと見つめる。

　ここの陣が温度を冷やすところで、ここに名前を書かせて……ああ、そういうことね。少しずつだが分かってきた。

「攻撃がきます」

　死霊食いが遠くで何かを唱えている。術式だ！

「ニブルヘイムの　氷ひ室むろの扉　ヘルの名を持ち我は命ず……」

　はるかも文言を唱え始める。どちらが速い？

　死霊食いが口から小さな火の粉のようなものを大量に吐き出してくる。今までとは違う術式だ。

「氷獄の台座をここへ」

　はるかの術式も発動する。地面から巨大な氷の壁がせりあがってきた。放たれた敵の凶弾はその壁に阻はばまれ、ぼくたちのところには届かない。

「あまり長くもちそうにないですね」

　氷の壁に、火の粉が次々とぶつかる。弾丸のように一発一発が氷にめり込み、がりがりと壁を削けずっていく。

「あと、三〇秒ですよ」

「分かってるよ！　ここが、こうなって、ここをこうして」

　ぼくは入部届にペンを走らせていく。

　やるしかないぞ！　呼吸を整え、頭をフル回転させる。

「よし！」

　出来上がった！　多分これで、目の前に氷の剣を出現させる術式が発動出来るはずだ。

「破られますよ、気をつけて」

　そこで、氷の壁が破られた。火の粉がぼくらを襲おそう。せっかく描いた符を燃やされてはたまらない。ぼくは体をかがめ、符を守る。

　嵐のように、火の粉が降り注ぐ。

　一発一発は小さな弾だが、服を焦がし、内側の肉まで食い込む。そんなものが無数に体を叩たたくのだから、ぼくは激痛で叫び声をあげた。

　はるかは？　あいつもこれをくらっているのか？　ぼくが顔を横に向けると、はるかの姿が見えた。彼女は、自分が出した氷の欠片かけらの陰に隠れてじっとしている。小柄の特権というやつか。

　はるかと目が合う。そして、彼女の口が動く。

　がんばれ。

　あいつ、絶対にぼくを助けるという発想がないな。

　火の粉の雨が止やむとぼくは、よろよろと震える腕で符ふをかざす。これであいつを串くし刺ざしにしてやる！

「まだダメです」

　安全地帯に隠れていたはるかが立ち上がり、ぼくを制する。

　こっちは膝ひざががくがくで、体中がじんじんと熱く痛んで、血も危険レベルに流れ出して、もう何をしても痛くて仕方ない状況なのに何を言い出すんだ。

「奴やつは素早いですから、確実に当てる方法で攻撃しないと」

「そうだけど、そんな方法……」

「あります」

　そう言うと、はるかはポケットから何かを取り出した。

　クリーム？　いや違う、ペンキだ。はるかはペンキを自分の足先に塗った。

「わたしのとっておき、見せてあげます」

　そう言うと、はるかはステップを踏む。ダンス？　その様子は踊っているようにしか見えない。円舞曲のようなステップで、地面にペンキの線が引かれていく。直線、曲線……彼女の足元には、みるみるうちに図形が出来上がっていった。

　そのダンスの中で、手を滑らかに振り、指が艶なまめかしく動く。一瞬、一瞬で腕は止まり、そこで指の形が変わる。

　そして、口からは旋律が紡つむがれた。

「ニブルヘイムの氷ひ室むろの扉」

　歌？　これは、文言だ。リズムと音程があるので歌に聞こえるが、内容は明らかに詠の文言だった。

　そういうことか！　ぼくは気づく。

　死霊食いは不思議そうにこちらを見ている。だが、こちらの準備完了まで待っていてくれるほど空気の読める奴でもなかった。奴の口が動く。また術式を撃ってくる気だ。

　ぼくは落ちていた氷塊を拾うと、へろへろの腕で、それを敵に向かって投げる。豆腐をへこませるくらいの破壊力しかないぼくの全力投球は死霊食いに命中した。

「ヴォオオ！」

　死霊食いはぼくに向かって吠ほえる。それでいい。ぼくを狙ねらえ。

　その間に、はるかが準備をする。

　隣にはるかがいる。こいつならきっとこの状況を何とかする策を持っている。そう思う。

　これを信頼と呼ぶのなら、確かにぼくははるかを信頼していた。はるかの恐ろしさは、ぼくが一番よく知っている。

　化け物、お前にもこいつの恐ろしさを教えてやるよ。

「こっちに来い！」

　ぼくははるかから離れて走る。とはいえ、足は思うように動かないため、ほとんど引きずるようにしか進めない。

　死霊食いの目はぼくを捉とらえる。敵は瞬またたく間にぼくの目の前に回りこみ、凶悪な大きな口を開けた。

　右にかわす？　左にかわす？

　右だ！

　ぼくは右に倒れるように体を傾ける。

　敵も同じように、ぼくを狙う。



    

  
    
      



    

  
    
      　かわせない！

　目の前に死霊食いの巨大な口が迫る。

　牙きばが並ぶブラックホールのような奴やつの口内が見えた。

　食われる！

「グギャ！」

　ピチャッとぼくの鼻先に何か液体がつく。体を震わせ、目を開ける。

　唾だ液えきが垂れてきて鼻に当たったのかと思ったが、違った。鼻についたのは血だった。死霊食いの血。

　死霊食いは右目の下辺りをへこませて、少し離れたところに倒れている。

　近くにはアイアンメイデンが転がっていた。

「わきゃー！　なんかちょっと楽しくなってきました！　ジェットコースターみたい！」

　アイアンメイデンから幽実香ゆみかさんの声。驚異の順応性だ。

「自ら陽動作戦とは、やるじゃないか」

　そう言ったのは、永と遠わさんだった。彼女は体中から血を流しながらも、アイアンメイデンを敵に向かって投げつけてくれたらしい。

「発動しますよ」

　はるかが言う。彼女の足元、手元が光っている。

　はるかは足のペンキで陣を、手で印を、口で詠をそれぞれ行っていたのだ。つまり、同時に三つの術式を発動させるつもりということ。

　そんなことをする人間を聞いたことがない。だけど、こいつならそれくらいやりかねない。ぼくはこいつを信じた。そして、こいつは本当にその通りのことをした。

　今からこいつが何をしようとするのかもなんとなく分かる。

　いや、絶対に分かる。

　死霊食いはゆっくりと立ち上がる。はるかの術式に警戒してか、体を低くして、いつでも避けられる構えをとる。

　そうだ。こいつはどんな攻撃でもかわす。

　だったら、こっちから攻撃を当てるのを諦めなくちゃいけない。

　はるかの光が増す。ぶわっと彼女の服と髪がなびき、甲かん高だかい音とともに、真上に氷の柱が飛んだ。そして、それは上空から死霊食いのほうに向かって落下してくる。

　ぼくはその氷の落下地点を予想して、体を引きずりながら場所を移動する。

　最初の落下は化け物の右。

　次は前。

　最後に左。

　三連撃をかわすために、化け物はバックステップで後ろに下がる。

「いらっしゃい」

　こちらから当てるのが難しいのなら、相手に当たりに来てもらうしかない。三方向を封じられれば、進めるのは残り一方向。

　ぼくの声に驚おどろいた死霊食いは慌てて振り向き、ぼくと目が合う。

「光栄に思え！　お前はぼくの最初の獲え物ものだ！」

　符ふが発動する。

　符が青く輝き、その光の塊の中からぼくの身長の何倍もあるような巨大な氷剣が突き出される。それを支えるぼくの体は、骨が歪ゆがみ、肉が裂ける。だけど、絶対に狙ねらいをぶれさせはしない！

　死霊食いは体をくねらせて逃げようとするが、逃げ場はない。

　氷の刃やいばが、化け物の体の中央に突き刺さり、そのまま貫いた。

　死霊食いが断末魔の雄お叫たけびをあげる。四し肢しを振り回し、氷に爪つめをたてて削けずり取ろうとするが、やがてその抵抗は小さくなり、青い光が死霊食いの体を包み始めた。

　ぼくはその場にしゃがみこみ、体を震わせた。それは、疲労や外傷からくる震えじゃない。心の底からくるものだった。

　初めて化け物を倒した。自分の力で化け物を倒したんだ。

　実感は後から遅れてやってくる。ぼくはふつふつと湧わき上がる勝利の感激で胸がいっぱいになった。そして、怪け我がの痛みも気にせず、心の底から叫んだ。

「やったぞ！　倒した！」

　ぼくだって大切なものを守ることが出来た。恐ろしい化け物を倒すことが出来た。

　初めて、ぼくは退魔師としての仕事をしたんだ！

　死霊食いは完全に行動不能の状態らしく、体はほとんど消え去っていた。

「待ちなさい。消える前に答えてください」

　はるかが死霊食いに近寄る。死霊食いは濁にごった目ではるかを見る。

「どうして、あなたは術式が使えるのですか？　それに、どうして違う種族を使役していたのですか？」

　死霊食いははるかを見る。そして、笑った。

　確かに、そいつは笑った。

「もうすぐ、この世界のルールが変わるんだ」

　それだけ言うと、死霊食いは消えていった。消え去った後の青い光は、ふわりと宙に舞い上がり、方々に散った。

「生きた人間の魂が解放されたみたいですね」

　青い流れ星みたいに、次々と魂が街のあちらこちらに飛んでいく。その様子はとても美しかった。

「ねぇ、まだですか！　次は何が起こるんですか！」

　アイアンメイデンの内側からバシバシと扉を叩たたく幽実香ゆみかさんの声が聞こえる。かなり、気に入っているらしい。この人は、本当にすごいな。アイアンメイデンの扉を開けると、幽実香さんはきょとんとした顔をした。

「あれ？　わたし身長足りてますよ？」

「これはアトラクションじゃないんですよ」

　ぼくは苦笑いする。すると、幽実香さんは真っ赤な顔をした。

「ご、ごめんなさい！　わたしったら、こんな状況で遊んじゃうなんて……。わたしなんか、あそこにある遊具で遊んどけっていう……何これ！」

　屋上は地獄絵図と化していた。あちこちが燃え、エレベーターホールは崩壊している。フェンスもところどころ破れ、さながら戦場だ。

「何があったんですか……」

「激しい戦闘……かな」

　幽実香さんはきょろきょろと辺りを見回す。

「ステージは？」

　しまった。ステージを守るというところまで頭が回らなかった。というか、たとえ思いついていたとしても、守れなかっただろうけど。

「火の海ですね」

　はるかはあっさりと真実を伝える。

「そんなぁ……」

　幽実香さんが落胆する。

　せっかくここで歌って成仏するはずだったのに。そのために両親に挨あい拶さつを済ませ、心の準備をしてきたのに。この状況では、ここが元通りになるのはいつになるか分からない。幽実香さんの成仏はずいぶん先延ばしになってしまうのか。

「幽実香さん」

　はるかが幽実香さんに話しかける。幽実香さんは目にたっぷりと涙をためていた。

「大切なのはステージなんですか？」

「え？」

　幽実香さんは目を丸くする。ぼくも驚おどろいた。

「あなたがどれだけ努力してきたか、残念ながらわたしは知りません。しかし、あなたがどのような気持ちで練習してきたかはなんとなく分かります。あなたはどうしてアイドルになろうと思ったんですか？」

「わたしは……みんなを笑顔にしたいから、だからアイドルになろうと思ったんです」

「それじゃあ、ステージの上じゃなきゃ、みんなを笑顔に出来ないんですか？　ここじゃわたしたちを笑顔にさせてもらえませんか？」

　幽実香ゆみかさんは目を大きくする。そして、大きく首を縦に振った。

「あなたの言う通りです！　あなたは……」

「わたしは荒あら瀬せはるか。化ばけ物もの部の部長です。そして、あなたの一番の理解者ですよ」

　理解者！　どうしたんだ？　はるかに一体何があったんだ？

　幽実香さんははるかの言葉に感動したらしく、目を真っ赤にしている。

「わたし歌います。みんなを笑顔にするのに、場所は関係ない。わたしが楽しく歌えば、きっとみんなも楽しくなるよね！」

　そう言って、幽実香さんは瓦が礫れきの上に立つ。

「今日はわたしのデビューイベントに集まってくれてありがとう！」

「ライブは久しぶりだ」

　そう言って、永と遠わさんが立ち上がる。そして、アイアンメイデンの中に入った。きっと、その中が一番落ち着くのだろう。

「と、永遠さん！　怪け我がは……」

「もう治った。夜の吸血鬼をなめるなよ」

　アイアンメイデンの中から声が聞こえてきた。どう見ても、まだ治っていなかったのだが、きっとそれより恥ずかしさのほうが先にたったのだろう。

「三人もお客さんがいてくれて、わたしは本当に幸せです！　それじゃあ、聞いてください！　わたしの魂の一曲！」

　幽実香さんはのりのりで歌いだした。

　底抜けに明るい曲だ。

　彼女は腕を大きく振り、楽しそうに、本当に楽しそうに踊った。ターンでスカートがふわりと舞い、髪も大きくなびく。満面の笑みで、大声で歌う。

　そんな彼女を見ていたら、本当は切ないはずなのに、ぼくは自然と微笑ほほえんでいた。

　月光のスポットライトを浴び、星々の声援を受け、幽実香さんは歌いきった。ぼくたちは拍手をした。

「素晴らしかった」

　そう言って、はるかが微笑んだ。

　微笑んだ？

　ぼくは思わず奴やつの顔を覗のぞき込んだ。顔だけプラスチックで出来ていると思っていた、奴が自然に笑ったのだ。なんという奇跡。これこそ、幽実香マジックなのか！

「ありがとう」

　幽実香さんの体が少しずつ薄くなる。そして、青白い光が周りを包む。

「わたし、成仏出来るみたい。みんなのおかげだよ」

　蛍ほたるが飛ぶみたいに、彼女の周りに青い光の粉が舞う。

　ぼくは幽実香ゆみかさんをじっと見つめる。胸が締めつけられるように苦しくなった。

　本当に素敵な人だった。死んでほしくなかった。もしかしたら、心の中で成仏してほしくないと思っている部分があるかもしれない。だけど、それは彼女にとって不幸だ。

　出会いがあれば、別れがある。

「短い間でしたけど、ありがとうございました」

　ぼくは頭を下げた。

「ううん。わたしのほうこそ、ありがとう。竜たつ弥や君も死んだら、また会おうね。わわ！　これは、別に早死にしてねっていう意味じゃないからね！」

　ぼくは笑う。これくらい天然なのが幽実香さんらしい。

「ええ、必ずまた会えますよ」

「みんな、本当にありがとう」

　幽実香さんの体を強い光が包む。彼女は目にいっぱいの涙をためていた。そんな彼女を見ていたら、ぼくまで涙ぐんでしまった。

「そこまでです」

　その冷たい声の主ははるかだ。彼女は一枚の紙を持っている。そして、その紙は輝いていた。

「発動条件達成。術式発動」

　発動条件？　幽実香さんの輝きがどんどん消えていく。

「え？　どういうこと？」

　幽実香さんは不思議そうに自分の体を触る。

「助けてもらったのに、何も恩返しをせずに成仏する気ですか？」

「え？」

　はるかはもう笑っていない。さっきの笑顔が嘘うそみたいに冷徹な顔をしている。

「今、特殊な術式を発動しました。これは、成仏しかけた霊を地上に縛りつけ、使役させることが出来るものです」

「ちょっと、それどういうことだよ！」

　ぼくの剣幕など気にもせず、はるかは説明を続ける。

「前から幽ゆう霊れいの部員が欲しかったんです。だから、ずっとあなたを追っていたのですが、誰だれかが邪魔をするのでなかなか上う手まくいきませんでした」

　ぼくは睨にらまれる。いや、悪いことをした記憶はないぞ。

「これで、ようやく目的達成です。幽実香さんはわたしが死ぬか、わたしが契約解除の術式を発動させるまで、わたしに使役され続けます」

　そう言って、はるかは手にした符ふをしまった。

「まだ符ふがあったのかよ！」

「このためにとっておいたものが一枚だけですが」

　ぼくは、さっきの入部届が本当に最後の一枚だと思って必死に守ったんだぞ！

「エレベーターの中で、幽実香ゆみかさんを助けるって言っただろ！」

「ちがいます。わたしは幽実香さんをみすみす化け物の餌えさにしたいとは思っていない、と言ったんです。もちろん、それは自分の部下にするためです」

　こいつ、本当に人間の風上にも置けない奴やつだ！

「んー」

　幽実香さんは首を傾かしげる。そして、一度頷うなずくと笑顔になった。

「ま、いっか」

「よくなーい！」

　ぼくは思わず大声を張り上げる。

「こいつが死ぬまでこき使われるんですよ？　絶対にこいつは途中で契約解除の術式なんかしませんよ！」

　しかし、幽実香さんは意に介さない感じだ。

「大丈夫だよ。ね？　はるかさん」

「部長と呼んでください」

「はい、部長！」

　そう言うと、幽実香さんは敬礼をする。そして、笑った。

　はぁ……。なんてこった。まさか、こんな結末になるなんて……。

「ところで」

　ぼくはとんでもないことに気がついた。

「ぼくたち、ここからどうやって下りるんだ？」

　エレベーターホールは崩壊して、とてもエレベーターは利用出来る感じじゃない。

「あそこに非常階段がある」

　永と遠わさんが屋上の隅を指した。

「よーし、じゃあ競争しましょう！」

　そう言って、幽実香さんが駆け出した。それを追って、永遠さんも下りていく。少女とそれを追うアイアンメイデン。異様な光景だ。

　ぼくも階段で下りようと、歩き出した時、はるかが声をかけてきた。

「疲れたので、歩きたくありません」

　こいつ何言っているの？

「そんなこと言っても、仕方ないだろ。エレベーター壊れたんだから」

「部長が疲れたと言っているんです」

「もう、入部届はないぞ」

　そうだ。もう、こいつに無理やり命令されるようなことはないんだ。自由の意味を、身をもって知り、ぼくの顔がにやける。

　はるかは何も言わずにぼくを見る。あれだけ激しい戦いの後なのに、はるかは傷一つついていない。いつもと同じように腕を組み、ぼくを上目遣いで見ていた。

　まさか、これはおねだりなのか？　はるかは表情こそないけど、最初に見た時よりもずっと人間的に感じる。

　見つめられると照れる。ぼくは思わず、顔を赤くして言ってしまう。

「でも、そんなわがまま言われても、ぼくには何も出来ないぞ」

「おぶってください」

「は？」

「わたしを背中に背負いなさい」

「なんでだよ！」

「疲れたからです。早く」

　はるかは真面目まじめな顔をしている。というか、ぼくだってかなり怪け我がしている。

　はるかは黙ってぼくを見ている。こりゃワガママ国の王女さまだな。

「しょうがないなぁ。ほら」

　ぼくははるかに背を向けてしゃがむ。体中が痛む。

「ずいぶん、怪我をしていますね」

　そりゃそうだ。あんな激戦を繰り広げたんだからな。はるかが無傷なのが不思議なくらいだ。

　はるかはなかなか背中に乗らない。不思議に思って、彼女の様子を窺うかがうと、はるかは自分の服を破っていた。

「おい、何しているんだよ」

　はるかはぼくの肩の怪我に自分の服の切れ端を包帯のように巻いた。

「服に血がつくと困りますからね」

　そう言ってから、ぼくの背中に乗ってくるはるか。

　軽い。ぼくは立ち上がった。背中のはるかは、心は冷たいくせに体温は人間並みだ。

「それで服を破ったら意味ないだろ」

　ぼくは笑った。

「……そうですね。わたしとしたことが不条理なことをしました」

　ぼくは非常階段のほうにふらふらと進む。

　空には満月。化け物たちが活躍するにはお誂あつらえ向きの、綺麗な満月の夜だった。



    

  
    
      



    

  
    
      
エピローグ　さようなら、平穏な日々





「おっはよう！」

　ぼくは庄しよう司じに挨あい拶さつをされ、驚おどろく。

「復帰したんだね」

「おうよ！　それにしても、まさか俺おれが地底人の未知のウィルスにやられるとはなぁ」

　どうやら、庄司の中で自分が倒れたのは未知のウィルスで決定らしい。

　朝の学校。庄司は一週間ぶりの登校だった。

「それにしても、やっぱり倒れた時のことを思い出せないんだよなぁ」

　庄司はそう言いながら頭をかいている。よかった。魂を抜かれたことで、記憶が曖あい昧まいになっているのだ。化け物の存在が社会に広まる可能性が小さくなった。

「心配してたんだぞ」

　ぼくは言う。久しぶりに会えたためか、自然と顔も笑顔になる。

「そっか。悪かったな。姉さんも心配してくれてたのか？」

「いや、それはない」

　庄司はその言葉に肩を落とした。でも、本当だから仕方ないよね。

「おーい、竜たつ弥や！」

　廊下側の生徒がぼくを呼ぶ。彼は、庄しよう司じの友達で、この前一緒に土曜日に遊んだ男子生徒だった。

「荒あら瀬せが呼んでるぞ」

　はるかが？

　はっきり言って、嫌な予感しかしない。それでも、無視しても後で怒られるだけなので、ぼくは仕方なく廊下に出た。

　はるかは腕を組み、ぼくを待っていた。

「どうしたんだよ」

「ようやく転校ということに誤ご魔ま化かして、彼女を入学させることに成功しました」

　そう言うはるかの隣には、幽実香ゆみかさんがいた。

「入学？　どういうことだ？」

「わたし、もう一回高校生やるの！」

　そう言って、幽実香さんはくるっと回って、ピースサインをつくる。

「彼女はかつて僥ぎよう倖こうに在籍していた五百蔵いおろい幽実香と同姓同名で、顔も声もそっくりですが、全くの別人問という設定です」

　設定って……。

「どうやってそんなことしたんだよ」

「秘密です」

　きっと、ばれなければ犯罪じゃないけど、ばれたらとても大変なことをしたに違いない。

「まぁ、実際は幽ゆう霊れいですので、部室に住むことになりますが」

「よろしくね」

　幽実香さんは相変わらず明るい。まぁ、これで毎日幽実香さんと会えるなら、それはそれで幸せかもしれない。

「それと、今日は部会なので必ず出席してください」

「部会？　何の話だ？」

「あれですよ。知らないんですか？　最近、話題になっているあの怪事件です」

　まさか……。

「わたしの予想が確かなら、あれは化け物が関係しています」

　きっと確かなんだろうな、とぼくは思う。

　化ばけ物もの部。

　それは、部活動の皮をかぶった、退魔師と化け物の組織。

　ぼくの在籍する最高に最悪な場所だった。



    

  
    
      
あとがき





　こんにちは熊谷くまがいです。久しぶりの刊行ということで、ご心配かけました。ごめんなさい。

　今回も出版までにたくさんの人々のお世話になりました。素敵なイラストを描いてくださった魚さかなさん、出版に協力していただいた編集部の皆さん、印刷・流通・販売に関かかわった方々、ありがとうございました。そして、なかなか新シリーズを書き上げられずに困っていた著者に温かい応援メッセージをくださった読者の皆様。この本があるのは皆様のおかげです。本当にありがとうございました。この作品が、その恩返しになれば幸いです。

　さて、他ほかの作家の先生がどのようにしているのかは分かりませんが、著者は作中のキャラクターを創造するときに、実在の人物を参考にすることが多いのです。例えば、前作の主人公は学生時代に非常勤講師のバイトをしていた塾の生徒がモデルです。その少女（仮にＴさんとします）はとても無口な子で、話しかけても聞こえるかどうか分からないような声でしか返事をしませんでした。ある日、Ｔさんが授業後に教室の隅で何かをやっているので、不思議に思って近づいてみました。彼女の左手には家から持ってきたであろうタッパ。右手には二本ペン。Ｔさんはペンをまるで箸はしのように使い、教室にいたクモを捕ほ獲かくしてタッパに詰めていたのです。衝撃でした。この子は一体何をしているのだろう、と本当に恐ろしくなりました。「な、何をやっているの？」と問うと、彼女はそれまで見せたことのないような笑顔で答えました。「家で飼っているトカゲの生いき餌えにするんです♪」その時、この子は面白いキャラになるんじゃないのかと思いましたね。

　これと同じように、今回のシリーズの登場人物にもモデルとなった実在の人物が存在します。天然キャラとして登場した幽実香ゆみかもその例にもれず、モデルを持つキャラクターです。ホンモノと著者の会話例として以下のようなものがあります。

①「そんなにぼけっとしてどうしたの？」「わわ、ごめんなさい。空気を見ていました！」

②「明日は八時集合です」「えー。わたし、いつも七時五五分に起きるのにー」「頑張ってください」「うー。五分で準備しなきゃダメなのか……」（その発想は正解なのか？）

③「肉牛の飼育頭数の第二位の都道府県はどこですか？」「上かみ前まえ津づ！」（名古屋の人だけ面白さを分かってください）

　また、作中の描写にも実際の出来事を反映させたところが登場します。こんなこと絶対に普通の人はしないよなぁ、なんて思っているところが、現実の出来事だったりするかもしれませんよ？

　そんな感じで、楽しいキャラもたくさん登場する『荒あら瀬せはるか、容赦なし！』。楽しんでいただけたのなら、それに勝る幸せはありません。





二〇〇九年　六月　熊谷雅まさ人と
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　熊谷雅人（くまがい・まさと）

　『ネクラ少女は黒魔法で恋をする』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作受賞。愛知県名古屋市在住。好きな料理はイタリアン。苦手な食べ物はレーズン。趣味はマジックでお寺や保育園で時々マジックショーをしたりしてます。



　イラスト

　魚（さかな）

　　８月生まれ、東京都在住。

　「ＣＡＮＶＡＳ～セピア色のモチーフ～」「ＣＡＮＶＡＳ２～茜色のパレット～」「ＣＡＮＶＡＳ３～白銀のポートレート～」などの原画を担当。小説の挿絵では、「たま◇なま」シリーズ（ＨＪ文庫）、「ぱんつぁのーと」（スーパーダッシュ文庫）などを手がける。



    

  
    
      荒瀬はるか、容赦なし！
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